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 まえがき
まえがき

■オペレーテ ィ ングシステムの略記について

本書では、 オペレーテ ィ ングシステムを次のよ う に表記し ています。

オペレーテ ィ ングシステム 本書での表記

Microsoft® Windows Server® 2016 Datacenter Windows Server® 2016 Windows® 

Microsoft® Windows Server® 2016 Standard

Microsoft® Windows Server® 2016 Essentials

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Datacenter Windows Server® 2012 R2

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Standard

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Essentials

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Foundation

Microsoft® Windows Server® 2012 Datacenter Windows Server® 2012

Microsoft® Windows Server® 2012 Standard

Microsoft® Windows Server® 2012 Essentials

Microsoft® Windows Server® 2012 Foundation

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Foundation Windows Server® 2008 R2

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Enterprise

Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Datacenter

Windows® 10 Home Windows® 10

Windows® 10 Pro

Windows® 10 Enterprise

Windows® 8.1 Windows® 8.1

Windows® 8.1 Pro

Windows® 8.1 Enterprise

Windows® 7 Ultimate Windows® 7

Windows® 7 Enterprise

Windows® 7 Professional

Windows® 7 Home Premium

Windows Vista® Ultimate Windows Vista®

Windows Vista® Enterprise

Windows Vista® Business

Windows Vista® Home Premium

Windows Vista® Home Basic
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 まえがき
■ ソ フ ト ウ ェ アの表記について

本製品のマニュ アルでは、 ソ フ ト ウ ェ アを次のよ う に表記し ています。

■本書の目的
本書は、 MeFt/Web の機能と使用方法について説明し ています。

本書を利用する際には、 以下のマニュ アルも併せてご利用 く ださい。

• MeFt ユーザーズガイ ド

• NetCOBOL ユーザーズガ イ ド

• NetCOBOL COBOL 文法書

■本文中のマークについて
本文中のマークは， 以下のよ う になっています。

■登録商標について
Microsoft、 Windows、 Windows Server、 Windows Vista、 および ActiveX は米国 Microsoft Corporation の米国
およびその他の国における登録商標または商標です。

その他の社名、 製品名は、 一般に各社の商標または登録商標です。

■輸出管理規制について
本ド キ ュ メ ン ト を輸出または第三者へ提供する場合は、 お客様が居住する国および米国輸出管理関連法規
等の規制をご確認の う え、 必要な手続き をおと り く ださい。

ソ フ ト ウ ェ ア 本書での表記

Microsoft® Internet Explorer Internet Explorer

Windows® Internet Explorer

Microsoft® Internet Information Services IIS

マーク 説明

特に注意が必要な事項を示し ています。 必ずお読み く だ さい。

操作に関し て参考になる情報を示し ています。

関連する情報が記載されている参照先またはマニュアルを示し ています。
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■出荷年月および版数

■変更履歴

2017 年 10 月

Microsoft Corporation のガイ ド ラ イ ンに従って画面写真を使用し ています。

Copyright 2013-2017 FUJITSU LIMITED

© PFU Limited 2013-2017

出版年月および版数 マニュアルコー ド

2017 年 10 月 第 1.1 版 B1WD-3467-01Z0(01)

2017 年 10 月 初版 B1WD-3467-01Z0(00)

変更履歴 変更箇所 版数

注意事項を修正し ま し た。 「6.2 プログラム起動」 第 1.1 版

注意事項を修正し ま し た。 「6.4 スプール一覧」

注意事項を修正し ま し た。 「6.5 MeFt/Web ド キュ メ ン ト 編集」
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第 1 章 MeFt/Web とは
第 1 章 MeFt/Web とは

こ の章では、 MeFt/Web と は何か、 および MeFt/Web の概要について説明し ます。

目次

1.1 MeFt/Web とは.................................................................................................................................................................................. 8

1.2 MeFt/Web の概要............................................................................................................................................................................. 9

1.3 MeFt/Web ク ラ イアン ト .............................................................................................................................................................19

1.4 ソ フ ト ウ ェ ア環境 .........................................................................................................................................................................21
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第 1 章 MeFt/Web とは
1.1 MeFt/Web とは
MeFt/Web と は、 Web ブラ ウザを使って、 Web サーバ上で動作する利用者プロ グ ラ ムをデ ィ スプレ イ装置
やプ リ ン タ装置に入出力する こ と ができ る通信プロ グ ラ ムです。

こ の MeFt/Web は、 サーバ上で動作する Web サーバ連携プロ グ ラ ム （以降、 MeFt/Web サーバ） と、 ク ラ
イ アン ト 側で動作する MeFt/Web ク ラ イ アン ト から構成されています。

MeFt/Web サーバは、 利用者プロ グ ラ ムから MeFt に要求された入出力要求を Web サーバを介し て、 ク ラ
イ アン ト 側の MeFt/Web ク ラ イ アン ト に渡すなどの処理を行っています。

MeFt/Web ク ラ イ アン ト は、 MeFt/Web サーバからの入出力要求を Web ブラ ウザやプ リ ン タ装置に対し て
行います。

以下に、 MeFt/Web の動作概念図を示し ます。

MeFt/Web はイ ン ト ラ ネ ッ ト 環境で使用し て く ださい。 イ ン ターネ ッ ト 環境では使用でき ま
せん。
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第 1 章 MeFt/Web とは
1.2 MeFt/Web の概要
MeFt/Web には、 以下のよ う な機能があ り ます。

機能名 機能概要

画面関連 ①画面処理 Web ブラウザ上で リ モー ト 実行し た利用者プログラム
からの画面入出力を行います。

②ハイパーリ ン ク 項目に URL を設定する こ とができます。 また、 ヘルプ
フ ァ イルの代わり に URL を指定する こ とができます。
指定し た URL を別の Web ブラウザに表示し た り、 指
定し たフ レーム内に表示する こ と もできます。

印刷関連 ③プレビ ュー機能 印刷イ メ ージを Web ブ ラウザ上に表示し ます。

④ク ラ イアン ト 印刷機能 ク ラ イアン ト に接続されているプ リ ン タ装置を使って
印刷し ます。

⑤サーバ印刷機能 サーバに接続されているプ リ ン タ装置を使って印刷し
ます。

⑥スプール機能 利用者プログラムからの印刷要求をサーバ上にスプー
ルし ます。

⑦スプール再生機能 スプール機能によ ってスプールされた帳票結果を Web 
ブラウザ上で再生 （プレビ ュー） し ます。

⑧サービスマネージャ機能 サーバ上の利用者プログラムの起動、 起動し ているプ
ログラムの一覧表示、 スプールデータの一覧表示など
を行います。
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第 1 章 MeFt/Web とは
1.2.1 リ モー ト 実行機能
リ モー ト 実行機能と は、MeFt/Web ク ラ イ アン ト からサーバ上の利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行し て、利
用者プロ グ ラ ムから MeFt への入出力要求を Web ブラ ウザ上で画面入出力、 プレ ビ ューおよび印刷する こ
と ができ る機能です。 こ の リ モー ト 実行機能では、 これまでス タ ン ド ア ロ ン環境で利用し て き た既存の利
用者プロ グ ラ ムを活用し て、 簡単にイ ン ト ラ ネ ッ ト 環境に移行する こ と ができ ます。

リ モー ト 実行機能で起動でき る利用者プロ グ ラ ムには、 以下の 2 種類があ り ます。

以下にプロセス型プロ グ ラ ム と ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムについて説明し ます。

■プロセス型プログラム
プロセス型プロ グ ラ ムの場合、 サーバはク ラ イ アン ト から要求を受信する と、 新しいプロセス と し て指定
された EXE フ ァ イルを起動し ます。

同時に、 下図のよ う に複数の Web ブラ ウザから リ モー ト 実行する と、 Web ブラ ウザご と にプロセスが生成
されます。

ク ラ イ アン ト か ら の リ ク エス ト ご と に利用者プ ロ グ ラ ムのプ ロ セスが個別に生成 さ れる ので、 サーバの
CPU や メ モ リ などの資源が大量に消費されます。

プログラムの種類 説明

プロセス型プログラム 実行可能なモジュール形式 （EXE） のプログラムです。

スレ ッ ド型プログラム ダイナ ミ ッ ク リ ン ク ラ イブラ リ形式 （DLL） のプログラムです。
10



第 1 章 MeFt/Web とは
■スレ ッ ド型プログラム
ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムの場合、 サーバはク ラ イ アン ト から要求を受信する と、 新しいプロセス を起動する
のではな く 、 下図のよ う にプロセスのス レ ッ ド によ ってス レ ッ ド型プロ グ ラ ム と し て起動し ます。

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは DLL です。 最初に呼び出された と きに、 プロセス空間にロード され、 通常はその
後も常駐し ます。 こ のため、 ス ター ト ア ッ プのオーバヘッ ド がな く な る と と も に、 必要な メ モ リ の量も削
減されます。
11
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• ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムが動作するプロセスの単位

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは、 DLL が格納されている フ ォルダ単位で、 別々のプロセスに分離し て起
動されます。

同じ フ ォルダに格納されている ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは、 上の図のよ う に同じプロセスで動作し ま
す。 一方、 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ム （DLL） の格納フ ォルダが異なる場合は、 下図のよ う に別々のプ
ロセスに分離し て起動されます。

例えば、 フ ォルダ 1 （C:¥A） に格納された A.DLL のス レ ッ ド型プロ グ ラ ム と、 フ ォルダ 2 （C:¥B）
に格納された B.DLL のス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは、 それぞれ別のプロセス空間で動作し ます。

なお、 ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムに異常が発生する と、 同じプロセスで動作する他のス レ ッ ド 型プロ グ ラ ム も
一緒に異常終了し ます。 上図の例では、 A プロ グ ラ ムの 1 つに異常が発生する と、 起動中の A プロ グ ラ ム
はすべて異常終了し ます。 ただし、 プロセスが異なる B プロ グ ラ ムには影響を及ぼし ません。
12
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■プロセス型プログラムと スレ ッ ド型プログラムの比較
プロセス型プロ グ ラ ム と ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムの違いについて以下に示し ます。

1.2.2 画面機能
画面機能 と は、 Web ブラ ウザ上で リ モー ト 実行し た利用者プロ グ ラ ムをデ ィ スプレ イ装置に入出力する こ
と ができ る機能です。

1.2.3 ハイパーリ ン ク先指定
ハイパー リ ン ク先指定と は、以下の場合に、項目内で指定された URL を Web ブラ ウザに表示する機能です。

• URL を指定し た項目をマウ スでク リ ッ ク し た場合

• URL と し てヘルプを定義し た場合に 【ヘルプ】 キーを押下し た場合

項目 プロセス型プログラム スレ ッ ド型プログラム

アプ リ ケーシ ョ ンの形式 主プログラム （EXE） 副プログラム （DLL）

実行単位 プロセス スレ ッ ド

起動性能 スレ ッ ド型プログラムと比べ低速 ス ター ト ア ッ プのオーバヘ ッ ドがな
いため高速

サーバの資源消費 大 小

既存資産の活用性 ソース修正および再翻訳 ・ 再リ ン
クは不要です。

再翻訳 ・ 再リ ン クが必要です。 場合
によ っては若干のソース修正が必要
です。

アプ リ異常終了時の影響範囲 異常が発生し たプログラム以外に
は影響が及びません。

同じ プロセスで動作する他のスレ ッ
ド型プログラムも異常終了し ます。

項目やヘルプに URL を指定する方法については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照し て く だ
さい。
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1.2.4 プレビ ュー機能
プレ ビ ュー機能と は、 出力帳票をプ リ ン タに印刷する前に Web ブラ ウザ上で印刷イ メ ージを表示する機能
です。

また、 プレ ビ ュー画面か ら、 プ リ ン タ装置に印刷する こ と や、 サーバ上に帳票結果を スプールする こ と も
でき ます。

以下にプレ ビ ュー画面の概要図を示し ます。

プレ ビ ューで使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納先は、 環境変数 MEFTWEBDIR で指定し ます。 ただし、
環境変数 MEFTWEBDIR が省略された場合は、環境変数 MEFTDIR に指定されたデ ィ レ ク ト リ が参照されま
す。

プレ ビ ューの表示結果は、 Windows® システムの画面の設定やデ ィ スプレ イ ド ラ イバ／プ リ ン
タ ド ラ イバの仕様に従います。 そのため、 画面の設定や使用する ド ラ イバによ って表示結果
は異な り ます （罫線と文字が重なる などの問題が発生する場合があ り ます）。

また、 表示結果と印刷結果が一致し ない場合があ り ます。

プレ ビ ューで使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの指定方法については、 「5.4 ユーザ資源の指定
方法」 を参照し て く ださい。

また、 プ リ ン タ情報フ ァ イルに指定する キーワード については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」
を参照し て く ださい。
14
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1.2.5 ク ラ イアン ト 印刷
ク ラ イ アン ト マシンに接続されているプ リ ン タ装置に印刷する機能です。

ク ラ イ アン ト 印刷を行 う には、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の printmode キーワー ド ま たは起動用 HTML の
printmode プロパテ ィ に 1 を指定し ます。 また、 printmode プロパテ ィ （キーワード） に 0 を指定し、 一度
プレ ビ ュー表示を し てから ク ラ イ アン ト 印刷する こ と もでき ます。

ク ラ イ アン ト 印刷で使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納先は、環境変数 MEFTWEBDIR で指定し ます。た
だし、 環境変数 MEFTWEBDIR が省略された場合は、 環境変数 MEFTDIR に指定されたデ ィ レ ク ト リ が参照
されます。

1.2.6 サーバ印刷
サーバマシンに接続されているプ リ ン タ装置に印刷する機能です。

サーバ印刷を行 う には、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の printmode キーワード または起動用 HTML の printmode
プロパテ ィ に 3 を指定し ます。 また、 printmode キーワード または printmode プロパテ イに 0 を指定し、 一

度プレ ビ ュー表示を し てからサーバ印刷する こ と もでき ます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の printmode キーワード については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」
を参照し て く ださい。

起動用 HTML の printmode プロパテ ィ については、 「4.4.9 帳票処理実行モード の指定方法
（printmode）」 を参照し て く ださい。

ク ラ イ アン ト 印刷で使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの指定方法については、 「5.4 ユーザ資源
の指定方法」 を参照し て く ださい。

また、 プ リ ン タ情報フ ァ イルに指定する キーワード については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」
を参照し て く ださい。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の printmode キーワード については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」
を参照し て く ださい。
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サーバ印刷で使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納先は、 環境変数 MEFTDIR で指定し ます。

起動用 HTML の printmode プロパテ ィ については、 「4.4.9 帳票処理実行モード の指定方法
（printmode）」 を参照し て く ださい。

printmode キーワード または printmode プロパテ ィ に 0 を指定し、 一度プレ ビ ュー表示を し て
からサーバ印刷する こ と はでき ません。

サーバ印刷を行 う 場合は、 printmode キーワード または printmode プロパテ ィ に 3 を指定し て
く ださい。

サーバ印刷で使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの指定方法については、 「5.4 ユーザ資源の指定
方法」 を参照し て く ださい。

また、 プ リ ン タ情報フ ァ イルに指定する キーワード については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」
を参照し て く ださい。

サーバ印刷を行 う 場合は、 出力プ リ ン タデバイ ス名を指定し て く ださい。

出力プ リ ン タデバイ ス名は、 MeFt/Web 動作環境またはプ リ ン タ情報フ ァ イルの PRTDRV 
キーワード で指定し ます。

MeFt/Web 動作環境で出力プ リ ン タデバイ ス名を指定する方法については、 「2.2 MeFt/Web 
の動作環境を設定する」 を参照し て く ださい。

プ リ ン タ情報フ ァ イルの PRTDRV キーワード については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照
し て く ださい。
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1.2.7 スプール機能
スプール機能と は、 利用者プロ グ ラ ムからの印刷要求をサーバ上に保持 （スプール） する機能です。

こ のスプール機能を利用する こ と によ り 、 いつでも プレ ビ ューでき る よ う にな り ます （スプールの再生機
能）。

以下にスプール機能の概要図を示し ます。

スプール機能では、 利用者プロ グ ラ ムからの処理要求 と レ コー ド データ、 ユーザ資源 （プ リ ン タ情報フ ァ
イル、 帳票定義体など） の格納先パス を保持し ます。 スプールを再生する場合には、 スプールデータ と、
これに対応するユーザ資源が必要と な り ます。

作成される スプールフ ァ イルの権限は、 リ モー ト 実行された利用者プロ グ ラ ムの権限で作成されます。

また、 プレ ビ ュー画面から印刷先指定に 「スプール」 を指定し た場合、 IIS に接続する と きに使用し たユー
ザの権限でスプールフ ァ イルが作成されます。 例えば、 匿名接続中の場合は、 IIS の匿名ア ク セスのユーザ
名に指定されたユーザ権限でスプールフ ァ イルが作成されます。

利用者プロ グ ラ ムの権限については、 「2.5.1 利用者プロ グ ラ ムの権限を設定する」 を参照し
て く ださい。

IIS の認証制御については、 「IIS」 のマニュ アルを参照し て く ださい。

スプール機能を実行し たあ と に、 帳票定義体やプ リ ン タ情報フ ァ イルなどの格納先を変更す
る と、 スプール再生は正常に動作し ません。 これは、 スプールされたデータ中に帳票定義体
やプ リ ン タ情報フ ァ イルへの格納先パス を保持し ている ためです。
17
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1.2.8 スプール再生機能
スプール再生機能と は、 サーバ上でスプールされた印刷要求を再生 （プレ ビ ュー） する機能です。

スプールを再生する場合には、 MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャ を使用し ます。

1.2.9 サービスマネージャ機能
サーバ上の利用者プロ グ ラ ムの起動、 起動し ているプロ グ ラ ムの一覧表示、 スプールデータの一覧表示な
ど を行 う サービ ス機能です。

MeFt/Web サーバサービ スマネージャでスプールを再生する方法については、 「6.4 スプール
一覧」 を参照し て く ださい。

詳細は、 「第 6 章 MeFt/Web サーバサービ スマネージャ」 を参照し て く ださい。
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1.3 MeFt/Web ク ラ イアン ト
MeFt/Web ク ラ イ アン ト には、 以下の 2 種類があ り ます。

• MeFt/Web プラ グ イ ン

• MeFt/Web コ ン ト ロール

1.3.1 MeFt/Web プ ラグイ ン
MeFt/Web プラ グ イ ンは、MeFt/Web サーバ と の通信処理や MeFt 機能をプラ グ イ ン化し た ものです。MeFt/
Web サーバからの入出力要求を Web ブラ ウザやプ リ ン タ装置に対し て行います。

HTML で VBScript や JavaScript と連携する こ と はでき ません。

MeFt/Web プラ グ イ ンは、 あ らかじめ ク ラ イ アン ト コ ンピ ュータにイ ン ス ト ールし ておき ます。 こ のコ ン
ポーネン ト を使用するには、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を作成する必要があ り ます。

1.3.2 MeFt/Web コ ン ト ロール

MeFt/Web コ ン ト ロールは、MeFt/Web サーバ と の通信処理や MeFt 機能を ActiveX® コ ン ト ロール化し た も
のであ り 、 MeFt/Web サーバからの入出力要求を Web ブラ ウザやプ リ ン タ装置に対し て行います。

HTML で VBScript や JavaScript と連携し たい場合に使用し ます。

MeFt/Web コ ン ト ロールは、 ActiveX® コ ン ト ロールであ る ため、 サーバ上から自動的にダウ ン ロードおよ
びセ ッ ト ア ッ プが行われます。

こ のコ ンポーネン ト を使用するには、 MeFt/Web コ ン ト ロールを使用し た HTML フ ァ イルを作成する必要
があ り ます。

1.3.3 MeFt/Web プ ラグイ ン と コ ン ト ロールの違い
MeFt/Web プラ グ イ ン と MeFt/Web コ ン ト ロールの主な違いを以下に示し ます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト と は、 リ モー ト 実行する利用者プロ グ ラ ムの動作情報を記述し た
フ ァ イルです。 フ ァ イル名の拡張子は 「.mwd」 です。

機能 MeFt/Web プラグイ ン MeFt/Web コ ン ト ロール

動作環境 Web ブ ラウザ Internet Explorer 11 （※1） （※3） Internet Explorer 11 （※2） （※3）

セ ッ ト ア ッ
プ

イ ンス ト ール /
更新

イ ンス ト ールコマン ド をダウン
ロー ド し て、 イ ンス ト ールおよび
更新を行います。

Web サーバから自動的にダウン
ロー ド し て、 イ ンス ト ールおよび
更新を行います。

削除 ［コ ン ト ロールパネル］ の
［プログラムと機能］ から ［アン
イ ンス ト ール］ を実行し ます。

削除コマン ド （MWDelReg.exe ）
をダウンロー ド し て実行し ます。

機能 リ モー ト 実行の
設定

MeFt/Web ド キュ メ ン ト に記述し
ます。 （※4）

起動用 HTML に記述し ます。

画面処理 同等です。

ハイパーリ ン ク ハイパーリ ン ク先 （hyperlink 、
hyperlinktarget プロパテ ィ 相当）
を指定できません。

利用可能です。

プレビ ュー機能 同等です。

ク ラ イアン ト
印刷機能

同等です。

サーバ印刷機能 同等です。

スプール機能 未サポー ト です。 利用可能です。

スプール再生機能 未サポー ト です。 利用可能です。

サービス
マネージャ機能

未サポー ト です。 利用可能です。
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※1 ： MeFt/Web プラ グ イ ンの場合、Internet Explorer のイ ン ターネ ッ ト オプシ ョ ンで以下を設定する必要
があ り ます。

－ 「ActiveX コ ン ト ロール と プラ グ イ ンの実行」 を無効以外に設定する。

－ 「ActiveX フ ィ ルターを有効にする」 を無効に設定する。

※2 ： Internet Explorer のイ ン ターネ ッ ト オプシ ョ ンで、 以下を設定する必要があ り ます。

－ 「ActiveX コ ン ト ロール と プラ グ イ ンの実行」 を無効以外に設定する。

－ 「ス ク リ プ ト を実行し て も安全だ と マーク されている ActiveX コ ン ト ロールのス ク リ プ ト の
実行」 を無効以外に設定する。

－ 「ActiveX フ ィ ルターを有効にする」 を無効に設定する。

－ 「署名された ActiveX コ ン ト ロールのダウ ン ロード」 を無効以外に設定する。

※3 ： Internet Explorer の設定で、 MeFt/Web Control のア ド オンを有効にする必要があ り ます。

※4 ： ス ク リ プ ト によ る制御が行えないため以下の機能は利用でき ません。

－ submit および Quit メ ソ ッ ド

－ イベン ト （Terminate および hyperlink） の通知
20
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1.4 ソ フ ト ウ ェ ア環境

1.4.1 MeFt/Web ク ラ イアン ト

■動作オペレーテ ィ ングシステム

• Windows® 7 Service Pack 1 以降 （※1）

• Windows® 8.1 （※2）

• Windows® 10

上記を MeFt/Web ク ラ イ アン ト の動作オペレーテ ィ ングシステム と し てサポー ト し ています。

（※1） x64 用のオペレーテ ィ ングシステムをご使用の場合、 32bit 版の Internet Explorer を使用する
必要があ り ます。

（※2） デス ク ト ッ プ環境で使用する必要があ り ます。

■関連ソ フ ト ウ ェ ア
• Internet Explorer 11

• JEF 拡張漢字サポー ト V7.1L30 以降

プ リ ン タ情報フ ァ イルの JEFEXTN （JEF 拡張漢字サポー ト の有無） に 「Y」 を指定し た場合、 およ
びウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルの JEFEXTN （JEF 拡張漢字サポー ト の有無） に 「Y」、 「1」、 または 「2」
を指定し た場合に必要です。

• JEF ゴシ ッ ク フ ォ ン ト V3.1L10 以降

プ リ ン タ情報フ ァ イルの JEFEXTN （JEF 拡張漢字サポー ト の有無） に 「Y」 を指定し た場合、 ウ ィ
ン ド ウ情報フ ァ イルの JEFEXTN （JEF 拡張漢字サポー ト の有無） に 「Y」、 「1」、 または 「2」 を指
定し た場合のゴシ ッ ク フ ォ ン ト と し て必要です。

1.4.2 MeFt/Web サーバ
NetCOBOL のソ フ ト ウ ェ ア説明書を参照し て く ださい。

使用する ク ラ イ アン ト のオペレーテ ィ ングシステムによ って、 必要なバージ ョ ン / レ
ベルが異な り ます。

詳細は、 JEF 拡張漢字サポー ト の説明書を参照し て く ださい。

JEF 拡張漢字を入力する場合には、 日本語入力システムを 「OAK」 などの JEF 拡張文
字に対応し た日本語入力システムを使用し て く ださい。

使用する ク ラ イ アン ト のオペレーテ ィ ングシステムによ って、 必要なバージ ョ ン / レ
ベルが異な り ます。

詳細は、 JEF ゴシ ッ ク フ ォ ン ト の説明書を参照し て く ださい。
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第 2 章 セ ッ ト ア ッ プ

こ の章では、 MeFt/Web の各種環境設定について説明し ます。

なお、 MeFt/Web のイ ン ス ト ール / アン イ ン ス ト ール方法については、 NetCOBOL のイ ン ス ト ールガイ ド、
および NetCOBOL ソ フ ト ウ ェ ア説明書を参照し て く ださい。

目次
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2.3 利用者プログラムの指定...........................................................................................................................................................31

2.4 サーバ側の ト レースログ環境を設定する ........................................................................................................................33

2.5 権限設定.............................................................................................................................................................................................34

2.6 ク ラ イアン ト のセ ッ ト ア ッ プ.................................................................................................................................................36

2.7 サンプルプログラム.....................................................................................................................................................................38
22



第 2 章 セットアップ
2.1 Web 環境の構築と環境設定
IIS を使用する場合、 MeFt/Web を使用するには、 MeFt/Web を イ ン ス ト ールし たサーバの Web 環境に、
MeFt/Web 固有の設定が必要です。

2.1.1 IIS を使用する場合に必要な設定

■ リ モー ト 実行機能を使用する場合
IIS を使用する場合は、 必ず設定し て く ださい。

◆ 仮想ディレクトリ、アプリケーションの設定

IIS 環境設定コマン ド を実行し、 「 リ モー ト 実行の環境を設定する」 を選択し て ［OK］ ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

IIS 環境設定コマン ド の使用方法および設定される内容については、 「2.1.2 IIS 環境設定コマン ド」
を参照し て く ださい。

◆ 利用者プログラムで使用するファイルの MIME タイプの登録

利用者プロ グ ラ ムで使用する以下の定義体や情報フ ァ イルなどを格納し た仮想デ ィ レ ク ト リ に対し
て、 MIME タ イプの設定が必要と な り ます。

－ ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル

－ プ リ ン タ情報フ ァ イル

－ 画面帳票定義体

－ 帳票定義体

－ オーバレ イ定義体

以下のよ う に、 MIME タ イプを設定し て く ださい。

1) 「インターネットインフォメーションサービス（IIS）マネージャ」を起動します。

2) 「サイト」の「Default Web Site」から定義体などが格納された仮想ディレクトリを選択し、

「MIME の種類」画面を開きます。

3) MIME の種類画面で、以下の MIME タイプを設定します。

例） ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルやプ リ ン タ情報フ ァ イルの拡張子が 「.env」 の場合
拡張子 ： env
MIME タ イプ ： application/octet-stream

例） 画面帳票定義体の拡張子が 「.smd」 の場合
拡張子 ： smd
MIME タ イプ ： application/octet-stream

例） 帳票定義体の拡張子が 「.pmd」 の場合
拡張子 ： pmd
MIME タ イプ ： application/octet-stream

例） オーバレ イ定義体の拡張子が 「.ovd」 の場合
拡張子 ： ovd
MIME タ イプ ： application/octet-stream

例） 画面帳票定義体の拡張子が 「.smu」 の場合
拡張子 ： smu
MIME タ イプ ： application/octet-stream

例） 帳票定義体の拡張子が 「.pmu」 の場合
拡張子 ： pmu
MIME タ イプ ： application/octet-stream

MIME マ ッ プの設定方法については、 IIS のマニュ アルを参照し て く ださい。
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■MeFt/Web プ ラグイ ンを使用する場合
リ モー ト 実行機能を使用する場合に必要な設定を行ったあ と で、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト が格納された仮
想デ ィ レ ク ト リ に以下の MIME マ ッ プを登録し て く ださい。

• 関連付け られた拡張子 ： mwd

• フ ァ イルタ イプ ： application/x-meftweb

■MeFt/Web サンプルプログラムを利用する場合
リ モー ト 実行機能を使用する場合に必要な設定を行ったあ と で、 IIS 環境設定コマン ド を実行し、 「サンプ
ルプロ グ ラ ムの環境を設定する」 を選択し て ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

IIS 環境設定コマン ド の使用方法および設定される内容については、 「2.1.2 IIS 環境設定コマン ド」 を参照し
て く ださい。

■MeFt/Web サーバサービスマネージャ機能を利用する場合
リ モー ト 実行機能を使用する場合に必要な設定を行ったあ と で、 IIS 環境設定コマン ド を実行し、 「サービ
スマネージ ャの環境を設定する」 を選択し て ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

IIS 環境設定コマン ド の使用方法および設定される内容については、 「2.1.2 IIS 環境設定コマン ド」 を参照し

て く ださい。

■CGI アクセス機能を使用する場合
リ モー ト 実行機能を使用する場合に必要な設定を行ったあ と で、 IIS 環境設定コマン ド を実行し、 「CGI ア
ク セスの環境を設定する」 を選択し て ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

IIS 環境設定コマン ド の使用方法および設定される内容については、 「2.1.2 IIS 環境設定コマン ド」 を参照し
て く ださい。

2.1.2 IIS 環境設定コマン ド
MeFt/Web の動作に必要な IIS の環境設定は、 IIS 環境設定コマン ド で行います。

ただし、 IIS （inetpub） がシステム ド ラ イブにイ ン ス ト ールされていない場合は、 「■ IIS 環境設定コマン ド
で設定する情報」 を参照し て手動で設定し て く ださい。

■ コマン ド実行に必要な事前設定
IIS 環境設定コマン ド を使用するには、事前に IIS を イ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。IIS がイ ン ス ト ー
ルされていない と、 IIS 環境設定コマン ド はエラーにな り ます。

また、 IIS を使用する場合は、 事前に次の IIS の機能がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。

IIS の機能を イ ン ス ト ールする方法については、 IIS のマニュ アルを参照し て く ださい。

■ コマン ドの使用方法
IIS 環境設定コマン ド は以下の手順で実行し ます。

1. コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［インターネット インフォメーション サービス 
(IIS) マネージャー］アイコンを使って IIS マネージャーを開き、Web サーバーを停止します。

2. 以下のコマンドを実行して IIS 環境の設定または解除を行います。

NetCOBOL ラ ン タ イ ムシステムのイ ン ス ト ールフ ォルダ ¥F4ESISUP.exe

MIME マ ッ プの設定方法については、 IIS のマニュ アルを参照し て く ださい。

MeFt/Web サーバサービ スマネージャは、 MeFt/Web サーバのサービ ス を管理する管理者向け
の機能です。

管理者向けの機能が不正に利用される危険性があ る ため、 イ ン ターネ ッ ト 接続をする環境で
は、 サービ スマネージャの環境を設定し ないで く ださい。

Web サーバ HTTP 共通機能 静的なコ ンテンツ

アプ リ ケーシ ョ ン開発 ISAPI 拡張
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3. コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［インターネット インフォメーション サービス 
(IIS) マネージャー］アイコンを使って IIS マネージャーを開き、Web サーバーを開始します。

IIS 環境設定コマン ド を実行する と以下の画面が表示されます。

IIS 環境設定コマン ド では、 以下の設定または解除が行えます。

設定 説明

リ モー ト 実行の環境を設定する リ モー ト 実行機能を使用するために必要な環境を設定し ます。

サンプルプログラムの環境を設定する MeFt/Web に添付するサンプルプログラムを実行するために必
要な環境を設定し ます。

サービスマネージャの環境を設定する MeFt/Web サーバサービスマネージャ を使用するために必要な
環境を設定し ます。

CGI アクセスの環境を設定する CGI アクセス機能を使用するために必要な環境を設定し ます。

設定し た MeFt/Web の環境を解除する IIS 環境設定コマン ド で設定し た全ての情報を解除し ます。

• IIS 環境設定コマン ド は、 Administrators 権限のあ るユーザで実行し て く ださい。

• IIS 環境設定コマン ド で環境設定を行ったあ と は、 イ ン ターネ ッ ト イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン
サービ ス （IIS） マネージャ を使用し て、 設定し た情報が有効になっているかを確認し て く
ださい。

• IIS 環境設定コマン ド を実行する と、 「■ IIS 環境設定コマン ド で設定する情報」 が設定さ
れ、 その他の情報は Web サイ ト の既定値で設定されます。 その他の詳細な設定内容につ
いては、 運用環境のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーに基づき設定し て く ださい。

• IIS 環境設定コマン ド で作成し たアプ リ ケーシ ョ ンプール 「MeFtWeb」 の 「 リ サイ クル設
定」 の 「定期的な期間 ( 分 )」 は、 無効にするか、 MeFt/Web 利用時間に リ サイ クルされ
ないよ う に設定し て く ださい。

セキ ュ リ テ ィ に関する注意事項は、 「7.8 セキ ュ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。
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■IIS 環境設定コマン ド で設定する情報
IIS 環境設定コマン ド は以下の情報を設定し ます。

◆「リモート実行の環境を設定する」を選択した場合

• 仮想デ ィ レ ク ト リ の作成

• アプ リ ケーシ ョ ンプールの作成

• アプ リ ケーシ ョ ンの作成

• ISAPI プロ グ ラ ムの実行許可

• MIME タ イプの設定

◆「サンプルプログラムの環境を設定する」を選択した場合

• 仮想デ ィ レ ク ト リ の作成

• MIME タ イプの設定

仮想デ ィ レ ク ト リ /MeFtWeb64

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64¥inetsrv

アクセス許可 読み取り

アプ リ ケーシ ョ ン名 MeFtWeb64

アイ ドルタ イムアウ ト 0 （分）

最大ワーカープロセス数 1

ワーカープロセスの
リサイ クル

オフ

仮想デ ィ レ ク ト リ /MeFtWeb64/Scripts

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64¥scripts

アクセス許可 スク リ プ ト および実行可能フ ァ イル

アプ リ ケーシ ョ ン
プール

MeFtWeb64

フ ァ イル名 NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥scripts¥f4eswsi0.dll

仮想デ ィ レ ク ト リ 拡張子 MIME の種類

/MeFtWeb64 * application/octet-stream

/MeFtWeb64 . application/octet-stream

仮想デ ィ レ ク ト リ 物理デ ィ レ ク ト リ アクセス許
可

/MeFtWeb64/sample NetCOBOL イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥MeFt-
Web64¥sample

読み取り

/MeFtWeb64/sample.web NetCOBOL イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥MeFt-
Web64¥sample.web

読み取り

仮想デ ィ レ ク ト リ 拡張子 MIME の種類

/MeFtWeb64 mwd application/x-meftweb

/MeFtWeb64/sample smd application/octet-stream

/MeFtWeb64/sample.web env application/octet-stream
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◆「サービスマネージャの環境を設定する」を選択した場合

• 仮想デ ィ レ ク ト リ の作成

• アプ リ ケーシ ョ ンの作成

• ISAPI プロ グ ラ ムの実行許可

◆「CGI アクセスの環境を設定する」を選択した場合

• 仮想デ ィ レ ク ト リ の作成

• アプ リ ケーシ ョ ンの作成

• ISAPI プロ グ ラ ムの実行許可

仮想デ ィ レ ク ト リ /mw-mgr64

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr

アクセス許可 読み取り

仮想デ ィ レ ク ト リ /mw-mgr64/mwgw

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥bin

アクセス許可 スク リ プ ト および実行可能フ ァ イル

アプ リ ケーシ ョ ン
プール

MeFtWeb64

フ ァ イル名 NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi1.dll

NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi2.dll

NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi3.dll

NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi4.dll

NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi5.dll

NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-mgr¥mwgw¥f4eswsi7.dll

仮想デ ィ レ ク ト リ /mw-file64

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-file

アクセス許可 読み取り

仮想デ ィ レ ク ト リ /mw-file64/mwgw

物理デ ィ レ ク ト リ NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-file¥bin

アクセス許可 スク リ プ ト および実行可能フ ァ イル

アプ リ ケーシ ョ ン
プール

MeFtWeb64

フ ァ イル名 NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64
¥mw-file¥mwgw¥f4eswsi6.dll
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■ メ ッ セージ と処置
IIS 環境設定コマン ド を実行する と、 実行結果の メ ッ セージが表示されます。 以下に メ ッ セージ本文と処置
を説明し ます。

• 成功時の メ ッ セージ

• 失敗時の メ ッ セージ

メ ッ セージ本文

IIS の環境設定が完了し ま し た。

IIS の環境設定の解除が完了し ま し た。

メ ッ セージ本文 処置

管理者権限がないため処理できません。
再度、 管理者と し て実行し て く だ さい。

Administrators グループに属するユーザで再度、 実行し
て く ださい。

未サポー ト のオペレーテ ィ ングシステム
の可能性があり ます。 サポー ト オペレー
テ ィ ングシステムを確認し て く だ さい。

NetCOBOL ソ フ ト ウ ェ ア説明書を参照し、 使用し てい
るオペレーテ ィ ングシステムがサポー ト 対象かど うか
確認し て く ださい。

システムで異常が発生し たため処理を
キャ ンセルし ま し た。 コ ンピ ュータ を再
起動し てから再度、 実行し て く だ さい。
詳細コー ド ： XX、 XX

コ ンピ ュータ を再起動し てから再度、 実行し て く だ さ
い。 問題が解決し ない場合はサーバマシンで ト レース
ログを採取し たあと、 メ ッ セージ と詳細コー ド を記録
し た上で当社技術員にご連絡 く だ さい。

ト レースログの採取方法については、 「2.4 サーバ側の
ト レースログ環境を設定する」 を参照し て く だ さい。

MeFt/Web(x64) が正し く イ ンス ト ールさ
れていません。 MeFt/Web を再イ ンス
ト ールし てから、 実行し て く だ さい。

MeFt/Web を再イ ンス ト ールし てから、 実行し て く だ
さい。

IIS がイ ンス ト ールされていないため処
理をキャ ンセルし ます。 IIS を イ ンス
ト ールし てから再度、 実行し て く だ さ
い。

IIS を イ ンス ト ールし てから再度、 実行し て く だ さい。

MeFt/Web(x64) のサンプルプログラムが
イ ンス ト ールされていないため処理を
キャ ンセルし ます。 サンプルプログラム
を イ ンス ト ールし てから再度、 実行し て
く だ さい。

MeFt/Web のサンプルプログラムを イ ンス ト ールし て
から再度、 実行し て く だ さい。

MeFt/Web(x64) サービスマネージャがイ
ンス ト ールされていないため処理をキャ
ンセルし ます。 サービスマネージャ を イ
ンス ト ールし てから再度、 実行し て く だ
さい。

MeFt/Web サーバサービスマネージャ を イ ンス ト ール
し てから再度、 実行し て く だ さい。

IIS の環境設定に失敗し ま し た。 詳細
コー ド ： XX

サーバマシンで ト レースログを採取し たあと、 メ ッ
セージ と詳細コー ド を記録し た上で当社技術員にご連
絡 く ださい。

ト レースログの採取方法については、 「2.4 サーバ側の
ト レースログ環境を設定する」 を参照し て く だ さい。
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2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する
MeFt/Web の動作環境情報は、 動作環境設定コマン ド で設定し ます。

MeFt/Web の動作環境には以下の項目があ り ます。

［画面の入力項目］

項目名 説明

利用者プログラム 起動を許可する利用者プログラムおよび参照を許可するユーザ資源を指定し ま
す。

［指定］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 拡張子 ".inf" フ ァ イルに関連付けられている
アプ リ ケーシ ョ ンが起動されます。

指定方法については、 「2.3 利用者プログラムの指定」 および 「7.7 CGI アクセ
ス」 を参照し て く だ さい。

ログ MeFt/Web サーバで採取する ト レースログ環境を指定し ます。 ［設定］ ボタ ンを
ク リ ッ クする と 「ログの設定」 画面が表示されます。

サーバ印刷用の出力プ
リ ン タデバイス名

サーバ印刷を行う場合には、 サーバに接続されているプ リ ン タデバイス名を
MeFt/Web サーバに登録し ます。 サーバ印刷については、 「1.2.6 サーバ印刷」 を
参照し て く だ さい。 設定する出力プ リ ン タデバイス名については、 「MeFt ユー
ザーズガイ ド」 を参照し て く だ さい （プ リ ン タ情報フ ァ イルの PRTDRV キー
ワー ド）。

プ リ ン タ情報フ ァ イル
の出力プ リ ン タデバイ
ス名を使用する

MeFt/Web の動作環境と プ リ ン タ情報フ ァ イルの両方に出力プ リ ン タデバイス
名が指定された場合、 どち らのプ リ ン タに印刷するかを指定し ます。

チ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし た場合は、 プ リ ン タ情報フ ァ イルで指定された出
力プ リ ン タデバイスに印刷されます。

チ ェ ッ クボ ッ クスがオフの場合、 動作環境で指定し た出力プ リ ン タデバイスに
印刷されます。 （※）

通信監視時間 MeFt/Web サーバでは、 Web ブ ラウザからの長時間の無応答またはネ ッ ト ワー
ク異常などによ り、 一定の時間 （通信監視時間） を超えて利用者プログラムに
応答が返らない場合、 MeFt の通知コー ド MEFD_RC_NTIME （N7） で処理を終了
させる こ とができます。 1 分から 65535 分の間を分単位で指定し ます。 通信監
視時間を設定し ない場合は、 「0」 を指定し ます。 初期値は 「0」 です。

同時実行可能数 MeFt/Web サーバから リ モー ト 実行する利用者プログラムの同時実行可能数を
指定し ます。 無制限を指定する場合は 「9999」 を指定し ます。 初期値は 「9999」
です。
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※） 動作環境で指定された出力プ リ ン タデバイ ス名 と プ リ ン タ情報フ ァ イルの出力プ リ ン タデバイ ス名の
関係は下記の とお り です。

※ 1） 動作環境またはプ リ ン タ情報フ ァ イルのどち ら か一方だけに出力プ リ ン タデバイ ス名が指定さ
れている場合は、 「プ リ ン タ情報フ ァ イルの出力プ リ ン タデバイ ス名を使用する」 の情報は無視
されます。

スプール格納デ ィ レ ク
ト リ

スプール機能を実行し た際に印刷データ を格納するデ ィ レ ク ト リ を フルパスで
指定し ます。 スプール機能については、 「1.2.7 スプール機能」 を参照し て く だ
さい。

変更する場合には、 リ モー ト 実行された利用者プログラムが起動されていない
状態で行って く だ さい。

ド キュ メ ン ト 格納デ ィ
レ ク ト リ

MeFt/Web ド キュ メ ン ト を格納するデ ィ レ ク ト リ を フルパスで指定し ます。
MeFt/Web ド キュ メ ン ト については、 「3.3 MeFt/Web ド キュ メ ン ト 」 を参照し て
く だ さい。

プ リ ン タ情報フ ァ イルの
出力プ リ ン タデバイス名

を使用する

動作環境の
プ リ ン タデバイス名

プ リ ン タ情報の
プ リ ン タデバイス名

印刷される
プ リ ン タ

オン PRTA PRTB PRTB

オフ PRTA PRTB PRTA

－ （※1） PRTA な し PRTA

－ （※1） な し PRTB PRTB

－ （※1） な し な し 印刷できない

項目名 説明
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2.3 利用者プログラムの指定
利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルに、 リ モー ト 実行機能で起動する利用者プロ グ ラ ムを指定し、 実行でき る
プロ グ ラ ムを制限し ます。

利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルに記述されていない利用者プロ グ ラ ムが指定された場合、 「P2016 プロ グ ラ
ムの起動に失敗し ま し た」 のエラー メ ッ セージがク ラ イ アン ト に表示され、 処理が停止されます。

利用者プロ グ ラ ムの指定は、 MeFt/Web 動作環境設定コマン ド を起動し て、 「利用者プロ グ ラ ムの指定」 を
選択し て行います。

利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルは、
NetCOBOL ラ ン タ イ ムシステムのイ ン ス ト ールフ ォルダ ¥MeFtWeb64¥env¥f4eselst.inf です。

2.3.1 利用者プログラム指定フ ァ イルの編集
利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルの [programs] セ ク シ ョ ンに、 リ モー ト 実行機能で起動する利用者プロ グ ラ
ムを指定し ます。

利用者プロ グ ラ ムは、 フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ 名で指定でき ます。

• 記述例

• 編集し た利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルを保存するには、 Administrators 権限が必要です。

• 編集し た利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルの内容を有効にするには、 MeFt/Web サーバを再
起動する必要があ り ます。
MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ム （MeFt/Web 64bit Service） を再起動するには、 コ ン ト
ロールパネルの ［管理ツール］ の中にあ る ［サービ ス］ ア イ コ ンを使って停止し てから
開始し ます。

***  MeFt/Web 利用者プログラム指定フ ァ イル  ***
←コ メ ン ト

[programs]

* 以下に MeFt/Web サーバで実行を許可する利用者プログラムのフ ァ イル名または
* デ ィ レ ク ト リ名を記述し て く だ さい。

←コ メ ン ト

C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample¥denpyous.exe
←プログラム名を指定

C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample¥
←デ ィ レ ク ト リ名を指定 （sample 直下のプログラム
　 が起動できる）

• フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ 名はフルパス名で指定し ます。 相対パスは指定でき ませ
ん。

• 行頭および行末の空白およびタブは無視されます。

• デ ィ レ ク ト リ 名を記述し た場合は、 その直下にあ る フ ァ イルのみ有効です。 サブデ ィ レ
ク ト リ にあ るプロ グ ラ ムの起動やフ ァ イルの参照は許可されません。

• 先頭に半角アス タ リ ス ク （*） を記述し た行はコ メ ン ト と し て認識されます。

• フ ァ イル名を追加する際、 32 ビ ッ ト COBOL アプ リ ケーシ ョ ンでないこ と を確認し て く
ださい。 また、 プロセス型プロ グ ラ ムの起動用バッ チフ ァ イルを指定する場合は、 バッ
チフ ァ イルで実行される COBOL アプ リ ケーシ ョ ンが 64 ビ ッ ト であ る こ と を確認し て く
ださい。
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■利用者プログラムの格納デ ィ レ ク ト リが多数存在する場合の作成方法
利用者プロ グ ラ ムの格納デ ィ レ ク ト リ が多数存在する場合、 以下の手順で行 う こ と によ り 、 利用者プロ グ
ラ ム指定フ ァ イルを効率的に編集でき ます。

以下の例では、 「C:¥COBPRG」 デ ィ レ ク ト リ 配下に、 利用者プロ グ ラ ムを格納するサブデ ィ レ ク ト リ が多
数存在する場合を例に説明し ます。

1. コマンドプロンプトを起動し、以下のコマンドを実行してサブディレクトリの一覧をファイルに出
力します。

> dir C:¥COBPRG /A:D /B /S > list.txt

2. 上記の「list.txt」に出力されたサブディレクトリのうち、COBOL プログラムが格納されていない

ディレクトリを削除します。

3. 利用者プログラム指定ファイルの [programs] セクションに上記の「list.txt」に出力されたサブディ

レクトリを追加します。
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2.4 サーバ側の ト レースログ環境を設定する
ト レース ロ グは内部処理の結果を記録する機能です。 ト レース ロ グ環境は、 「ロ グの設定」 画面で指定し ま
す。

「ロ グの設定」 画面を表示するには、 MeFt/Web 動作環境の ［設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

■採取方法
ト ラブルが発生し た場合は、「ロ グの設定」 の 「格納先」 に指定されているデ ィ レ ク ト リ の f4esobsc.log フ ァ
イルを採取し て く ださい。

項目名 説明

採取し ない ト レースログを採取し ない場合に指定し ます。

採取する ト レースログを採取する場合に指定し ます。
ト ラブル発生時の調査を迅速に行う ため、 ト レースログは必ず採取する こ と を推奨し ま
す。

採取レベル ト レースする情報のレベルを以下から選択し ます。
初期値はレベル 2 です。
レベル 1 ： エラー情報だけ採取し ます。
レベル 2 ： エラー情報と処理結果を採取し ます。
レベル 3 ： エラー情報、 処理結果、 および詳細情報を採取し ます。

格納先 ト レースログの格納先デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

フ ァ イル
サイズ

ト レースログのフ ァ イルサイズを指定し ます。 フ ァ イルサイズを変更し た
場合は、 変更前の ト レースログの内容は無効です。 64K バイ ト  ～ 99999K バ
イ ト の範囲で指定できます。 初期値は 10240KB です。

ト レース ロ グの採取の有無を変更し た場合、 または採取レベルを変更し た場合は、 以下の
サービ ス を手順に従って再起動し て く ださい。

• MeFt/Web 64bit Log Service
コ ン ト ロールパネルの ［管理ツール］ の中にあ る ［サービ ス］ ア イ コ ンを使って停止し
てから開始し ます。
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2.5 権限設定

2.5.1 利用者プログラムの権限を設定する
リ モー ト 実行機能で起動される利用者プロ グ ラ ムの権限を設定する こ と ができ ます。 利用者プロ グ ラ ムが
扱 う 資源に応じ て、 アカ ウ ン ト を設定し ます。

以下に Windows Server 2012 R2 での設定手順を示し ます。

1. MeFt/Web がインストールされたマシンで、サーバマネージャを起動します。

2. ［ツール］－［サービス］をクリックします。

3. サービス画面から「MeFt/Web 64bit Service」を選択し、［ログオン］タブをクリックします。

4. ［ログオン］でアカウントを選択し、リモート実行時に使用するユーザアカウント名とパスワード
を設定します。

• 必ず、 システムアカ ウ ン ト 以外のアカ ウ ン ト を指定し て く ださい。 システムアカ ウ ン ト
を指定する と、 プロセス を強制終了でき ないなどの不都合が発生し ます。

• Administrators グループ以外のアカ ウ ン ト を指定し た場合には、 デ ィ レ ク ト リ の権限を変
更する必要があ り ます。 セキ ュ リ テ ィ を考慮する場合には、 Administrators グループ以外
のアカ ウ ン ト を指定し て く ださい。 デ ィ レ ク ト リ の権限については、
「2.5.2 デ ィ レ ク ト リ の権限を設定する」 を参照し て く ださい。

• プレ ビ ュー画面を表示し てからサーバ印刷を行 う 場合、 サーバ印刷の処理はシステムア
カ ウ ン ト の権限で実行されます。 例えば、 MeFt/Web サービ スのロ グオンアカ ウ ン ト に
Administrator が指定されている場合、 プレ ビ ュー画面を表示し ないでサーバ印刷を行 う と
Administrator の権限で印刷処理されます。 一方、 プレ ビ ュー画面を表示し てからサーバ印
刷を行 う と システムアカ ウ ン ト の権限で印刷処理されます。

• MeFt/Web 64bit Log Service のロ グオンアカ ウ ン ト をシステムアカ ウ ン ト （既定値） 以外
に変更し ないで く ださい。 変更する と サーバ側の ト レース ロ グが出力されな く なる場合
があ り ます。
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2.5.2 デ ィ レ ク ト リの権限を設定する
イ ン ス ト ール直後の状態では、 Administrators グループ以外のユーザか ら プレ ビ ュー、 ク ラ イ アン ト 印刷、
およびスプール出力機能を利用する こ と はでき ません。 これらの機能を使用する場合には、 スプール格納
デ ィ レ ク ト リ に権限を設定する必要があ り ます。

デ ィ レ ク ト リ の権限を設定する手順は以下の とお り です。

1. インストールしたマシンに、Administrators グループのユーザでログインします。

2. エクスプローラまたはマイコンピュータを開きます。

3. 権限を変更するディレクトリを右クリックして、［プロパティ］を選択します。

4. ［セキュリティ］タブをクリックして、グループとユーザーのアクセス権を設定します。

権限を設定する
デ ィ レ ク ト リ
（初期値）

X:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL¥MeFtWeb64¥Spool

※ スプール格納デ ィ レ ク ト リのパスは、 「MeFt/Web 動作環境」 ダイアログボ ッ ク
スで確認できます。

権限を与えるユー
ザグループ

プレビ ューからのスプール出力を行う場合

• Web サーバの認証機構を使用して利用者プログラムをリモート実行するユーザ

グループ。

• インターネットゲストアカウント（通常は IUSR_hostname というユーザ名）。

ただし、Web サーバの設定で匿名ユーザを許可する場合にだけ、このユーザに

権限を設定してください。また、匿名ユーザを許可すると不特定のユーザがア
スセス可能になります。セキュリティを考慮する場合には匿名ユーザを許可し
ないでください。

プレビ ュー、 ク ラ イアン ト 印刷、 およびスプール印刷を行う場合

• MeFt/Web 64bit Service のログオンアカウント。（「2.5.1 利用者プログラムの権

限を設定する」で利用者プログラムの権限を設定したアカウント）

与える権限の種類 • フルコントロール
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2.6 ク ラ イアン ト のセ ッ ト ア ッ プ

2.6.1 MeFt/Web プ ラグイ ンのセ ッ ト ア ッ プ
MeFt/Web プラ グ イ ンを使用する場合、 あ らかじめ ク ラ イ アン ト マシンに
MeFt/Web プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。

2.6.2 MeFt/Web コ ン ト ロールのダウンロー ド
ク ラ イ ア ン ト マシ ン上で動作す る MeFt/Web コ ン ト ロ ールは、 ActiveX コ ン ト ロ ールです。 HTML の
OBJECT タ グにMeFt/Web コ ン ト ロールの格納先を指定する と、自動的にサーバ上から ダウ ン ロード／セ ッ
ト ア ッ プされます。

2.6.3 ク ラ イアン ト 側の ト レースログ環境を設定する
ト レース ロ グは内部処理の結果を記録する機能です。

MeFt/Web ク ラ イ アン ト の ト レース ロ グには、 以下の 3 種類があ り ます。

ト レ ー ス ロ グ 環境設定は、 Administrators 権限の あ る ユーザで、 ト レ ー ス ロ グ 環境設定 コ マ ン ド
（F3ESTRLG.exe） を使用し て行います。 なお、 ト レース ロ グの採取は、 一般ユーザでも行えます。

ト レース ロ グ環境設定コマン ド は、 MeFt/Web コ ン ト ロールのダウ ン ロード時、 または MeFt/Web プラ グ
イ ンのイ ン ス ト ール時にイ ン ス ト ールされます。

• MeFt/Web プラ グ イ ンを使用し ている場合

MeFt/Web プラ グ イ ンのイ ン ス ト ール先にイ ン ス ト ールされています。

• MeFt/Web コ ン ト ロールを使用し ている場合

Windows のシステムデ ィ レ ク ト リ （例えば、 C:¥Windows¥SYSTEM32、 など） にイ ン ス ト ールされ
ています。

ト レース ロ グ環境設定コマン ド を実行する と以下の画面が表示されます。

詳細については、 「3.2 MeFt/Web プラ グ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く ださい。

HTML の記述については、 「4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上から ダウ ン ロードする」
および 「5.9 HTML を作成する」 を参照し て く ださい。

ログの種類 説明

コ ン ト ロールログ MeFt/Web ク ラ イアン ト の ト レースログ

MeFt ログ 画面処理 MeFt の画面処理の ト レースログ

印刷処理 MeFt の印刷処理の ト レースログ
36



第 2 章 セットアップ
ト レース ロ グ環境設定コマン ド では、 以下の項目を設定する こ と ができ ます。

■採取方法

ト ラブルが発生し た場合は、 以下に格納された ト レース ロ グフ ァ イルを採取し て く ださい。

項目名 説明 初期値

コ ン ト ロールログ MeFt/Web ク ラ イアン ト の ト レースログを採取するかど うかを指
定し ます。

• 採取しない
：ログを出力しません。

• LEVEL1
：トレースログ、エラー情報および詳細情報を出力します。

• LEVEL2
：トレースログとエラー情報を出力します。

LEVEL2

MeFt ログ MeFt の画面および印刷処理の ト レースログを採取するかど うか
を指定し ます。

• 採取しない
：ログを出力しません。

• 採取する
：MeFt のトレースログを出力します。

採取する

フ ァ イルサイズ MeFt/Web ク ラ イアン ト の ト レースログのフ ァ イルサイズを指定
し ます。 128K バイ ト  ～ 10240K バイ ト の範囲で指定できます。

10240KB

MeFt ロ グについては、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 の 「ロ グ機能」 を参照し て く ださい。

ログの種類 格納先と フ ァ イル

コ ン ト ロールログ 一時デ ィ レ ク ト リの f3eswweblog.xxx
（xxx は 001 ～ 010）

MeFt ログ 画面処理 一時デ ィ レ ク ト リ配下の MEFTDLOG  デ ィ レ ク ト リ

印刷処理 一時デ ィ レ ク ト リ配下の MEFTPLOG デ ィ レ ク ト リ

一時デ ィ レ ク ト リ と は、 ロ グ イ ンユーザの "TMP" 環境変数または "TEMP" 環境変数に設定さ
れているデ ィ レ ク ト リ です。
設定されているデ ィ レ ク ト リ 名は、 以下の手順で確認でき ます。

1. コマンドプロンプトを起動します。

2. 以下のようにコマンドを入力します。
＞ echo %TMP%
または
＞ echo %TEMP%
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2.7 サンプルプログラム
こ こ では、 ス タ ン ド ア ロ ン環境で動作するサンプルプロ グ ラ ム （入金伝票処理） を、 Web 連携環境で動作
させる ための手順について説明し ます。

• サーバマシンを使用し たス タ ン ド ア ロ ン環境で必要 と なる フ ァ イルについて。

• Web 連携環境でサンプルプロ グ ラ ムを動作させる ために必要と な る HTML フ ァ イルおよびク ラ イ
アン ト で使用する MeFt の環境設定フ ァ イルについて。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャ を用いたサンプルプロ グ ラ ムの起動方法について。

2.7.1 ス タ ン ド アロン環境
ス タ ン ド ア ロ ン環境で使用する フ ァ イルには以下のものがあ り ます。 これらのフ ァ イルは、 NetCOBOL の
イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥MeFtWeb64¥sample デ ィ レ ク ト リ 下に格納されています。

ス タ ン ド ア ロ ン環境でサンプルプロ グ ラ ムを動作させる ためには、 イ ン ス ト ール環境に応じ てフ ァ イルを
修正する必要があ り ます。

以下に方法を示し ます。

環境設定フ ァ イルのキーワード MEDDIR および MEDIADIR に記述されているデ ィ レ ク ト リ を、 イ ン ス ト ー
ルし たデ ィ レ ク ト リ に変更後、 denpyous.exe を実行し ます。

• dsp1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

• dsp2.env （MEDDIR および MEDIADIR の URL パス を修正）

• prt1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

MeFt/Web のサンプルプロ グ ラ ムは下記デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされます。

NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥MeFtWeb64¥

denpyous.bat 入金伝票プログラム起動用のバッ チフ ァ イルです。

cobol85.cbr COBOL の実行用初期化フ ァ イルです。

denpyous.exe 入金伝票プログラムです。

denpyoud.smd
denpyoup.smd
helpmed.smd

画面帳票定義体です。

dsp1.env ス タ ン ド アロン環境で使用される伝票画面のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルです。

dsp2.env ス タ ン ド アロン環境で使用されるヘルプ画面のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルです。

prt1.env ス タ ン ド アロン環境で使用されるプ リ ン タ情報フ ァ イルです。 また、 MeFt/Web の
サーバ印刷時にも使用されます。

logo.bmp 入金伝票プログラムで使用するビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イルです。
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2.7.2 Web 連携環境
Web 連携環境では、 ス タ ン ド ア ロ ン環境と比べて、 以下のフ ァ イルが新し く 必要と な り ます。

サンプルプロ グ ラ ムで使用する これらのフ ァ イルは、 NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ

¥samples¥meftweb64¥sample.web に格納されています。

Web 連携環境でサンプルプロ グ ラ ムを動作させるためには、 イ ン ス ト ール環境に応じ てフ ァ イルを修正す
る必要があ り ます。

サーバマシンで以下の作業を行って く ださい。

以下に手順を示し ます。

■プロセス型プログラム
1. クライアント用の環境設定ファイルのキーワード MEDDIR および MEDIADIR に記述されている

hostname に、インストール先のホスト名を指定します。

－ dsp1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

－ dsp2.env （MEDDIR および MEDIADIR の URL パス を修正）

－ prt1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

2. COBOL85.cbr ファイルの「@MessOutFile」に、COBOL ランタイムシステムが出力する実行時メッ

セージを格納するファイル名を指定します。

ク ラ イアン ト 用の MeFt の
環境設定フ ァ イル

ク ラ イアン ト 用の MeFt の環境設定フ ァ イルです。

MeFt/Web
ド キュ メ ン ト

MeFt/Web プラグイ ンを使用するための起動用フ ァ イルです。

HTML フ ァ イル Web ブラウザ上に表示する HTML フ ァ イルを用意し ます。
MeFt/Web コ ン ト ロールを定義し た、 利用者プログラム起動用の
HTML フ ァ イルです。

dsp1.env ク ラ イアン ト で使用される伝票画面のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルです。

dsp2.env ク ラ イアン ト で使用されるヘルプ画面のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルです。

prt1.env ク ラ イアン ト で使用されるプ リ ン タ情報フ ァ イルです。

denpyou1.htm 入金伝票プログラム （プロセス型） 起動用の HTML フ ァ イルです。

denpyou2.htm 入金伝票プログラム （スレ ッ ド型） 起動用の HTML フ ァ イルです。

denpyou1js.htm 入金伝票プログラム （プロセス型） 起動用の HTML フ ァ イルです。
（JavaScript からの連携）

denpyou2js.htm 入金伝票プログラム （スレ ッ ド型） 起動用の HTML フ ァ イルです。
（JavaScript からの連携）

denpyou1.mwd 入金伝票プログラム （プロセス型） 起動用の MeFt/Web ド キュ メ ン ト です。

denpyou2.mwd 入金伝票プログラム （ スレ ッ ド型） 起動用の MeFt/Web ド キュ メ ン ト です。

DENPYOUS.DLL 入金伝票プログラム （スレ ッ ド型） です。

IIS を使用する場合は、 「2.1.1 IIS を使用する場合に必要な設定」 を参照し て Web 環境を設定
し て く ださい。

詳細については、 「5.4 ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く ださい。

フ ァ イル名の指定は、 絶対パス を使用し て く ださい。 これを指定し ない と、 COBOL 
プロ グ ラ ムでエラーが発生し た場合に、 エラー メ ッ セージがサーバマシン上に表示さ
れ、 Web ブラ ウザが無応答の状態になって し まいます。 なお、 COBOL85.cbr フ ァ イル
は、 NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥meftweb64¥sample に格納され
ています。
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3. 利用者プログラム指定ファイルに、以下のプログラムのパスを追加します。

－ NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥meftweb64¥sample¥denpyous.exe

4. MeFt/Web サーバを再起動します。MeFt/Web サービスプログラム（MeFt/Web 64bit Service）を再起

動するには、コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［サービス］アイコンを使って停止
してから開始します。

◆ MeFt/Web プラグインを使用する場合

5. 入金伝票プログラム起動用の以下の MeFt/Web ドキュメント（denpyou1.mwd）  を変更します。

denpyou1.mwd に記述されている hostname キーワード には、インストール先のホスト名を指定しま

す。

－ denpyou1.mwd （hostname キーワード を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

6. denpyou1.mwd の pathname キーワードに指定してある利用者プログラム（EXE）のパスをインス

トール環境に応じて変更します。

7. denpyou1.mwd の port キーワードに指定してあるポート番号を必要に応じて変更します。SSL 未使

用時の省略値は 80 です。SSL 使用時の省略値は 443 です。

8. http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou1.mwd を起動すると入金  伝票プログラムがリモート

実行されます。
hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

◆ MeFt/Web コントロールを使用する場合

5. 入金伝票プログラム起動用の以下の HTML ファイルに記述されている hostname に、インストール

先のホスト名を指定します。

－ VBScript で連携する場合

- denpyou1.htm （hostname を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

－ JavaScript で連携する場合

- denpyou1js.htm （hostname を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

6. denpyou1.htm（または denpyou1js.htm）の pathname プロパティに指定してある利用者プログラム

（EXE）のパスをインストール環境に応じて変更します。

利用者プロ グ ラ ムの指定方法については 「2.3 利用者プロ グ ラ ムの指定」 を参照し て
く ださ い。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し て く だ
さ い。

pathname キーワード の指定方法については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し
て く ださ い。

SSL キーワード の指定方法については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し て く
ださ い。

HTML フ ァ イルおよび MeFt/Web コ ン ト ロールのプロパテ ィ については、 「4.4 プロパ
テ ィ 」、 「5.9 HTML を作成する」 を参照し て く ださい。

pathname プロパテ ィ の指定方法については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。
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7. 必要ならばポート番号を denpyou1.htm（または denpyou1js.htm）に指定します。SSL 未使用時の省

略値は 80 です。SSL 使用時の省略値は 443 です。

8. 以下の URL を起動します。

－ VBScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou1.htm

－ JavaScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou1js.htm

hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

このページが表示されると同時に MeFt/Web コントロールのダウンロードが開始されます。ダウン

ロードが終了すると、MeFt/Web コントロールがはりついたページが表示されます。

9. ［GO!］ボタンをクリックします。

入金伝票プログラムがリモート実行されます。

■スレ ッ ド型プログラム
1. クライアント用の環境設定ファイルのキーワード MEDDIR および以下の MEDIADIR に記述されて

いる hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

－ dsp1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

－ dsp2.env （MEDDIR および MEDIADIR の URL パス を修正）

－ prt1.env （MEDDIR の URL パス を修正）

2. 環境変数 MEFTWEBDIR を指定します。

NetCOBOL のインストールディレクトリ ¥samples¥meftweb64¥sample に格納されている

COBOL85.cbr ファイルに以下の行を追加します。

hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

－ MEFTWEBDIR=http://hostname/MeFtWeb64/sample.web

3. COBOL85.cbr ファイルの「@MessOutFile」に、COBOL ランタイムシステムが出力する実行時メッ

セージを格納するファイル名を指定します。

4. 利用者プログラム指定ファイルに、以下のプログラムのパスを追加します。

－ NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥samples¥meftweb64¥sample¥denpyous.dll

5. MeFt/Web サーバを再起動します。MeFt/Web サービスプログラム（MeFt/Web 64bit Service）を再起

動するには、コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［サービス］アイコンを使って停止
してから開始します。

ポー ト 番号の指定方法については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。

詳細については、 「5.4 ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く ださい。

環境変数 MEFTWEBDIR は、 COBOL85.cbr フ ァ イルではな く 、 システムの環境変数に
設定する こ と ができ ます。 システムの環境変数に設定し た場合は、 設定後、 システム
を再起動し て く ださ い。

フ ァ イル名の指定は、 絶対パス を使用し て く ださい。 これを指定し ない と、 COBOL 
プロ グ ラ ムでエラーが発生し た場合に、 エラー メ ッ セージがサーバマシン上に表示さ
れ、 Web ブラ ウザが無応答の状態になって し まいます。

利用者プロ グ ラ ムの指定方法については 「2.3 利用者プロ グ ラ ムの指定」 を参照し て
く ださ い
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◆ MeFt/Web プラグインを使用する場合

6. 入金伝票プログラム起動用の以下の MeFt/Web ドキュメント（denpyou2.mwd）を変更します。

denpyou2.mwd に記述されている hostname キーワード には、インストール先のホスト名を指定しま

す。

－ denpyou2.mwd （hostname キーワード を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

7. denpyou2.mwd の pathname キーワードに指定してある利用者プログラム (DLL) のパスをインストー

ル環境に応じて変更します。

8. denpyou2.mwd の port キーワードに指定してあるポート番号を必要に応じて変更します。SSL 未使

用時の省略値は 80 です。SSL 使用時の省略値は 443 です。

9. http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou2.mwd を起動すると入金伝票プログラムがリモート

実行されます。
hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

◆ MeFt/Web コントロールを使用する場合

6. 入金伝票プログラム起動用の以下の HTML ファイルに記述されている hostname に、インストール

先のホスト名を指定します。

－ VBScript で連携する場合

- denpyou2.htm （hostname を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

－ JavaScript で連携する場合

- denpyou2js.htm （hostname を イ ン ス ト ール先のホス ト 名に修正）

7. denpyou2.htm（または denpyou2js.htm）の pathname プロパティに指定してある利用者プログラム

（DLL）のパスをインストール環境に応じて変更します。

8. 必要ならばポート番号を denpyou2.htm（または denpyou2js.htm）に指定します。SSL 未使用時の省

略値は 80 です。SSL 使用時の省略値は 443 です。

9. 以下の URL を起動します。

－ VBScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou2.htm

－ JavaScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample.web/denpyou2js.htm

hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

MeFt/Web コントロールがはりついたページが表示されます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し て く だ
さ い。

pathname キーワード の指定方法については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し
て く ださ い。

ポー ト 番号の指定方法については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。

HTML フ ァ イルおよび MeFt/Web コ ン ト ロールのプロパテ ィ については、 「4.4 プロパ
テ ィ 」、 「5.9 HTML を作成する」 を参照し て く ださい。

pathname プロパテ ィ の指定方法については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。

ポー ト 番号の指定方法については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。
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10.［GO!］ボタンをクリックします。

入金伝票処理プログラムがリモート実行されます。
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第 3 章 MeFt/Web プ ラグイ ン

こ の章では、MeFt/Web プラ グ イ ンを使用し て、Web ブラ ウザ で MeFt/Web を利用する方法を説明し ます。

目次

3.1 MeFt/Web プラグイ ン とは .......................................................................................................................................................45

3.2 MeFt/Web プ ラグイ ンのセ ッ ト ア ッ プ...............................................................................................................................46

3.3 MeFt/Web ド キュ メ ン ト ............................................................................................................................................................47
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3.1 MeFt/Web プ ラグイ ン とは
MeFt/Web プラ グ イ ンは、 MeFt/Web サーバからの入出力要求を Web ブラ ウザやプ リ ン タ装置に対し て行
います。

以下に、 MeFt/Web プラ グ イ ンの動作概念図を示し ます。
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3.2 MeFt/Web プ ラグイ ンのセ ッ ト ア ッ プ
こ こ では、 MeFt/Web プラ グ イ ンのセ ッ ト ア ッ プについて説明し ます。

3.2.1 MeFt/Web プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする
以下に、 MeFt/Web プラ グ イ ンを ク ラ イ アン ト マシンにイ ン ス ト ールする手順を示し ます。

1. MeFt/Web プラグインのインストールコマンドをクライアントマシン上に取り出します。

取り出し方法は以下のとおりです。

1) Web ブラウザを起動します。

2) アドレスに下記 URL を指定します。
http://hostname/MeFtWeb64/f3esplgi.exe
hostname には、MeFt/Web をインストールした Web サーバの名前を指定します。

3) 名前を付けて保存ダイアログボックスで、適当なディレクトリにファイル（f3esplgi.exe）を

保存します。

2. MeFt/Web プラグインのインストールコマンド（f3esplgi.exe） を実行します。

3. 画面に表示される指示に従ってインストールを進めます。

3.2.2 MeFt/Web プ ラグイ ンをアン イ ンス ト ールする
以下に、 MeFt/Web プラ グ イ ンをアン イ ン ス ト ールする手順を示し ます。

1. Web ブラウザを起動していないことを確認します。

2. ［コントロールパネル］の［プログラムと機能］をクリックします。

3. ［MeFt/Web プラグイン（for Internet Explorer）］をクリックし、［アンインストール］をクリックし

ます。

4. 画面に表示される指示に従ってアンインストールを進めます。

• Internet Explorer を使用し て MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロード し てあ る場合には、
MeFt/Web コ ン ト ロールを削除する必要があ り ます。 MeFt/Web プラ グ イ ン と MeFt/Web
コ ン ト ロールは同一マシン上にどち らか 1 つしかイ ン ス ト ールでき ません。

• MeFt/Web プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールするには、 Administrators 権限のあ るユーザで行い
ます。

• 旧バージ ョ ンの MeFt/Web プラ グ イ ンがイ ン ス ト ールされている場合は、 MeFt/Web プラ
グ イ ンを削除する必要があ り ます。

MeFt/Web コ ン ト ロールを削除する方法については、 「4.2 MeFt/Web コ ン ト ロールを ク ラ イ
アン ト マシンから削除する方法」 を参照し て く ださい。

• Web ブラ ウザが起動中などの理由によ り MeFt/Web プラ グ イ ンをアン イ ン ス ト ールし て
も一部のフ ァ イルが削除されない場合があ り ます。 この場合、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト
リ の下に格納されているすべてのフ ァ イルを手動で削除し て く ださい。

• MeFt/Web プラ グ イ ンをアン イ ン ス ト ールするには、 Administrators 権限のあ るユーザで
行います。
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3.3 MeFt/Web ド キュ メ ン ト
こ こ では、 MeFt/Web プラ グ イ ンが使用する MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト について説明し ます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト と は、 MeFt/Web プ ラ グ イ ンの動作情報を記述する フ ァ イルです。 MeFt/Web ド
キ ュ メ ン ト フ ァ イル名の拡張子は ".mwd" です。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト は、 プロパテ ィ セ ク シ ョ ンだけから構成されています。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト はテキス ト 形式であ り 、 テキス ト エデ ィ タ などで作成し ます。 1 行には、 512 文字
まで指定でき ます。 行の終わ り には改行コード を付加し て く ださい。 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト は SJIS コー
ド系で作成し て く ださい。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を使用し て利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行するには、MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を
URL で指定し ます。 そのため、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト は URL でア ク セスでき るデ ィ レ ク ト リ に格納する
必要があ り ます。

■プロパテ ィ セクシ ョ ン
プロパテ ィ セ ク シ ョ ンは、MeFt/Web プラ グ イ ンの起動情報を定義するセ ク シ ョ ンです。MeFt/Web ド キ ュ
メ ン ト の先頭に、 [Property] と記述し ます。

以下の表にプロパテ ィ セ ク シ ョ ンで指定でき る情報を示し ます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の例については、 「5.8 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を作成する」 を参照
し て く ださい。 また、 「4.4 プロパテ ィ 」 も併せて参照し て く ださい。

関連機能名 キーワー ド データ型 説明

対象サーバ hostname LPCTSTR Web サーバのホス ト 名 （ド メ イ ン名） を指定し ます。
省略する こ とはできません。

port long ポー ト 番号を指定し ます。
省略値は ssl キーワー ドの指定によ って異な り ます。
ssl キーワー ドが省略されている、 または 0 が指定されて
いる場合は、 ポー ト 番号に 80 が使用されます。
ssl キーワー ド に 1 が指定されている場合は、 ポー ト 番号
に 443 が使用されます。

ssl BOOL SSL （Secure Sockets Layer） で通信データ を保護するか
ど うかを指定し ます。
　 0:SSL を使用し ません （省略値）。
　 1: SSL を使用し ます。

gatewaypathname LPCTSTR MeFtWeb64 を指定し ます。 省略する こ とはできません。

利用者プロ
グラム

pathname LPCTSTR 起動する 64 ビ ッ ト の利用者プログラムの実行可能フ ァ イ
ルまたは DLL を、 サーバのローカルパス名で指定し ま
す。 必ずフルパスで指定し ます。
省略する こ とはできません。

argument LPCTSTR pathname で指定し た利用者プログラムの引数を指定し ま
す。 省略可能です。

environment LPCTSTR 環境変数を指定し ます。 環境変数名および環境変数に指
定する値には、 「!」 を使用する こ とはできません。 複数
の環境変数を指定する場合は、 「!」 を区切り文字と し て
使用し ます。
例えば、 環境変数 A に 「123」、 環境変数 B に 「abc」 を
指定する場合には、 「A=123!B=abc」 と指定し ます。 省略
可能です。

funcname LPCTSTR スレ ッ ド型プログラムを起動する場合は、 実行する関数
名 （COBOL のプログラム名） を指定し ます。
スレ ッ ド型アプ リ を起動する場合は省略できません。 プ
ロセス型プログラムの場合は指定し ても無視されます。

message BOOL エ ラー メ ッ セージを コ ン ト ロール内で処理するかど うか
を指定し ます。
　 1: エラー メ ッ セージを表示し ます （省略値）。
　 0: エラー メ ッ セージを抑止し ます。
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• 記述形式

キーワード の説明

キーワード ： 設定する環境のキーワード を 1 けた目から記述し ます。

値 ： キーワード に対する値を、 1 つ以上の半角の空白をあけて記述し ます。 全角の空白
は使用し ないで く ださい。

画面 displaywindow long 画面の表示形式を指定し ます。
　 0: すべての画面を コ ン ト ロールサイズではり付けます
　 　 （省略値）。
　 1: １ 画面だけコ ン ト ロールサイズではり付け、 ２ 画面
　 　 目以降は別画面で表示し ます。

dspcompress BOOL 画面処理時にサーバと ク ラ イアン ト で通信するデータ を
圧縮するかど うかを指定し ます。
　 1: 画面処理時の通信データ を圧縮し ます。
　 0: 画面処理時の通信データ を圧縮し ません （省略値）。

印刷 printmode long 帳票処理実行モー ド を指定し ます。
　 0: プレビ ュー （省略値）
　 1: ク ラ イアン ト 印刷
　 2: スプール
　 3: サーバ印刷

previewwindow long プレビ ュー画面の画面表示形式を指定し ます。
　 0: コ ン ト ロール内に表示し ます （省略値）。
　 1: 別画面と し て表示し ます。

previewdrawpos long プレビ ュー表示をプレビ ュー画面のどの位置に表示する
かを指定し ます。

　 0: プレビ ュー画面の左上を基準に表示し ます （省略
　 　 値）。
　 1: プレビ ュー画面の中央に表示し ます。

previewdc short プレビ ュー表示での表示精度を指定し ます。
　 0: デバイスを自動的に選択し ます （省略値）。
　 　 プ リ ン タのデバイスを使用し て実イ メ ージで表示し
　 　 ます。
　 　 ただ し、 プ リ ン タがセ ッ ト ア ッ プ されていない場合
　 　 には画面のデバイスを使用し て表示し ます。
　 1: プ リ ン タのデバイスを使用し て実イ メ ージで表示し
　 　 ます。
　 　 プ リ ン タがセ ッ ト ア ッ プ されていない場合、
　 　 プレビ ューできません。
　 2: 画面のデバイスを使用し て表示し ます。
　 　 印刷結果と異なる場合があり ます。

previewrate LPCTSTR プレビ ュー表示での印刷イ メ ージの拡縮率の初期値を指
定し ます。
拡縮率は、 30% から 200% までの間で指定する こ とができ
ます。 例えば、 150% で表示する場合には、 文字列 「150」
を指定し ます。
また、 ページ全体を基準に表示するためには、 文字列
「0」 を指定し ます （省略値）。
ページの横幅を基準にする場合には文字列 「W」 を、
ページの縦幅を基準にする場合には文字列 「H」 を指定
し ます。

hideprtbtn short 印刷ダイアログ画面のサーバ印刷と スプールのボタ ンを
表示するかど うかを指定し ます。
　 0: サーバ印刷と スプールボタ ンを表示し ます （省略
　 　 値）。
　 1: サーバ印刷と スプールボタ ンを表示し ません。

キーワー ド 　 　 　 値

関連機能名 キーワー ド データ型 説明
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• 記述例

起動する利用者プロ グ ラ ムのフ ァ イルを指定し ます。

pathname 　 C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample¥denpyous.exe

• タ イプが LPCTSTR のキーワード には文字列を指定し ます。
例えば、 hostname キーワード に文字列 「hostname.co.jp」 を指定するには、
「hostname hostname.co.jp」 と指定し ます。

• タ イプが long、 short のキーワード には数値を指定し ます。
例えば、 port キーワード に数値 「8080」 を指定するには、 「port 8080」 と指定し ます。

• タ イプが BOOL のキーワード には 1 または 0 を指定し ます。
例えば、 message キーワード に TRUE を指定するには、 「message 1」 と指定し ます。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト のフ ァ イル名には以下の文字および日本語文字を使用でき ません。
半角空白  {}  |  \  ^  ~  [ ]  `  <  >  #  %  "  ;  /  ?  :  @  &  =  ,  *
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第 4 章 MeFt/Web コ ン ト ロール

こ の章では、 MeFt/Web が提供する ク ラ イ アン ト マシン上で動作する ActiveX コ ン ト ロールの MeFt/Web
コ ン ト ロールについて説明し ます。

目次

4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上からダウンロー ド する ..................................................................................51
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4.5 メ ソ ッ ド .............................................................................................................................................................................................62

4.6 イベン ト .............................................................................................................................................................................................63
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4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上からダウンロー ド
する

ク ラ イ ア ン ト マ シ ン上で動作す る MeFt/Web コ ン ト ロ ールは、 ActiveX コ ン ト ロ ールです。 以下の
CODEBASE を HTML の OBJECT タ グに記述する と、 自動的にサーバ上から ダウ ン ロード ／セ ッ ト ア ッ プ
が行われます。

ただし、 MeFt/Web コ ン ト ロールがバージ ョ ンア ッ プ、 レベルア ッ プされた場合、 CODEBASE に記述され
ているバージ ョ ン情報を更新する必要があ り ます。

ク ラ イ アン ト マシン上に MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロードするには、 Administrators 権限のユーザで
行います。

CODEBASE="http://hostname/MeFtWeb64/meftweb.cab 　 #version=12,0,0,2"

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↑ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↑

　 　 　 　 　 　 　 　 MeFt/Web コ ン ト ロールの格納先 　 　 バージ ョ ン

MeFt/Web コ ン ト ロールは、 meftweb.cab と い う 圧縮フ ァ イルで、 MeFt/Web のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ
に格納されています。

hostname には MeFt/Web がイ ン ス ト ールされている ホス ト 名を指定し、バージ ョ ンには「#version=12,0,0,2」
を指定し ます。

<OBJECT ← OBJECT タグの開始

ID="MeFtWeb1" ←オブジ ェ ク ト 名を指定

CLASSID="CLSID:61F12C43-5357-11D0-9EA0-00000E4A0F56"
← MeFt/Web コ ン ト ロールのク ラス Ｉ Ｄ

WIDTH="423" HEIGHT="303" ←コ ン ト ロールサイズ

CODEBASE="http://hostname/MeFtWeb64/meftweb.cab#version=12,0,0,2">
← MeFt/Web コ ン ト ロールの格納先を指定

</OBJECT> ← OBJECT タグの終了

• バージ ョ ンア ッ プされた MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロードする と きは、 一度、 す
べての起動中の Internet Explorer を終了し て く ださい。

• MeFt/Web プラ グ イ ンがイ ン ス ト ールされている場合には、 必ず MeFt/Web プラ グ イ ンを
アン イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 MeFt/Web コ ン ト ロール と MeFt/Web プラ グ イ ン
は同一マシン上にどち らか 1 つしかイ ン ス ト ールでき ません。
MeFt/Web プラ グ イ ンについては、 「3.1 MeFt/Web プラ グ イ ン と は」 を参照し て く ださ
い。

MeFt/Web コ ン ト ロールがダウ ン ロード されたかど う か、 およびダウ ン ロード されている
MeFt/Web コ ン ト ロールのバージ ョ ンを確認するには、 以下の手順で行います。

1. Internet Explorer で、 ［ツール］ メ ニューの ［ア ド オンの管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2. ［ア ド オンの管理］ 画面で ［現在読み込まれている ア ド オン］ を ［すべてのア ド オン］ に
変更し ます。

3. リ ス ト に表示される 「MeFt/Web Control」 を ク リ ッ ク し、 バージ ョ ンを確認し ます。
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4.2 MeFt/Web コ ン ト ロールを ク ラ イアン ト マシンから削
除する方法

ク ラ イ アン ト マシン上にイ ン ス ト ールされた MeFt/Web コ ン ト ロールを削除する場合は、Administrators 権
限のユーザで行います。

1. 以下の URL から MeFt/Web コントロール削除コマンドをクライアントマシン上に取り出します。

hostname にはインストール先のホスト名を指定します。
http://hostname/MeFtWeb64/MWDelReg.exe

2. Internet Explorer を起動していないことを確認します。

3. 以下のように MWDelReg.exe コマンドを DOS コマンドプロンプトから実行します。
c:¥temp¥MWDelReg.exe > log.txt

MWDelReg.exe コマン ド を c:¥temp デ ィ レ ク ト リ に格納し、 実行結果を log.txt フ ァ イルに出力し ま
す。

• ActiveX コ ン ト ロールの削除機構を利用し て、 エ ク スプローラから MeFt/Web コ ン ト
ロールを削除し ないで く ださい。

• Internet Explorer が起動中などの理由によ り MeFt/Web コ ン ト ロールを削除し て も、 一部
のフ ァ イルが削除されない場合があ り ます。 その場合は、 DOS コマン ド プロ ンプ ト から
手動で以下のフ ァ イルを削除し て く ださい。

－ Windows システムディレクトリの「Downloaded Program Files」ディレクトリに格納

されるファイル。

・ F3ESWC00.OCX ・ F3ESWCS1.OCX

・ F3ESWC01.OCX ・ F3ESWCS2.OCX

・ F3ESWC02.OCX ・ F3ESWCS3.OCX

・ F3ESWC03.OCX ・ F3ESWSPL.OCX

・ F3ESWC04.OCX ・ F3ESWWEB.INF

・ F3ESWC05.OCX ・ F3ESWWEB.OCX

・ F3ESWCS0.OCX
52



第 4 章 MeFt/Web コントロール
－ Windows システムディレクトリの system32 ディレクトリ（64 ビット OS では

SysWOW64 ディレクトリ）に格納されるファイル。

・ F3ES11IC.DLL ・ F3ESMD01.DLL

・ F3ES12IC.DLL ・ F3ESMD10.DLL

・ F3ES13IC.DLL ・ F3ESMD11.DLL

・ F3ES14IC.DLL ・ F3ESMD12.DLL

・ F3ES15IC.DLL ・ F3ESMICK.DLL

・ F3ES23IC.DLL ・ F3ESMP00.DLL

・ F3ES24IC.DLL ・ F3ESMP10.DLL

・ F3ES25IC.DLL ・ F3ESMP11.DLL

・ F3ES27IC.DLL ・ F3ESMP12.DLL

・ F3ES34IC.DLL ・ F3ESMPLG.DLL

・ F3ES35IC.DLL ・ F3ESOLOD.DLL

・ F3ES45IC.DLL ・ F3ESOVL1.DLL

・ F3ES66IC.DLL ・ F3ESOVLG.DLL

・ F3ES77IC.DLL ・ F3ESPBAR.DLL

・ F3ESALAM.WAV ・ F3ESSMDA.DLL

・ F3ESBCOD.DLL ・ F3ESSTHI.WAV

・ F3ESICNV.DLL ・ F3ESSTLO.WAV

・ F3ESIPID.DLL ・ F3ESSTMD.WAV

・ F3ESLGHI.WAV ・ F3ESTRLG.EXE

・ F3ESLGLO.WAV ・ F3ESURA0.DLL

・ F3ESLGMD.WAV ・ F3ESURA1.DLL

・ F3ESM000.DLL ・ F3ESVOID.WAV

・ F3ESMASP.DLL ・ F3ESWCMG.DLL

・ F3ESMCNV.DLL ・ F3ESWLOG.DLL

・ F3ESMD00.DLL ・ MWPSEXEC.EXE
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4.3 MeFt/Web コ ン ト ロールの表示形式

4.3.1 ツールバー
以下にプレ ビ ュー画面のツールバーについて説明し ます。

②の ［印刷］ ボタ ンを ク リ ッ クする と以下の印刷画面が表示されます。

番号 名称 説明

① 終了 プレビ ュー画面を終了し ます。

② 印刷 プレビ ューされている出力帳票をプ リ ン タに印刷する場合に選択し ます。 ボタ
ンを ク リ ッ クする と印刷画面が表示されます。 印刷する場合には、 印刷する
ページ範囲およびコ ピー部数を指定する こ とができます。

③ 縮小 プレビ ューされている出力帳票を縮小し ます。

④ 拡大 プレビ ューされている出力帳票を拡大し ます。

⑤ ズーム プレビ ューされている出力帳票を指定し た大き さ （30% から 200% の間） で表示
し ます。

⑥ 先頭 出力帳票の先頭ページを表示し ます。

⑦ 前ページ 現在表示されているページの前ページを表示し ます。

⑧ ページ番号 現在表示されているページ数を ［現在のページ番号／全体ページ数］ で表示し
ます。

⑨ 次ページ 現在表示されているページの次ページを表示し ます。 次ページが 99999 ページ
を超える場合には処理されません。

⑩ 最後 出力帳票の最終ページを表示し ます。 最終ページが 99999 ページを超える場合
には、 99999 ページが表示されます。

⑪ ページ指定 表示するページ番号を指定する場合に選択し ます。 ページ番号を指定する画面
が表示されます。 指定画面で指定できる値は 1 から 99999 までです。

印刷範囲に 「ページの指定」 を選択し た場合に、 指定でき る値は 1 から 99999 までです。

⑤�①� ②�③�④� ⑦�⑥� ⑧�⑨�⑩� ⑪�
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4.3.2 印刷イ メ ージ と定義体サイズ
プレ ビ ューを行 う 際には、 帳票定義体サイ ズを基準にし て表示し ます。

オーバレ イ定義体が帳票定義体サイ ズ よ り も大きい場合には、 以下の図のよ う にオーバレ イ定義体の一部
が表示されません。 すべて表示させる ためには、 縮小表示し ます。

：MeFt/Web�
　コントロールサイズ�

：帳票定義体サイズ�

：オーバレイ定義体サイズ�
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4.4 プロパテ ィ

4.4.1 プロパテ ィ 一覧
以下に MeFt/Web コ ン ト ロールが実装し ているプロパテ ィ について説明し ます。

なお、 MeFt/Web コ ン ト ロールには以下のプロパテ ィ が存在し ます。 ただし、 使用する こ と はでき ません。
これらのプロパテ ィ を変更し た場合、 動作保証されません。

() 内にはプロパテ ィ 値を明記し てあ り ます。 変更し ないで く ださい。

4.4.2 Web サーバの指定方法 （hostname/port/gatewaypathname）
リ モー ト 実行機能やク ラ イ アン ト 実行機能を使用する場合、 利用者プロ グ ラ ムが格納されている Web サー
バのホス ト 名または IP ア ド レ ス を hostname プロパテ ィ に指定し ます。 省略する こ と はでき ません。

また、 port プロパテ ィ にポー ト 番号を指定し ます。 port プ ロパテ ィ が指定されていない場合の省略値は、
ssl プロパテ ィ の指定によ って異な り ます。 ssl プロパテ ィ が省略されている、 または FALSE が指定されて
いる場合には、ポー ト 番号に 80 が使用されます。ssl プロパテ ィ に TRUE が指定されている場合には、ポー
ト 番号に 443 が使用されます。

例 ： MeFtWeb1.hostname = "hostname"

機能名 プロパテ ィ 名 データ型 初期値

対象
サーバ

ホス ト 名 hostname 文字列 LPCTSTR －

ポー ト 番号 port 整数値 long 80 （ssl プロパテ ィ が
TRUE の場合は 443）

ゲー ト ウ ェ イパス名 gatewaypathname 文字列 LPCTSTR MeFtWeb

利用者
プログラム

パス名 pathname 文字列 LPCTSTR －

引数 argument 文字列 LPCTSTR －

関数名 funcname 文字列 LPCTSTR －

環境変数 environment 文字列 LPCTSTR －

メ ッ セージ message 文字列 BOOL TRUE

SSL ssl 文字列 BOOL FALSE

画面 表示形式 displaywindow 整数値 long 0

ハイパーリ ン ク hyperlink 整数値 short 0

フ レームターゲ ッ ト hyperlinktarget 文字列 LPCTSTR －

画面データ圧縮 dspcompress 文字列 BOOL FALSE

印刷 実行形式 printmode 整数値 long 0

画面表示形式 previewwindow 整数値 long 0

表示位置 previewdrawpos 整数値 long 0

表示精度 previewdc 整数値 short 0

ズーム率 previewrate 文字列 LPCTSTR 0

印刷ボタ ン表示 hideprtbtn 整数値 short 0

cache(TRUE) datacompress(TRUE) prtcallmode(0)

dataoptimize(TRUE) username(NULL) password(NULL)

proxy(NULL) envpath(NULL) multiinstance(FALSE)

navigaterestrict(FALSE) meftmessage(FALSE) previewdrawmode(0)

destination(0) scriptfile(NULL) indatafile(NULL)

smedfile(NULL) portname(NULL) strpage(0)

endpage(0) timeout(32000) prtnum(0)

ctrlmode(0) prtdatapartition(0) collate(FALSE)

copynumber(0) disableprtbtn(FALSE)
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　 　 MeFtWeb1.port = 8080

gatewaypathname プロパテ ィ には "MeFtWeb64" を指定し ます。 省略する こ と はでき ません。

4.4.3 利用者プログラムの指定方法
（pathname/argument/environment/funcname）
プロセス型プロ グ ラ ムを起動する場合 と ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムを起動する場合では、 以下のよ う に指定方
法が異な り ます。

• プロセス型プロ グ ラ ムを起動する場合

利用者プロ グ ラ ム （実行可能フ ァ イル） のパス名を pathname プロパテ ィ に指定し ます。 指定する
パスはサーバのローカルデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 省略する こ と はでき ません。
指定し た利用者プロ グ ラ ムに引数を指定する場合には、 argument プロパテ ィ を使用し ます。
さ らに、 リ モー ト 実行し た利用者プロ グ ラ ムで使用する環境変数を指定する場合には、 environment 
プロパテ ィ を使用し ます。 environment プロパテ ィ に環境変数を複数指定する場合には 「!」 を区切
り 文字と し て使用し ます。

例 ： MeFtWeb1.pathname ="c:¥Program files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample
¥denpyous.exe"

MeFtWeb1.argument = "arg1 arg2"
MeFtWeb1.environment = "VAR1=¥dir1!VAR2=¥env1"

• ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムを起動する場合

利用者プロ グ ラ ム （DLL） のパス名を pathname プロパテ ィ に指定し ます。 指定するパスはサーバ
のローカルデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。
さ らに実行する関数名 （COBOL のプロ グ ラ ム名） を funcname プロパテ ィ に指定し ます。 pathname 
プロパテ ィ と funcname プロパテ ィ を省略する こ と はでき ません。
指定し た利用者プロ グ ラ ムに引数を指定する場合には、 argument プロパテ ィ を使用し ます。 ただ
し、 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムに指定でき る引数は 1 個だけです。
なお、 environment プロパテ ィ を使用する こ と はでき ません （指定し て も無視されます）。

例 ： MeFtWeb1.pathname ="c:¥Program files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample
¥denpyous.dll"

MeFtWeb1.funcname = "DENPYOU"
MeFtWeb1.argument = "arg1"

4.4.4 メ ッ セージ （message）
エラー メ ッ セージを コ ン ト ロール内で処理するかど う かを指定し ます。以下のどち らかの値を指定し ます。

サーバ と ク ラ イ アン ト が異なる ド メ イ ンに所属する場合は、 hostname をフル ド メ イ ン形式で
指定し て く ださい。

例 ： MeFtWeb1.hostname = "hostname.fujitsu.co.jp"

• プロセス型プロ グ ラ ム、 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ム と もに、 環境変数名および環境変数に指
定する値に 「!」 を使用する こ と はでき ません。

• funcname プロパテ ィ には日本語は指定でき ません。

• プロセス型 COBOL プロ グ ラ ムでは、 argument プロパテ ィ に指定し た引数は、 コマン ド
行引数の操作機能を使用し て取 り 出し ます。 コマン ド 行引数の取 り 出しの詳細について
は、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださ い。 ス レ ッ ド型 COBOL プロ グ ラ
ムでの引数の受け渡し方法については、 「5.7.1 プロ グ ラ ム修正」 を参照し て く ださい。

• 引数で二重引用符を渡す場合には。 以下のよ う に argument プロパテ ィ を指定し て く ださ
い
例 ： MeFtWeb1.pathname = "a.exe"
　 　 MeFtWeb1.argument = """arg"""
上記のよ う に指定し た場合には以下のコマン ド ラ イ ンを生成し て起動し ます。
　 　 　 ＞ a.exe "arg"

有効値 意味 備考

TRUE エラー メ ッ セージを表示し ます。 省略値

FALSE エラー メ ッ セージを抑制し ます。 －
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4.4.5 SSL （ssl）
SSL （Secure Sockets Layer） で通信データ を保護するかど う かを指定し ます。

以下のどち らかの値を指定し ます。

4.4.6 画面表示形式の指定方法 （displaywindow）
画面表示形式を指定し ます。

以下のどち らかの値を指定し ます。

displaywindow プロパテ ィ の設定によ って、 ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルや入力制御情報で指定し た情報が無効
になる場合があ り ます。

以下に displaywindow プロパテ ィ の値によ って、 無効になる情報を示し ます。

○ ： 有効、 × ： 無効、 △ ： 有効 （ただし、 制限あ り ）

有効値 意味 備考

TRUE SSL を使用し ます。 －

FALSE SSL を使用し ません。 省略値

SSL の概要や SSL を有効にするための作業については、 「5.11 SSL で通信データ を保護する」
を参照し て く ださい。

有効値 意味 備考

0 すべての画面を コ ン ト ロールサイズではり付けます。 省略値

1 1 画面だけコ ン ト ロールサイズではり付け、 ２ 画面目以降 （※） は別画面で
表示し ます。
※） ２ 画面目以降とはプログラム内ですでに CLOSE されていない画面があ
る状態で別の画面を OPEN し た場合です。

－

情報分類 内容 キーワー ド 設定値 画面表示形式 備考

コ ン ト ロー
ルサイズで
表示

Web ブ ラウ
ザと別画面
で表示

「0」、 「1 （ １
画面目）」 の
場合

「1 （ ２ 画面
目以降）」 の
場合

ウ ィ ン ド ウ
情報フ ァ イ
ル

タ イ ト ル名 TITLE － × ○ －

ウ ィ ン ド ウ位置 WINPOSX － × ○ －

WINPOSY － × ○ －

ウ ィ ン ド ウ位置
（行けた指定）

WINPOSCX － × ○ －

WINPOSCY － × ○ －

ウ ィ ン ド ウサイ
ズ

WINSIZEX － × ○ －

WINSIZEY － × ○ －

ウ ィ ン ド ウサイ
ズ （行けた指
定）

WINSIZECX － × ○ －

WINSIZECY － × ○ －

ベースウ ィ ン ド
ウサイズ固定

FIXSIZE － × ○ －

ウ ィ ン ド ウ開設
モー ド

WINOPEN － × ○ －

ウ ィ ン ド ウ最前
面指定

TOPMOST － × ○ －

オーナーウ ィ ン
ド ウ指定

OWNER － × ○ －
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ウ ィ ン ド ウ
情報フ ァ イ
ル

タ イ ト ルバーの
有無

TTLBAR － × ○ －

サイジングボー
ダーの有無

SIZEB － × ○ －

コ ン ト ロールメ
ニューボ ッ クス
の有無

SYSMENU － × ○ －

最大表示ボタ ン
の有無

MAXBOX － × ○ －

アイ コ ン化
ボタ ンの有無

MINBOX － × ○ －

メ ニューバーの
有無

MENUBAR Y △ ○ △ ： メ ニュー
バーの代わり に
ポ ッ プア ッ プ メ
ニューと な り ま
す。

N ○ ○ －

F ○ ○ －

入力制御情
報

右マウスボタ ン
のアテンシ ョ ン
通知

RMOUSE － △ ○ △ ： ポ ッ プア ッ
プ メ ニュー時に
は通知されませ
ん。

オーニー
ウ ィ ン ド ウ

オーニーウ ィ ン
ド ウの同期位置
変更

SYNCPOS － × △ △ ： オーナー
ウ ィ ン ド ウに １
画面目を指定す
る こ とはできま
せん。

ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルに指定する キーワード については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参
照し て く ださい。

情報分類 内容 キーワー ド 設定値 画面表示形式 備考

コ ン ト ロー
ルサイズで
表示

Web ブ ラウ
ザと別画面
で表示

「0」、 「1 （ １
画面目）」 の
場合

「1 （ ２ 画面
目以降）」 の
場合
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4.4.7 ハイパーリ ン ク先の指定方法 （hyperlink/hyperlinktarget）
ハイパー リ ン ク先の指定と は、 URL を指定し た項目をマウ スでク リ ッ ク し た り 、 URL と し てヘルプを定義
し た際に 【ヘルプ】 キーを押し た場合に、 指定し た表示形式に従って表示する機能です。

hyperlinktarget の指定は、 hyperlink に 「1」 を指定し た場合だけ可能です。

ハイパー リ ン ク の処理種別と し て、 以下のどれかの値を指定し ます。

例 ： MeFtWeb1.hyperlink = "1"

　 　 MeFtWeb1.hyperlinktarget = "framename"

4.4.8 画面データ圧縮 （dspcompress）
画面処理時にサーバ と ク ラ イ アン ト で通信するデータ を圧縮するかど う かを dspcompress プロパテ ィ に指
定し ます。 以下のどれかの値を指定し ます。

4.4.9 帳票処理実行モー ドの指定方法 （printmode）
印刷イ メ ージを Web ブラ ウザでプレ ビ ューするか、 直接プ リ ン タ装置に印刷するか、 サーバ上にスプール
するかを指定し ます。 以下のどれかの値を指定し ます。

4.4.10 印刷イ メ ージの画面表示形式 （previewwindow）
プレ ビ ュー画面の画面表示形式を指定し ます。 以下のどち らかの値を指定し ます。

有効値 意味 備考

0 別ブ ラウザを表示し て起動し ます。 省略値

1 hyperlinktarget プロパテ ィ に指定し たフ レームターゲッ ト に表示し ます。 －

2 コ ンテナにハイパーリ ン ク イベン ト を通知し ます。 －

項目に URL を指定する方法や、 ヘルプに URL を指定する方法については、 「MeFt ユーザー
ズガイ ド」 を参照し て く ださい。

有効値 意味 備考

TRUE 画面処理時の通信データ を圧縮し ます。 －

FALSE 画面処理時の通信データ を圧縮し ません。 省略値

画面データの圧縮指定は、 使用するネ ッ ト ワークの回線速度が遅い場合にだけ使用し て く だ
さい。
ネ ッ ト ワークの回線速度が速い場合は、 画面データ を圧縮し て も性能への効果はあ り ません。

帳票処理時は、 通信データは dspcompress の指定に関係な く 、 必ず圧縮されます。

有効値 意味 備考

0 Web ブ ラウザでプレビ ューし ます。 この場合、 プレビ ュー画面から印刷
する こ とができます。

省略値

1 直接、 ク ラ イアン ト に接続されているプ リ ン タ装置に印刷し ます。 －

2 サーバ上にスプールし ます。 －

3 直接、 サーバに接続されているプ リ ン タ装置に印刷し ます。 －

有効値 意味 備考

0 コ ン ト ロール内に表示し ます。 省略値

1 別画面と し て表示し ます。 －
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4.4.11 印刷イ メ ージの表示位置 （previewdrawpos）
プレ ビ ューを行 う 場合、 印刷イ メ ージを コ ン ト ロール域の左上を基準に表示するか、 中央を基準にし て表

示するかを previewdrawpos プロパテ ィ に指定し ます。 以下のどち らかの値を指定し ます。

4.4.12 印刷イ メ ージ生成時に使用するデバイスの指定方法 （previewdc）
プレ ビ ューを行 う 場合、 プ リ ン タ装置のデバイ ス情報を も と に印刷イ メ ージを生成するか、 デ ィ スプレ イ
装置のデバイ ス情報を も と に印刷イ メ ージを生成するかを previewdc プロパテ ィ に指定し ます。

以下のどれかの値を指定し ます。

4.4.13 ズーム率の指定方法 （previewrate）
プレ ビ ューを行 う 場合、最初に表示される印刷イ メ ージのズーム率を previewrate プロパテ ィ に指定し ます。
ズーム率は、 印刷イ メ ージ表示後、 プレ ビ ュー画面のツールバーで変更する こ と ができ ます。

以下のどれかの値を指定し ます。

4.4.14 印刷ボタ ン表示 （hideprtbtn）
印刷ダ イ ア ロ グ画面のサーバ印刷 と スプールのボタ ンを表示するかど う かを指定し ます。 以下のどち ら か

の値を指定し ます。

有効値 意味 備考

0 コ ン ト ロール域の左上を基準にし ます。 省略値

1 コ ン ト ロール域の中央を基準にし ます。 －

有効値 意味 備考

0 プ リ ン タ装置のデバイス情報を も とに印刷イ メ ージを生成し ます。 プ リ
ン タがセ ッ ト ア ッ プ されていない場合には、 その旨の確認メ ッ セージを
表示後、 デ ィ スプレ イのデバイス情報を も とに生成し ます。

省略値

1 常に、 ク ラ イアン ト マシン上のプ リ ン タ情報を も とに印刷イ メ ージを生
成し ます。 プ リ ン タがセ ッ ト ア ッ プ されていない場合には、 エラーと な
り ます。

－

2 常に、 デ ィ スプレ イのデバイス情報を も とに生成し ます。 この場合、 プ
リ ン タがセ ッ ト ア ッ プ されていても無視されますので、 プ リ ン タが定義
されていない場合だけ、 この値を指定し て く ださい。

－

previewdc に 「 0」 または 「2」 を指定し て、 バーコード が定義されている帳票をプレ ビ ュー
する と エラーになる場合があ り ます。 エラーが発生し た場合は、  「1」 を指定し て く ださ い。

有効値 意味 備考

0 ページ全体が表示されるよ う にし てズーム率を自動的に計算し ます。 省略値

W ページの横幅が表示されるよ う にし てズーム率を自動的に計算し ます。 －

H ページの縦幅が表示されるよ う にし てズーム率を自動的に計算し ます。 －

30 ～ 200 ズーム率を 30 ～ 200％までの間で指定し ます。 例えば、 150％で表示す
る場合には、 文字列 「150」 と指定し ます。

－

有効値 意味 備考

0 サーバ印刷と スプールボタ ンを表示し ます。 省略値

1 サーバ印刷と スプールボタ ンを表示し ません。 －
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4.5 メ ソ ッ ド

4.5.1 メ ソ ッ ド一覧
以下に MeFt/Web コ ン ト ロールが実装し ている メ ソ ッ ド について説明し ます。

4.5.2 起動 （submit）
submit メ ソ ッ ド でサーバ上の利用者プロ グ ラ ムを起動し ます。

正常にプロ グ ラ ムを起動し た場合 （復帰値が 「0」 の場合）、 起動し たプロ グ ラ ムが終了する と Terminate イ
ベン ト が通知されます。

復帰値が 「0」 以外の場合には、 Terminate イベン ト は通知されません。

例 ： MeFtWeb1.submit()

4.5.3 利用者プログラムの中断 （Quit）
リ モー ト 実行し たサーバ上の利用者プロ グ ラ ムを中断 （終了） する こ と ができ ます。

中断する ためには、 Quit メ ソ ッ ド を実行し ます。 Quit メ ソ ッ ド を実行する と、 サーバで実行し ている利用
者プロ グ ラ ムには通知コード （N8） が通知されます。

Quit メ ソ ッ ド が実行された場合には、 Terminate イベン ト は通知されません。

ページを移動する前には Web ブラ ウザから Window_onUnload 関数が呼び出されるため、この関数で Quit メ
ソ ッ ド を実行し ます。

例 ：

• VBScript を利用する場合

Sub Window_onUnload()
MeFtWeb1.Quit()
end sub

• JavaScript を利用する場合

window.onunload = function() {
MeFtWeb1.Quit();
}

メ ソ ッ ド名 引数 復帰値

起動 submit な し long 0 正常に起動し ま し た。

-1 プロパテ ィ の指定に誤りがあり ます。

-2 すでにプログラムが実行中です。

-3 コ ン ト ロールの初期化に失敗し ま し た。

利用者プログラムの
中断

Quit な し long 0 正常に中断し ま し た。

-1 中断に失敗し ま し た。

起動用 HTML 表示 と同時に利用者プロ グ ラ ムを起動するには、 以下のよ う に記述し ます。

• VBScript を利用する場合

sub Window_onload()
MeFtWeb1.host = "hostname"
：
MeFtWeb1.submit()
end sub

• JavaScript を利用する場合

window.onload = function() {
MeFtWeb1.hostname = "hostname";
：
MeFtWeb1.submit();
}

Web ブラ ウザ上で リ モー ト 実行中のページを移動する前に利用者プロ グ ラ ムを終了するか、
または Quit メ ソ ッ ド を実行し てプロ グ ラ ムを中断し て く ださい。
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4.6 イベン ト

4.6.1 イベン ト 一覧
以下に MeFt/Web コ ン ト ロールが通知する イベン ト について説明し ます。

4.6.2 利用者プログラムの終了 （Terminate）
submit メ ソ ッ ド によ って起動し た利用者プロ グ ラ ムが終了する と、 Terminate イベン ト が発生し ます。

こ の Terminate イベン ト を処理する こ と によ り 、 利用者プロ グ ラ ムの復帰値を得る こ と ができ ます。

例 ：

• VBScript を利用する場合

<SCRIPT LANGUAGE="VBScript">
sub MeFtWeb1_Terminate(ErrorCode, ProgramCode)
if ErrorCode = 0 then
msgbox " 利用者プロ グ ラ ムが終了し ま し た。 復帰コード ： " & ProgramCode
else
msgbox "MeFt/Web でエラーが発生し ま し た。 復帰コード ： " & ProgramCode
end if
end sub
</SCRIPT>

• JavaScript を利用する場合

<SCRIPT type="text/javascript" for="MeFtWeb1" event="Terminate(ErrorCode, ProgramCode)">
 if( ErrorCode == 0 ) {
 　 alert(" 利用者プロ グ ラ ムが終了し ま し た。 復帰コード ： " + ProgramCode);
 } else {
   alert("MeFt/Web でエラーが発生し ま し た。 復帰コード ： " + ProgramCode);
}
</SCRIPT>

関連機能名 イベン ト 説明

リ モー ト 実行 Terminate(long 
ErrorCode,long 
ProgramCode)

起動し たプログラムが終了し た場合に通知されます。
ErrorCode:MeFt/Web コ ン ト ロールの通知コー ド
　  0 : 正常終了
　 -1 : ネ ッ ト ワークエラー
　 -2 :MeFt/Web サーバのエラー
　 -3 :MeFt/Web コ ン ト ロールのエラー
ProgramCode: プログラムの通知コー ド
　 起動し たプログラムの復帰値

画面処理 hyperlink(LPCTSTR URL) URL を指定し た項目、 ヘルプを選択し た場合に URL を通
知し ます。
このイベン ト は hyperlink プロパテ ィ に “ コ ンテナにハイ
パーリ ン ク イベン ト を通知 ” を指定し た場合に通知されま
す。

利用者プロ グ ラ ムの終了時にページを遷移するには、 以下のよ う に記述し ます。

• VBScript を利用する場合

sub MeFtWeb1_Terminate(ErrorCode, ProgramCode)
location.href = " 遷移先ページの URL"
end sub

• JavaScript を利用する場合

<SCRIPT type="text/javascript" for="MeFtWeb1" event="Terminate(ErrorCode,
ProgramCode)">
location.href = " 遷移先ページの URL";
</SCRIPT>
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4.6.3 ハイパーリ ン クの通知 （hyperlink）
URL を指定し た項目、 ヘルプを選択し た場合に URL を通知し ます。 こ のイベン ト は hyperlink プロパテ ィ
に “ コ ンテナにハイパー リ ン ク イベン ト を通知 ” を指定し た場合に通知されます。

項目に URL を指定する方法や、 ヘルプに URL を指定する方法については、 「MeFt ユーザー
ズガイ ド」 を参照し て く ださい。
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第 5 章 リ モー ト 実行機能を利用する

こ の章では、 サーバ上の利用者プロ グ ラ ムを実行する リ モー ト 実行機能について説明し ます。
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5.1 作業の流れ
ス タ ン ド ア ロ ン環境で作成し た利用者プロ グ ラ ムを、 Web 連携環境に移行する までの作業の流れを以下に
示し ます。

1. スタンドアロン環境で MeFt のインタフェースを使用した利用者プログラムを作成します。

2. 1. で作成した利用者プログラムを、MeFt/Web をインストールした Web サーバのマシン上に移動し

ます。

3. ウィンドウ情報ファイルまたはプリンタ情報ファイルなどのユーザ資源の格納先の指定を変更しま
す。

4. MeFt/Web ドキュメントまたは HTML を作成します。

5. 作成した MeFt/Web ドキュメントまたは HTML を Web ブラウザで開きます。

リ モー ト 実行が行われます。

利用者プロ グ ラ ムの作成方法については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 および
「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。

ユーザ資源の指定方法については、 「5.4 ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く ださ
い。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の作成方法の詳細については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」
を参照し て く ださ い。

HTML の作成方法の詳細については、 「5.9 HTML を作成する」 を参照し て く ださい。
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5.2 処理の流れ
リ モー ト 実行機能時、 サーバ上の利用者プロ グ ラ ムの入出力要求が Web ブラ ウザに画面表示／印刷／プレ
ビ ューされる までの処理の流れを以下に示し ます。

以下に処理の説明を し ます （図中の番号と対応し ています）。

① Web ブラ ウザが MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト または起動用 HTML フ ァ イルを読み込みます。

② MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト または起動用 HTML フ ァ イルに記述し てあ る、 プロパテ ィ （キーワード） 情報
に従って利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行し ます。

③ MeFt/Web サーバから MeFt/Web コ ン ト ロールに MeFt の入出力情報が渡されます。

④ 環境設定フ ァ イル、 画面帳票定義体などのユーザ資源がク ラ イ アン ト にダウ ン ロード されます。

⑤ プロパテ ィ （キーワード） に従って、 画面入出力、 プレ ビ ュー、 または印刷を行います。
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5.3 利用者プログラムを開発する
こ こ では、 MeFt/Web の Web 連携機能固有の事項について説明し ます。

5.3.1 利用者プログラム作成上の注意点
• MeFt/Web で画面入出力や印刷を行え る利用者プロ グ ラ ムは、 COBOL 言語で作成された 64 ビ ッ ト

のプロ グ ラ ムのみです。 32 ビ ッ ト のプロ グ ラ ムは動作し ません。 また、 MeFt の C 言語イ ン タ
フ ェースのプロ グ ラ ムは MeFt/Web で使用でき ません。

• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルおよびプ リ ン タ情報フ ァ イルを使用し て必ずユーザ資源への格納パス を指
定し て く ださい。

• カレン ト デ ィ レ ク ト リ は使用でき ません。 ス タ ン ド ア ロ ン環境下のカレ ン ト デ ィ レ ク ト リ は、 通
常、 実行フ ァ イルが存在するデ ィ レ ク ト リ です。 しかし、 MeFt/Web で Web 連携する場合、 カレ
ン ト デ ィ レ ク ト リ は不定にな り ます。 環境変数 MEFTWEBDIR （MEFTDIR） やキーワード MEDDIR 
などに格納先デ ィ レ ク ト リ を指定し て、 フルパスになる よ う にし ます。

• 利用者プロ グ ラ ムでは、 必ず適切なエラー処理が必要です。 MeFt/Web などネ ッ ト ワーク環境下で
は、 ネ ッ ト ワーク回線異常などの予期し ない事態が通常のス タ ン ド ア ロ ン環境 と比較し て頻繁に発
生し ます。 エラーの対処を行わない場合、 システムループなど重大な障害が発生する可能性があ り
ます。

• リ モー ト 実行で起動し た利用者プロ グ ラ ム中から子プロセスやス レ ッ ド を生成し て、 別の利用者プ
ロ グ ラ ムを非同期に実行する と、 ク ラ イ アン ト のデ ィ スプレ イ装置やプ リ ン タ装置へ入出力でき ま
せん。 子プロセス と し て別の利用者プロ グ ラ ムを非同期に実行する場合には、 MeFt の ps_exec 関
数 （C イ ン タ フ ェースだけ） を使用し て く ださい。

• 画面帳票定義体名にロ ングフ ァ イル名は使用でき ません。

• ク ラ イ アン ト 印刷およびプレ ビ ューでは、 OPEN から CLOSE までの処理を CLOSE 処理時に一括
し て行います。 このため、 OPEN 処理または WRITE 処理でエラーが発生し た場合、 利用者プロ グ
ラ ムには CLOSE 処理の復帰コード と し てエラーが通知されます。 また、 プ リ ン タ情報フ ァ イルや
メ デ ィ アデータ を削除する場合は、 CLOSE 処理が完了し てから削除し て く ださい。

• 画面に対する READ 文や、 ク ラ イ アン ト 印刷またはプレ ビ ューを行 う 場合の印刷処理の CLOSE 文
では、 利用者プロ グ ラ ムが待ち状態になる場合があ り ます。 し たがって、 利用者プロ グ ラ ムでフ ァ
イルやデータベースの排他制御を し ている場合は、 これらの文を実行する前に排他処理を解除し て
く ださい。

• 利用者プロ グ ラ ムを実行し た場合、 MeFt を利用し ない画面は、 サーバ上で処理されます。 しかし、
通常、 Web サーバを介し て起動されたプロ グ ラ ムはバッ ク グ ラ ウ ン ド で処理されるため、 実際に
は表示されずに、 入力待ちにな り ます。

• COBOL で出力される実行時 メ ッ セージは、 フ ァ イルまたはイベン ト ロ グへ出力し て く ださい。
メ ッ セージの出力先は、 実行用の初期化フ ァ イルまたは環境変数に
「@CBR_MESSAGE=EVENTLOG」 または 「@MessOutFile= フ ァ イル名」 を指定し ます。

• 実行用の初期化フ ァ イルまたは環境変数に 「@WinCloseMsg=OFF」 を指定し て く ださい。

• コ ン ソール画面への DISPLAY/ACCEPT はでき ません。

• ソー ト 処理を行 う 場合は、 環境変数 BSORT_TMPDIR または TEMP を設定し て く ださい。

• COBOL の診断機能が起動される と、 サーバマシンに メ ッ セージボ ッ ク スが表示され、 Web ブラ ウ
ザが 「応答な し」 の状態にな り ます。 これを回避するには、 実行用の初期化フ ァ イルまたは環境変

利用者プロ グ ラ ムのコ ンパイルおよび リ ン ク オプシ ョ ンについては、 「MeFt ユーザーズガイ
ド」 および 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。

ユーザ資源の格納場所については、 「5.4 ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く ださ
い。

ps_exec 関数については、 「MeFt ユーザーズガ イ ド」、 および、 「5.3.3 別プロセスの起
動方法」 を参照し て く ださ い。

詳細については 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。
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数に 「@CBR_JUSTINTIME_DEBUG=ALLERR,SNAP -l」 または 「@CBR_JUSTINTIME_DEBUG=NO」 を
指定し て く ださい。

• プロセス型プロ グ ラ ムで DISPLAY 文の実行結果をフ ァ イルに出力する場合は、 プロセス間でフ ァ
イル名の衝突が起こ ら ないよ う に対処が必要です。 例えば以下のよ う な対処があ り ます。

－ プロセス型プロ グ ラ ムの起動用バッチフ ァ イルまたはプロ グ ラ ム起動ページの environment 
プロパテ ィ の指定などで、 使用する フ ァ イル名をプロセス ご と に変更し ます。

• MeFt/Web で リ モー ト 実行するプロ グ ラ ムは、 MeFt/Web のサービ スプロ グ ラ ム配下で動作し ま
す。

• FORMAT 句付き印刷フ ァ イルを使 う 印刷において、 用紙内で印字可能な行数を超えて出力し て も
自動的に改ページ されません。 利用者プロ グ ラ ムで出力する行数を管理し て改ページ処理を行って
く ださい。

• 環境変数名および環境変数の値に 「!」 は使用でき ません。

5.3.2 環境変数
MeFt/Web を使用し た利用者プロ グ ラ ムの実行時には、 以下の環境変数を設定し ます。

また、 MeFt/Web では、 利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行する際に、 以下の環境変数を使用し ます。 利用
者プロ グ ラ ムなどでは、 これらの環境変数は使用し ないで く ださい。

※ 1） 環境変数 _MW_ENV は、 ps_exec 関数を使用する場合に、 利用者プロ グ ラ ムで使用し ます。

サービ ス配下で動作するプロ グ ラ ムの注意点については、 「NetCOBOL ユーザーズガ
イ ド」 の 「サービ ス配下で動作するプロ グ ラ ム」 を参照し て く ださい。

MeFt で使用する環境変数については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。

環境変数 意味

MEFTWEBDIR MeFt/Web ク ラ イアン ト が使用するウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルまたはプ リ ン タ情報フ ァ イ
ルの格納デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 複数のデ ィ レ ク ト リ を指定する場合は、 % （文字
コー ド ： 0x25） で区切り ます。 例えば、 http://host/dir1 と http://host/dir2 を指定する
場合は以下のよ う にし ます。
　 set MEFTWEBDIR=http://host/dir1%http://host/dir2
MEFTWEBDIR が設定されていない場合、 環境変数 MEFTDIR に指定されたデ ィ レ ク ト リ
が格納デ ィ レ ク ト リ と し て参照されます。

MEFTDIR サーバ印刷時に、 使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。
指定方法については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照し て く だ さい。

MEFTWEBDIR と MEFTDIR が両方指定されている場合は、 MEFTWEBDIR の指定が優先され
ます （ただし、 サーバ印刷時をのぞき ます）。

_MW_ID _MW_DSP _MW_PRT _MW_USR

_MW_WIN _MW_PRE _MW_MSG _MW_PAR

_MW_PIPE _MW_PIPEINH _MW_IP _MW_CMP

_MW_OPT _MW_DTR _MW_ENV （※1） _MW_CGI

_MW_GAI

「5.3.3 別プロセスの起動方法」 を参照し て く ださい。
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5.3.3 別プロセスの起動方法
利用者プロ グ ラ ムから、 別の利用者プロ グ ラ ムを起動する場合には、 ps_exec 関数を使用し ます。

• プロ グ ラ ム イ ン タ フ ェース

本機能は Ｃ だけ対応です。

【形式】
PSINT PSFUNCTION ps_exec(PSPSTR pCmdLine, PSPVOID pExtension);

【機能説明】
指定したアプリケーションを実行します。

【パラ メ ータ】
pCmdLine ： アプ リ ケーシ ョ ンを実行する コマン ド ラ イ ン （フ ァ イル名

と オプシ ョ ンのパラ メ ータ） を持つ、 NULL で終わる文字
列を指定し ます。 フ ァ イル名は、 デ ィ レ ク ト リ パス を
含んだフルパスで指定し て く ださい。

pExtension ： リ ザーブです。 0 を指定し ます。

【使用例】
C ドライブの FUJITSU ディレクトリに格納されている TEST.EXE を起動します。
ps_exec("C:¥FUJITSU¥TEST.EXE",0);

【診断】
正常終了時には 0 が返されます。システムにメモリまたはリソースが足りない場合には 1 が、指定

したファイルが見つからない場合には 2 が、指定した実行ファイルが無効の場合には 3 が返されま

す。

【注意事項】
本機能を使用する場合には、F4BJWI00.lib をリンクしてください。

• ps_exec 関数の動作

MeFt/Web の ps_exec 関数の動作について説明します。

利用者プログラム Ａ から ps_exec 関数によって利用者プログラムＢ の実行を要求すると、MeFt/
Web サーバはその要求をクライアント側の MeFt/Web クライアントに渡します。MeFt/Web クライ

アントは、現在、利用者プログラム Ａ を実行している Web ブラウザとは別のウィンドウを自動的
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に開設し、そのウィンドウから利用者プログラム Ｂ をリモート実行します。また、利用者プログ

ラム Ｂ をリモート実行する場合、利用者プログラム Ａ を起動する際に使用された以下のプロパ

ティ（キーワード）が引き継がれます。

なお、 hyperlink、 hyperlinktarget は、 引き継がれません。 別ウ ィ ン ド ウでハイパー リ ン ク されます。

ps_exec 関数では、 利用者プロ グ ラ ム Ａ の環境情報 （環境変数） を、 利用者プロ グ ラ ム Ｂ に渡す
こ と ができ ます。

利用者プロ グ ラ ム Ａ の環境変数を利用者プロ グ ラ ム Ｂ に渡すためには、 環境変数 _MW_ENV に渡
す環境変数名をカンマ （,） で区切って指定し ます。

例 ： 利用者プロ グ ラ ム Ａ の環境変数を以下のよ う に設定し ていた場合、 利用者プロ グ ラ ム Ｂ に環
境変数 X と環境変数 Y の内容が引き継がれます。
X=12345
Y=98765
_MW_ENV=X,Y

5.3.4 利用者プログラムのデバッ グ方法
COBOL プロ グ ラ ムをデバッ ガを使用し てデバッ グするには、デバッ グするプロ グ ラ ムからデバッ ガを起動
し ます。

以下に手順を説明し ます。

1. COBOL プログラムを翻訳・リンクします。

デバッ グを行 う ための翻訳オプシ ョ ンおよび リ ン ク オプシ ョ ンを指定し ます。

COBOL プロ グ ラ ムが作成されます。

2.  実行環境変数を設定します。

デバッ グするプロ グ ラ ムからデバッ ガを起動するために、 あ らかじめシステムの環境変数または実
行用の初期化フ ァ イル （COBOL85.CBR） に以下の実行環境情報を設定し てお く 必要があ り ます。
システムの環境変数に設定し た場合は、 設定後システムを再起動し て く ださい。
@CBR_ATTACH_TOOL=TEST ［起動パラ メ ータ］

3. Web ブラウザから COBOL プログラムをリモート実行します。このとき、Web ブラウザは、デバッ

グする COBOL プログラムが実行されるサーバマシンである必要はありません。

COBOL プロ グ ラ ムが起動される と、 サーバマシン上にデバッ ガが自動的に起動されます。

4. ［デバッグを開始する］ダイアログから、デバッグ情報ファイル格納フォルダと必要な情報を指定
してデバッグを開始します。

5. デバッグ操作は、通常のデバッガを使用したデバッグと同じです。

5.3.5 ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルと プ リ ン タ情報フ ァ イルのキーワー ド
MeFt のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルおよびプ リ ン タ情報フ ァ イルに指定する キーワード については、「5.4 ユー
ザ資源の指定方法」 を参照し て く ださい。

また、 MeFt/Web で使用でき ないキーワード については、 「7.4 MeFt」 を参照し て く ださい。

hostname port message

usedcgi displaywindow printmode

previewwindow previewdrawpos previewdc

previewrate

• _MW_ENV で継承でき る環境変数の情報量には制限があ り ます。 _MW_ENV に指定
された " 環境変数名と その値の総和 " が 2048 バイ ト を超え る と、 環境変数が引き
継がれません。 なお、 上記の例では " 環境変数名と その値の総和 " は、 15 バイ ト
にな り ます。

• ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは ps_exec 関数で起動でき ません。

デバッ グを行 う ための翻訳および リ ン ク の方法、 起動パラ メ ータ、 およびデバッ ガの
使用方法ついては、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。
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5.4 ユーザ資源の指定方法
MeFt/Web で使用するユーザ資源の指定方法について説明し ます。

• ユーザ資源の指定方法

ユーザ資源の格納先は URL で指定し ます。

• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル と プ リ ン タ情報フ ァ イル

MeFt の環境設定フ ァ イルであ る ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル と プ リ ン タ情報フ ァ イルは、 画面帳票定
義体の格納デ ィ レ ク ト リ やプ リ ン タ機種などの各種情報を設定し ます。

MeFt/Web を使用し ないス タ ン ド ア ロ ン環境では、 ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル と プ リ ン タ情報フ ァ イ
ルの格納デ ィ レ ク ト リ を環境変数 MEFTDIR で指定し ます。

MeFt/Web では、 サーバ印刷時に使用するプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納デ ィ レ ク ト リ を環境変数
MEFTDIR で指定し ます。 また、 MeFt/Web コ ン ト ロールが使用する ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル と プ
リ ン タ情報フ ァ イルの格納デ ィ レ ク ト リ を環境変数 MEFTWEBDIR で指定し ます。 ただし、 サーバ
印刷用のプ リ ン タ情報フ ァ イル名と、 ク ラ イ アン ト 用のプ リ ン タ情報フ ァ イル名は同一名にする必
要があ り ます。

指定方法 説明

URL 指定 Web サーバ上に格納されたユーザ資源を URL で指定し ます。 URL にはプロ ト コル
名、 ホス ト 名を含めます （必要に応じ てポー ト も指定し ます）。 ただ し、 取り扱う
こ とのできる URL は、 http プロ ト コルまたは https プロ ト コルのものだけです
（https を使用できるのは Internet Explorer で SSL を利用する場合です）。
（設定例）
http://host/dir1 に格納された環境設定フ ァ イルを指定する例を以下に示し ます。
　 set MEFTWEBDIR=http://host/dir1

• URL には、 「¥」 文字を含むデ ィ レ ク ト リ は使用でき ません。

• ユーザ資源を URL で指定し た場合、 ク ラ イ アン ト にダウ ン ロード されたユーザ資
源は Internet Explorer にキ ャ ッ シュ されます。 このため、 サーバ上のユーザ資源が
変更されない限 り 、 プロ グ ラ ムを起動する度に毎回ダウ ン ロード される こ と はあ
り ません。

ス タ ン ド ア ロ ン環境で使用する環境設定フ ァ イルについては、 「MeFt ユーザーズガイ
ド」 を参照し て く ださ い。
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例えば、 サーバ印刷用のプ リ ン タ情報フ ァ イル （prtenv） をサーバ上のデ ィ レ ク ト リ C:¥dir1 に格
納し、 MeFt/Web ク ラ イ アン ト 用のプ リ ン タ情報フ ァ イル （prtenv） を http://host/dir に格納し た
場合、 以下のよ う にな り ます。

－ COBOL プロ グ ラ ムの ASSIGN 句の記述

－ 環境変数の記述

ASSIGN   TO   GS-PRTFILE

set   MEFTDIR=c:¥dir
set   MEFTWEBDIR=http://host/dir
set   PRTFILE=prtenv
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• ク ラ イ アン ト 用のユーザ資源の指定方法

MeFt/Web ク ラ イ アン ト が使用する画面帳票定義体などのユーザ資源は以下のよ う に指定し ます。

ユーザ資源名 指定方法

ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イ
ル

COBOL プログラムの ASSIGN 句に指定し たフ ァ イル識別名に、 情報
フ ァ イルの名前を URL またはフ ァ イル名のみで指定し ます。 フ ァ イル名
だけを指定する場合は、 環境変数 MEFTWEBDIR に格納デ ィ レ ク ト リの
URL を指定し ます。 環境変数を指定する場合には、 MeFt/Web ク ラ イア
ン ト の environment  プロパテ ィ （キーワー ド） を使用する こ とができま
す （ただし、 プロセス型プログラムの場合だけ）。

プ リ ン タ情報フ ァ イル

画面帳票定義体 格納デ ィ レ ク ト リ を ク ラ イアン ト 用の環境設定フ ァ イルの MEDDIR キー
ワー ド に、 URL で指定し ます。 拡張子を環境設定フ ァ イルの MEDSUF 
キーワー ド で指定し ます。

オーバレ イ定義体 格納デ ィ レ ク ト リ を ク ラ イアン ト 用の環境設定フ ァ イルの OVLPDIR 
キーワー ド に、 URL で指定し ます。 拡張子を環境設定フ ァ イルの
OVLPSUF キーワー ド で指定し ます。

組込みメ デ ィ ア 格納デ ィ レ ク ト リ を ク ラ イアン ト 用の環境設定フ ァ イルの MEDIADIR 
キーワー ド に、 URL で指定し ます。

背景メ デ ィ ア メ デ ィ アフ ァ イル名を ク ラ イアン ト 用の環境設定フ ァ イルの
BACKMEDIA キーワー ド に、 URL で指定し ます。

ヘルプ フ ァ イル ヘルプフ ァ イルは使用できません。 ク ラ イアン ト 用のウ ィ ン ド ウ情報
フ ァ イルの HELPDIR キーワー ド は削除し て く だ さい。

アイ コ ン アイ コ ンは使用できません。 ク ラ イアン ト 用のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル
の ICONRSRC キーワー ドは削除し て く だ さい。

URL で指定されたユーザ資源をア ク セスする際に、 匿名接続が不可であった場合に
は、 認証画面が表示されます。 ただし、 サーバ印刷を行 う 場合には、 必ず、 匿名接続
ができ る状態にし ます。 これは、 サーバ印刷ではバッ ク グ ラ ウ ン ド で処理されるため
認証画面が表示されないためです。
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5.5 Unicode アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法
Unicode で動作する COBOL アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法について説明し ます。

5.5.1 Web ブ ラウザ
Unicode アプ リ ケーシ ョ ンを MeFt/Web で使用する場合は、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト または起動用 HTML
フ ァ イルの文字コード にシフ ト JIS を使用し て く ださい。

5.5.2 翻訳、 リ ン ク方法について
MeFt/Web 固有の注意点はあ り ません。

5.5.3 実行時の注意点
• pathname プロパテ ィ （キーワード） および argument プロパテ ィ （キーワード） に日本語を指定で

き ません。

• エン コード UTF-32 の日本語項目を使用する場合は、 UTF-32 用帳票定義体を利用する必要があ り
ます。 UTF-32 用帳票定義体は、 拡張子が 「.smu」 または 「.pmu」 であ る ため、 IIS の設定で MIME

タ イプの登録が必要です。

翻訳、 リ ン ク方法については、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。

MIME タ イプの設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築 と環境設定」 を参照し て く
ださ い。

Unicode アプ リ ケーシ ョ ン実行時の注意点については、 「NetCOBOL ユーザーズガ イ ド」 を参
照し て く ださい。
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5.6 MeFt の追加通知コー ド
MeFt/Web の運用時には、 MeFt の通知コード に加えて、 以下の通知コード が利用者プロ グ ラ ムに通知され
ます。

通知コー ド ラベル 英数字
コー ド

ト ラ ブル内容、 対処方法

MEFD_RC_NSVER N1 ク ラ イアン ト マシンでエラーが発生し ま し た。

【原因】

• クライアントマシンまたはサーバマシンでメモリ不足が発生しまし
た。

• Web サーバが正常に通信を行うことができなかったため、リモート

実行処理を続行できなくなりました。

【対処】
以下の ２ 点を確認し て く ださい。

• クライアントマシンまたはサーバマシンにメモリの空きがあります
か。

• Web サーバは正常に動作していますか。

MEFD_RC_NTIME N7 MeFt/Web サーバで通信監視時間のタ イムアウ ト が発生し ま し た。

【原因】

N7 の通知コー ドは以下の理由によ り、 通信監視時間を越えてク ラアイ ン
ト からの応答が利用者プログラムへ返らない場合に発生し ます。

• ネットワークで異常が発生した。

• クライアントで Web ブラウザが強制終了された。

• Web ブラウザを起動したままクライアントマシンが電源断または再

起動された。

• クライアントで画面の入力待ち状態またはプレビュー画面表示状態
のまま放置された。

【対処】
利用者プログラムで後処理 （オープン中のフ ァ イルのク ローズなど） を
行い、 終了処理を行って く ださい。
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MEFD_RC_NSHUT N8 MeFt/Web ク ラ イアン ト の Quit メ ソ ッ ドが実行されま し た。 または Web
サーバでエラーが発生し ま し た。

【原因】

N8 の通知コー ドは以下の場合に発生し ます。

• クライアントの Web ブラウザでリモート実行中に以下の操作が行わ

れてページ遷移した。

－ 　［戻る］ボタンをクリック

－ 　BackSpace キーを押す

－ 　ハイパーリンクまたはページの再読込み

• Web サーバで異常が発生した。

• クライアントの Web ブラウザでリモート実行中に以下の操作が行わ

れて Web ブラウザが終了した。

－ 　［×］ボタンをクリック

－ 　Alt キーを押しながら F4 キーを押す

なお、 Web ブ ラウザを強制終了し た り、 Web ブ ラウザを起動し たままク
ラ イアン ト マシンを電源断や再起動し た場合、 N8 は通知されません。 こ
のよ う な場合、 MeFt/Web 動作環境で通信監視時間を 0 以外に指定する
こ とによ り、 ク ラ イアン ト から応答がない状態を利用者プログラムで検
知できます。

通信監視時間の指定については、 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する」
を参照し て く ださい。

【対処】
利用者プログラムで後処理 （オープン中のフ ァ イルのク ローズなど） を
行い、 終了処理を行って く ださい。

なお、 一度、 N7 または N8 エラーが発生する と、 以降の処理では N8 エ
ラーが通知されます。

MEFD_RC_NLOAD N9 MeFt/Web サーバでプログラムのロー ド エラーが発生し ま し た。

【原因】

リ ソース不足が発生し、 MeFt/Web の DLL がメ モ リ上にロー ド できな
かった場合に発生し ます。

【対処】

業務システムの使用メ モ リ使用量 （物理メ モ リや仮想メ モ リ） を確認
し、 リ ソース不足が発生し ないよ う に メ モ リ増設等を行って く ださい。

通知コー ド ラベル 英数字
コー ド

ト ラ ブル内容、 対処方法
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5.7 プロセス型プログラムからスレ ッ ド型プログラムへ
の移行方法

既存のプロセス型プロ グ ラ ムか ら ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムへの移行は、 容易に行えます。 ただし、 翻訳、 リ
ン ク方法や実行環境の変更が必要と な り ます。 また、 場合によ っては、 若干のプロ グ ラ ム修正が必要です。
以下に、 移行の際の注意点などについて説明し ます。

5.7.1 プログラム修正
以下の機能を使用し ている既存のプロセス型プロ グ ラ ムを ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムに移行する場合は、 プロ
グ ラ ム修正が必要です。

• 環境変数操作

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムでは 1 つのプロセスで複数のス レ ッ ド が動作し ます。 そのため、 環境変数の
内容を変更する と、 他のアプ リ ケーシ ョ ンに影響を及ぼす場合があ り ます。 また、 環境変数の内容
を参照する場合も、 内容そのものが不変であ る こ と が一切保証されないので、 アプ リ ケーシ ョ ンの
動作が意図し た もの と異なる場合があ り ます。

• 引数の受け渡し方法

プロセス型プロ グ ラ ムの場合、 プロ グ ラ ム起動時に指定された引数 （MeFt/Web ク ラ イ アン ト の
argument プロパテ ィ （キーワード） に指定された文字列） を受け取るには、 コマン ド 行引数の操作
機能を使用し ます。 一方、 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは、 副プロ グ ラ ム と し て Ｃ 呼び出し規約に従っ
て呼び出されます。 そのため、 プロ グ ラ ム起動時に指定された引数を受け取るには、 手続き部の見
出しの USING 指定にデータ名を記述する必要があ り ます。

なお、 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムで受け取れる引数の数は、 １ 個だけです。

• プロ グ ラ ムの終了

プロセス型プロ グ ラ ムでは、 EXIT PROGRAM または STOP RUN を使用し ますが、 ス レ ッ ド型プロ
グ ラ ムでは、 EXIT PROGRAM を使用し て く ださい。 ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムでは、 STOP RUN は使
用し ないで く ださい。

5.7.2 翻訳、 リ ン ク方法について
既存のプロセス型プロ グ ラ ムを ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムに移行するには、再翻訳および再 リ ン クが必要です。

• 翻訳

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムの翻訳では、 プロセス型プロ グ ラ ム と異な り 、 翻訳オプシ ョ ン
THREAD(MULTI) を指定し て く ださい。
プロセス型プロ グ ラ ムの主プロ グ ラ ムには翻訳オプシ ョ ン MAIN を指定し なければな り ませんが、
ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムに移行する際には、 DLL を作成するため、 翻訳オプシ ョ ン MAIN を指定し な
いで く ださい。
以下に翻訳コマン ド を使用し て翻訳する と きの例を示し ます。

• リ ン ク

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムは、 オブジェ ク ト を リ ン ク し て DLL を作成し なければな り ません。
以下に リ ン ク コマン ド を使用し て リ ン クする と きの例を示し ます。

リ ン ク時には F4AGCBDM.obj を リ ン ク し、 /ENTRY:COBDMAIN を指定し て く ださい。

詳細については、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 の 「C プロ グ ラ ムから COBOL プ
ロ グ ラ ムを ス レ ッ ド と し て起動する方法」 を参照し て く ださい。

COBOL -WC,"THREAD(MULTI)" COB.cob

LINK /DLL COB.obj F4AGCBDM.obj F4AGCIMP.lib KERNEL32.LIB /ENTRY:COBDMAIN /OUT:COB.dll

翻訳オプシ ョ ン、 リ ン ク方法の詳細については、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を
参照し て く ださ い。
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5.7.3 実行
• 実行用初期化フ ァ イルの設定

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムでは、 実行用の初期化フ ァ イルの内容は、 共通部だけで構成されます。 セ ク
シ ョ ンに記述された情報は無視されます。 このため、 既存のプロセス型プロ グ ラ ムを ス レ ッ ド型プ
ロ グ ラ ムに移行する場合は、 セ ク シ ョ ンに記述された情報を共通部に指定し て く ださい。

以下にフ ァ イル識別名を環境変数情報名 と し て、 ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル名およびプ リ ン タ情報
フ ァ イルを設定する例を示し ます。

また、 プロ グ ラ ムを起動し たあ と に、 実行用の初期化フ ァ イルの内容を変更し た場合は、
MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ム （MeFt/Web 64bit Service） を再起動し て く ださ い。 サービ スプロ グ
ラ ムを再起動するには、 コ ン ト ロールパネルの ［管理ツール］ の中にあ る ［サービ ス］ ア イ コ ンを
使って停止し てから開始し ます。

サービ スプロ グ ラ ムを再起動し ない と、 変更し た実行用の初期化フ ァ イルの内容は有効にな り ませ
ん。

• 環境変数の設定

ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムでは、 MEFTWEBDIR などの環境変数を environment プロパテ ィ やバッチコ
マン ド に指定でき ません。 そのため、 環境変数は、 実行用の初期化フ ァ イル （COBOL85.cbr） また
はシステムの環境変数に指定し て く ださい。 なお、 システムの環境変数に設定し た場合は、 設定
後、 システムを再起動し て く ださい。

COBOL85.cbr と システム環境変数の両方に同一の環境変数が設定されている場合は、
COBOL85.cbr の方が有効にな り ます。

• その他の注意事項

－ ス レ ッ ド型プロ グ ラ ムを起動し たあ と に、 ス レ ッ ド 型プロ グ ラ ムを入れ替え る ために、
MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ム （MeFt/Web 64bit Service） を再起動し て く ださい。

－ 通常、 COBOL 診断機能で出力される診断レポー ト の標準出力先は、 以下の名前で作成され
ます。

C:¥ProgramData¥Fujitsu¥NetCOBOL¥COBSNAP

診断レポートのファイル名は、アプリケーションの名前を元に「アプリケーション名 _ エ
ラー発生時間」に変更し、拡張子を「LOG」に置き換えた名前になります。

実行用の初期化フ ァ イルの設定については、 「NetCOBOL ユーザーズガイ ド」 を参照
し て く ださ い。

サービ スの起動／停止は、 コ ン ト ロールパネルからの操作以外に、 以下のコマン ド で
コマン ド プロ ンプ ト やバッチフ ァ イルから実行する こ と が可能です。
　 停止 　 ＞ net stop MeFtWeb64Service
　 起動 　 ＞ net start MeFtWeb64Service

[A]�
DSPFILEA=MEFWRCA�
PRTFILEA=MEFPRCA�
�
[B]�
DSPFILEB=MEFWRCB�
PRTFILEB=MEFPRCB

例）COBOL85.CBR

�

COBOL85.CBR

DSPFILEA=MEFWRCA�
PRTFILEA=MEFPRCA�
DSPFILEB=MEFWRCB�
PRTFILEB=MEFPRCB
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5.8 MeFt/Web ド キュ メ ン ト を作成する
Web サーバ上の利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行する ために、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を作成する必要が

あ り ます。 こ こ では、 入金伝票処理のプロ グ ラ ムを例に説明し ます。

 1 [Property]

 2 hostname   hostname ← Web サーバのホス ト 名を指定

 3 gatewaypathname /MeFtWeb64 ← /MeFtWeb64 を指定。 省略する こ とはできません。

 4 port   80 ← Web サーバのポー ト 番号を指定

 5 pathname   c:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥meftweb64¥sample¥denpyous.exe
←起動する利用者プログラムを指定

 6 argument ←起動する利用者プログラムの引数を指定

 7 environment   MEFTWEBDIR=http://hostname/MeFtWeb64/sample.web
←環境変数を指定

 8 displaywindow   0 ←画面表示形式を指定

 9 printmode   0 ←帳票処理実行モー ド を指定

 10 previewwindow   0 ←プレビ ュー画面の表示形式を指定

 11 previewdrawpos   0 ←印刷イ メ ージの表示位置を指定

 12 previewdc   0 ←印刷イ メ ージ生成時に使用するデバイスを指定

 13 previewrate   0 ←印刷イ メ ージの拡縮率を指定

 14 message   0 ←エラー メ ッ セージの処理を指定

この ド キ ュ メ ン ト は、 MeFt/Web のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ の document デ ィ レ ク ト リ 下に
あ る denpyou1.mwd です。
下線で示されている hostname と サンプルプロ グ ラ ムの格納デ ィ レ ク ト リ は、 環境に応じ て変
更し て く ださい。

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト の詳細については、 「3.3 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 」 を参照し て く だ
さい。
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5.9 HTML を作成する
Web サーバ上の利用者プロ グ ラ ムを リ モー ト 実行する ために、 HTML を作成する必要があ り ます。

こ こ では、 入金伝票処理のプロ グ ラ ムを例に説明し ます。

例 ： VBScript を利用する場合

 1 <HTML>

 2 <HEAD>

 3 <TITLE>MeFt/Web sample</TITLE>

 4 </HEAD>

 5 <BODY>

 6 <INPUT TYPE=BUTTON VALUE="GO!" NAME="GO"><BR>
←ボタ ンを定義し ます。

 7 <OBJECT ← OBJECT タグの開始

 8 ID="MeFtWeb1" ←オブジ ェ ク ト 名を指定

 9 CLASSID="CLSID:61F12C43-5357-11D0-9EA0-00000E4A0F56"
← MeFt/Web コ ン ト ロールのク ラス Ｉ Ｄ

10 WIDTH="423" HEIGHT="303" ←コ ン ト ロールサイズ

11 CODEBASE="http://hostname/MeFtWeb64/meftweb.cab#version=12,0,0,2">
← MeFt/Web コ ン ト ロールの格納先を指定。
「4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上からダウンロー ド する」 を
お読み く だ さい。

12 </OBJECT> ← OBJECT タグの終了

13 <SCRIPT LANGUAGE="VBScript">

←スク リ プ ト の開始

14 Sub GO_onClick() ←ボタ ン処理の開始 （ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合の処理）

15 MeFtWeb1.hostname = "hostname"
← Web サーバのホス ト 名を指定

16 MeFtWeb1.gatewaypathname = "MeFtWeb64"

17 MeFtWeb1.pathname ="c:¥program files¥NetCOBOL Vx.x¥meftweb64¥sample¥denpyous.exe"
←起動する利用者プログラムを指定

18 MeFtWeb1.environment ="MEFTWEBDIR=http://hostname/MeFtWeb64/sample.web"
←環境変数を指定

19 MeFtWeb1.submit() ←利用者プログラムの実行

20 end sub ←ボタ ン処理の終了

21 Sub Window_onUnload() ←ページを終了し た場合の処理

22 MeFtWeb1.Quit() ←プログラムを終了し ます

23 end sub ←ページを終了し た場合の処理終了

24 </SCRIPT> ←スク リ プ ト の終了

25 </BODY>

26 </HTML>
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例 ： JavaScript を利用する場合

 1 <HTML>

 2 <HEAD>

 3 <TITLE>MeFt/Web sample</TITLE>

 4 </HEAD>

 5 <BODY>

 6 <INPUT TYPE=BUTTON VALUE="GO!" onclick="go_submit()"><BR>
←ボタ ンを定義し ます。

 7 <OBJECT ← OBJECT タグの開始

 8 ID="MeFtWeb1" ←オブジ ェ ク ト 名を指定

 9 CLASSID="CLSID:61F12C43-5357-11D0-9EA0-00000E4A0F56"
← MeFt/Web コ ン ト ロールのク ラス Ｉ Ｄ

10 WIDTH="423" HEIGHT="303" ←コ ン ト ロールサイズ

11 CODEBASE="http://hostname/MeFtWeb/meftweb.cab#version=12,0,0,2">
← MeFt/Web コ ン ト ロールの格納先を指定。
「4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上からダウンロー ド する」 を
お読み く だ さい。

12 </OBJECT> ← OBJECT タグの終了

13 <SCRIPT type="text/javascript">

←スク リ プ ト の開始

14 function go_submit() { ←ボタ ン処理の開始 （ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合の処理）

15 MeFtWeb1.hostname = "hostname";
← Web サーバのホス ト 名を指定

16 MeFtWeb1.pathname ="c:¥¥program files¥¥NetCOBOL¥¥meftweb¥¥sample¥¥denpyous.exe";
←起動する利用者プログラムを指定

17 MeFtWeb1.environment ="MEFTWEBDIR=http://hostname/MeFtWeb/sample.web";
←環境変数を指定

18 MeFtWeb1.submit(); ←利用者プログラムの実行

19 } ←ボタ ン処理の終了

20 window.onunload = function(){ ←ページを終了し た場合の処理

21 MeFtWeb1.Quit(); ←プログラムを終了し ます

22 } ←ページを終了し た場合の処理終了

23 </SCRIPT> ←スク リ プ ト の終了

24 </BODY>

25 </HTML>

MeFt/Web コ ン ト ロールのプロパテ ィ については、 「4.4 プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。
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この HTML を Web ブラ ウザで開 く と以下のよ う にな り ます。

こ の入金伝票処理の例では、 ［GO!］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ス ク リ プ ト （GO_onClick または go_submit）
が実行されます。 また、 submit メ ソ ッ ド によ って、 Web サーバ上の利用者プロ グ ラ ムが実行されます。

以下に入金伝票処理プロ グ ラ ムが実行された場合の図を示し ます。

• この HTML は、 NetCOBOL のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ 下の
¥samples¥MeFtWeb64¥sample.web デ ィ レ ク ト リ 下にあ る denpyou1.htm です。
下線で示されている ホス ト 名 と サンプルプロ グ ラ ムの格納デ ィ レ ク ト リ は、 環境に応じ
て変更し て く ださい。
また、 MeFt/Web サーバサービ スマネージャの 「プロ グ ラ ム起動」 ページを利用する と、
利用者プロ グ ラ ムを実行する HTML を自動的に作成でき ます。

• 利用者プロ グ ラ ム動作中にブラ ウザの閉じ るボタ ン及びタブの閉じ るボタ ンを押し た場
合、 利用者プロ グ ラ ム動作中にブラ ウザが終了し て し まい、 MeFt/Web サーバ上に利用者
プロ グ ラ ムのプロセスが残って し ま う 場合があ り ます。
onbeforeunload イベン ト を利用する こ と で、 起動用 HTML のページが閉じ る前に確認の
メ ッ セージを出力する こ と ができ ます。

例 ： Javascript の場合

<script type="text/javascript">

window.onbeforeunload = function() {

return " こ こに表示する メ ッ セージを記載する ";

}

</script>

なお、 以前の MeFt/Web をご利用で起動用 HTML の BODY タブに onbeforeunload の記載
があ る場合は、 記載を削除し て く ださい。

例 ：

<BODY onBeforeUnload="">

　 ↓

<BODY>
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5.10 帳票の電子化
帳票の電子化と は、 MeFt が Interstage List Works または Interstage List Creator Enterprise Edition と連携す
る こ と によ り 、 MeFt の出力帳票を List Works で扱える電子帳票または PDF フ ァ イルにする こ と をいいま
す。 帳票を電子化する こ と によ り 、 紙などの印刷コ ス ト や管理スペース削減などの メ リ ッ ト があ り ます。

なお、 電子帳票の出力はサーバ印刷を行 う 場合だけ可能です。 サーバ印刷以外の印刷機能を使用する場合
は、 帳票の電子化を行 う こ と ができ ません。

5.11 SSL で通信データ を保護する

5.11.1 SSL とは
通常の Web サーバが使用する通信プロ ト コルでは、 セキ ュ リ テ ィ が考慮されていないため、 ネ ッ ト ワーク
上でデータ を第三者に傍受、 改ざんされる危険性があ り ます。 SSL （Secure Sockets Layer） は Web サーバ
の通信プロ ト コル部分を暗号化する こ と でこれらの危険を回避し、Web サーバ と Web ブラ ウザ間で安全に
通信する こ と ができ ます。

SSL を使用するためには以下の作業を行います。

• Web サーバ と Web ブラ ウザで SSL を有効にし ます。

• MeFt/Web で SSL を有効にし ます。

5.11.2 Web サーバと Web ブ ラウザで SSL を有効にするための作業
SSL を使用するためには、 Web サーバ と Web ブラ ウザでそれぞれ環境設定が必要にな り ます。

■Web サーバの設定
SSL を使用するためには、 以下の設定手順で Web サーバの環境設定を行って く ださい。

1. 証明書および秘密鍵を作成します。

2. 証明書を Web サーバに登録します。

3. 保護する資源、認証の種類（サーバ認証／クライアント認証）を設定します。

■Web ブラウザの設定
SSL を使用するためには、 以下の設定手順で Web ブラ ウザの環境設定を行って く ださい。

1. 証明機関の証明書を登録します。

2. クライアント証明書の発行依頼と登録をします（SSL3.0 のクライアント認証を使用する場合）。

■SSL 設定の確認方法
1. MeFt/Web サンプル（以下の URL）がブラウザで表示できることを確認します。

－ VBScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample/denpyou1.htm

－ JavaScript で連携する場合

- http://hostname/MeFtWeb64/sample/denpyou1js.htm

MeFt の出力帳票を電子化する方法については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださ
い。

詳細については、 Web サーバのマニュ アルを参照し て設定し て く ださい。

詳細については、 Web サーバのマニュ アル、 および Web ブラ ウザのヘルプを参照し て設定し
て く ださい。
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hostname には、インストール先のホスト名を指定します。

2. denpyou1.htm（または denpyou1js.htm）、または以下の例に示すディレクトリにディレクトリセキュ

リティを設定します。

C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample

3. この状態では通常の HTTP アクセスが拒否されるため、Web ブラウザから MeFt/Web サンプルにア

クセスして、HTTP エラー（403）になることを確認します。

4. "http://" を "https://" に変更して MeFt/Web サンプルが表示され、Internet Explorer の下部に「鍵マー

ク」が表示されていれば SSL は正常に設定されています。

5.11.3 MeFt/Web で SSL を有効にするための作業
MeFt/Web で SSL を有効にする ためには以下の作業が必要にな り ます。

通信データ を暗号化する ためには、以下のデ ィ レ ク ト リ にデ ィ レ ク ト リ セキ ュ リ テ ィ を設定し て く ださい。

仮想デ ィ レ ク ト リ の /mw-file64/mwgw

■起動用 HTML フ ァ イルの設定
通信データ を暗号化する ためには、 利用者プロ グ ラ ム起動用の HTML フ ァ イルに ssl プロパテ ィ を追加し
ます。 以下に例を示し ます。

　 　 　 MeFtWeb1.ssl = TRUE

また、 SSL 通信のポー ト 番号は通常 443 が使用されますが、 ポー ト 番号に 443 以外を使用する場合は、 利
用者プロ グ ラ ム起動用の HTML フ ァ イルに port プロパテ ィ を設定し ます。 以下に例を示し ます。

　 　 　 MeFtWeb1.port =SSL 通信で使用するポー ト 番号

なお、 利用者プロ グ ラ ム起動用の HTML フ ァ イルの利用者プロ グ ラ ムのパス名には、 サーバ上の実際のパ
ス を記述する ため、 通信データだけでな く 、 起動用 HTML も SSL で暗号化通信を行 う こ と を推奨し ます。

利用者プ ロ グ ラ ム起動用の HTML フ ァ イ ル自体を SSL の対象 と する場合は、 MeFt/Web コ ン ト ロール
（X:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL¥MeFtWeb64¥inetsrv¥meftweb.cab） も SSL 通信の対象と なる よ
う に Web サーバを設定し て く ださい。

この場合、起動用 HTML フ ァ イルの <OBJECT> タ グの CODEBASE の URL スキーマ も変更が必要です。以
下に例を示し ます。

　 　 　 CODEBASE=”https://hostname/MeFtWeb64/meftweb.cab#version=12,0,0,2”

■ユーザ資源の格納先を設定する
通信データだけでな く 、画面帳票定義体やプ リ ン タ情報フ ァ イルなどを暗号化し てデータ通信する場合は、
環境変数 MEFTWEBDIR やプ リ ン タ情報フ ァ イルの MEDDIR キーワード などの変更が必要です。

設定個所 資源格納先を指定するキーワー ド

環境変数、 起動用 HTML フ ァ イル、 実行用の初期化フ ァ イル
（COBOL85.CBR）、 またはバッ チフ ァ イル

MEFTWEBDIR

ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル
プ リ ン タ情報フ ァ イル

MEDDIR
OVLPDIR
MEDIADIR
BACKMEDIA

サーバ印刷で参照するユーザ資源の格納先は、 サーバのローカルパス を指定し て く ださい。

URL で指定する と、 サーバ印刷時に Web ブラ ウザが応答し な く なった り 、 サーバ印刷が失敗
し た り し ます。
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第 6 章 MeFt/Web サーバサービスマネージャ

こ の章では、 MeFt/Web サーバサービ スマネージャ を使い、 離れた と こ ろから MeFt/Web サーバのサービ
ス を管理する方法について説明し ます。

目次

6.1 起動方法.............................................................................................................................................................................................88

6.2 プログラム起動 ..............................................................................................................................................................................89

6.3 プロセス一覧 ...................................................................................................................................................................................90

6.4 スプール一覧 ...................................................................................................................................................................................91

6.5 MeFt/Web ド キュ メ ン ト 編集 ..................................................................................................................................................92
87



第 6 章 MeFt/Web サーバサービスマネージャ
6.1 起動方法
以下に、 MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャ を起動する手順を示し ます。

1. クライアント上で Web ブラウザ を起動します。

2. URL で起動する場合には、http://hostname/mw-mgr64/default.htm と指定します。hostname には、

MeFt/Web をインストールしたマシンのホスト名を指定してください。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャは、 MeFt/Web サーバのサービ ス を管理する管理者
向けの機能です。
管理者向けの機能が不正に利用される危険性があ る場合は、 MeFt/Web サーバサービ スマ
ネージャ機能を使用し ないで く ださい。 なお、 イ ン ス ト ール直後の状態では、 MeFt/Web 
サーバサービ スマネージャは動作し ないよ う に設定されています。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャでは、 サーバマシン上でどのフ ァ イルがど こに格納
されているかなどの情報が表示されて し まいます。 これを回避する ためには、 MeFt/Web 
サーバサービ スマネージャの HTML フ ァ イル （http://hostname/mw-mgr64/kidou.htm） に
権限を指定し て く ださい。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャ を使用するには、 MeFt/Web コ ン ト ロールが必要で
す。
Internet Explorer で http://hostname/mw-mgr64/default.htm を開 く と MeFt/Web コ ン ト ロー
ルが自動的にダウ ン ロード／セ ッ ト ア ッ プされます。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャは MeFt/Web サーバのサービ ス を管理する管理者向
けの機能です。
管理者向けの機能が不正に利用される危険性があ る ため、 イ ン ターネ ッ ト 接続をする環
境に MeFt/Web を イ ン ス ト ールする場合は、 MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャ機能を
イ ン ス ト ールし ないで く ださい。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャは、 Internet Explorer の Edge モード では動作し ませ
ん。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャの設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築 と環
境設定」 を参照し て く ださい。

• HTML フ ァ イルに権限を指定する方法については、 Web サーバのマニュ アルを参照し て
く ださい。
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6.2 プログラム起動
プロ グ ラ ム起動 メ ニューを選択する と、 Web サーバ上のプロ グ ラ ムを、
MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャ を通し て実行でき る画面が表示されます。 また、 起動時に引数など
のコマン ド ラ イ ン も指定でき ます。

この リ モー ト 実行画面から Web サーバ上のプロ グ ラ ムを起動する と、
MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャによ って HTML フ ァ イルが自動生成されます。それが別の Web ブラ
ウザの画面と なって表示されます。

なお、 起動でき るプロ グ ラ ムは、 「2.3 利用者プロ グ ラ ムの指定」 で指定されたプロ グ ラ ムのみと な り ます。

こ こ で使用し ている HTML フ ァ イルを参考にし て、 リ モー ト 実行用の HTML フ ァ イルを簡単
に作成する こ と ができ ます。 Web ブラ ウザ上で現在使用し ている HTML フ ァ イルを表示する
には、 Internet Explorer の＜表示／ソース＞ メ ニューを選択し ます。

• 各プロパテ ィ には以下の文字を指定でき ません。
< > & " ' 改行コード

• 画面に “ スプール一覧は Internet Explorer の Edge モード では動作し ません。 互換表示で
ご利用 く ださい。 ” と表示されている場合は、 Internet Explorer の Edge モード でサービ ス
マネージャ を利用し ています。 Internet Explorer の互換表示でサービ スマネージ ャ を利用
し て く ださい。
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6.3 プロセス一覧
プロセス一覧 メ ニューを選択する と、 Web ブラ ウザ （MeFt/Web ク ラ イ アン ト ） から リ モー ト 実行し た利
用者プロ グ ラ ムのプロセス一覧が表示されます。

また、 こ のプロセス一覧に表示されている ID は、 プロセス ID （PID） です。

何かの理由によ ってプロ グ ラ ムを強制的に終了させる場合は、 サーバ上のタ ス ク マネージ ャに こ のプロセ
ス ID を指定し て、 プロセス を終了し ます。

また、 ［同時実行可能数］ ボタ ンを ク リ ッ クする と、 同時に実行でき るプロ グ ラ ムの最大数を参照する こ と
ができ ます。

同時実行可能数の設定方法については、 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する」 を参照し て
く ださい。
90



第 6 章 MeFt/Web サーバサービスマネージャ
6.4 スプール一覧
スプール一覧 メ ニューを選択する と、 Web サーバ上のスプールが一覧表示されます。

スプールを再生するには、 管理番号フ ィ ール ド に再生する スプールの管理番号を入力するか、 または、 作
成時間をダブルク リ ッ ク し ます。 さ らに配置や表示精度などを指定し、 ［再生］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

スプールを削除する場合には、 削除する スプールの管理番号を指定し、 ［削除］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

• プロセス一覧およびスプール一覧にユーザ名を表示する ためには、 Web サーバにユーザ
認証のセキ ュ リ テ ィ を設定し ます。

• 画面に “ スプール一覧は Internet Explorer の Edge モード では動作し ません。 互換表示で
ご利用 く ださい。 ” と表示されている場合は、 Internet Explorer の Edge モード でサービ ス
マネージャ を利用し ています。 Internet Explorer の互換表示でサービ スマネージ ャ を利用
し て く ださい。

• 各プロパテ ィ には以下の文字を指定でき ません。
< > & " ' 改行コード

Web サーバのセキ ュ リ テ ィ の設定方法については、 Web サーバのマニュ アルを参照し て く だ
さい。
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6.5 MeFt/Web ド キュ メ ン ト 編集
MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 編集 メ ニューを選択する と、MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を編集する ための画面が表示
されます。

こ こ では、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を検索、 登録、 削除する こ と ができ ます。

以下に、 MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 編集の検索、 登録、 削除について説明し ます。

• 登録

利用者プロ グ ラ ムを実行する MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト を作成し ます。 以下に手順を示し ます。

1) 作成するドキュメント名と、プログラム名などのキーワード情報を入力します。

2) ［登録］ボタンをクリックします。

ドキュメントが正常に作成されると、「ドキュメントの編集に成功しました」のメッセージ
が表示されます。
作成したドキュメントは、MeFt/Web をインストールしたマシン上に格納されます。格納

ディレクトリは、動作環境の「ドキュメント格納ディレクトリ」に指定されたディレクトリ
です。

• 検索

検索と は、 登録されている MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト に定義し たキーワード情報を参照する機能で
す。 ド キ ュ メ ン ト の情報を参照するには、 ド キ ュ メ ン ト 名を指定し たあ と に ［検索］ ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

指定し た ド キ ュ メ ン ト が登録されている場合は、 ド キ ュ メ ン ト の情報が表示されます。

• 削除

登録されている ド キ ュ メ ン ト を削除し ます。 削除するには、 ド キ ュ メ ン ト 名を指定し てから ［削
除］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

削除する と、 サーバマシン上の 「ド キ ュ メ ン ト 格納デ ィ レ ク ト リ 」 に格納された ド キ ュ メ ン ト フ ァ イルが
削除されます。

• MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 編集画面で ド キ ュ メ ン ト 名を指定する場合は、 拡張子 （.mwd）
を含まない名前を指定し て く ださい。 拡張子 （.mwd） は、 ド キ ュ メ ン ト の作成時に自動
的に付加されます。

• 各プロパテ ィ には以下の文字を指定でき ません。
< > & " ' 改行コード

「ド キ ュ メ ン ト 格納デ ィ レ ク ト リ 」 については、 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設
定する」 を参照し て く ださい。

登録されている ド キ ュ メ ン ト の情報を更新する場合、 検索を行ってから情報を変更し、
［登録］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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こ の章では、 MeFt/Web を使用する場合の注意点について説明し ます。
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7.1 MeFt/Web プ ラグイ ン
• MeFt/Web プラ グ イ ンでは、 MeFt/Web コ ン ト ロール と比べて下記の機能が使用でき ません。

－ ハイパー リ ン ク先 （MeFt/Web コ ン ト ロールでは hyperlink および hyperlinktarget プロパ
テ ィ ） を指定でき ません。 ハイパー リ ン クはすべて別ブラ ウザを起動し て表示されます。

－ MeFt/Web コ ン ト ロールが実装し ている submit および Quit メ ソ ッ ド は使用でき ません。

－ MeFt/Web コ ン ト ロールが通知する Terminate および hyperlink イベン ト は通知されません。

• MeFt/Web プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールするには、 以下の注意が必要です。

－ Internet Explorer を使用し て MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロード し てあ る場合には、
MeFt/Web コ ン ト ロールを削除する必要があ り ます。
なお、 MeFt/Web プラ グ イ ン と MeFt/Web コ ン ト ロールは、 同一マシン上にどち らか 1 つし
かイ ン ス ト ールでき ません。

• リ モー ト 実行を行 う 場合、 起動中に他のページに移動 （ページの更新も含む） し ないで く ださい。

• 使用する Web サーバに MIME タ イプの設定が行われていない場合には、 MeFt/Web プラ グ イ ンは
動作し ません。

• Web サーバに認証を設定し ている場合、 リ モー ト 実行を行 う と認証画面が表示されます。

• MeFt/Web プラ グ イ ンを、 EMBED タ グを使用し て HTML ページに埋め込んだ場合は、 JavaScript 
によ る制御を行 う こ と ができ ません。

MeFt/Web コ ン ト ロールを削除するためには、 「4.2 MeFt/Web コ ン ト ロールを ク ラ イ
アン ト マシンから削除する方法」 を参照し て く ださい。

MIME タ イプの設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照し て く
ださ い。
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7.2 MeFt/Web コ ン ト ロール
• MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロードおよび削除する場合には、 Administrators 権限のユーザで

行います。

• バージ ョ ンア ッ プ された MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロードする と きは、 一度、 すべての起動
中の Internet Explorer を終了し て く ださい。

• MeFt/Web コ ン ト ロールがダウ ン ロード されない場合には、 「◆ リ モー ト 実行する と 「オブジェ ク
ト でサポー ト されていないプロパテ ィ または メ ソ ッ ド です」 のエラーが発生する。」 を参照し て く
ださい。

• Web ブラ ウザで、 リ モー ト 実行を行っている最中に他のページに移動する （ページの更新も含む）
場合には、 以下の注意が必要です。

－ MeFt/Web コ ン ト ロールの Quit メ ソ ッ ド （利用者プロ グ ラ ムの中断） を実行する よ う にし ま
す。

－ 画面の表示中 （カーソルが表示されていない状態） は、 ページを移動 （Quit メ ソ ッ ド を発
行） し ないで く ださい。

－ ク ラ イ アン ト 印刷中は、 ページを移動 （Quit メ ソ ッ ド を発行） し ないで く ださい。

－ フ レーム機能を利用し たページで、 複数のフ レーム上に
MeFt/Web コ ン ト ロールが定義し てあ る状態で、 また、 同時に リ モー ト 実行し ている場合
は、 ページを移動 （Quit メ ソ ッ ド を発行） し ないで く ださい。

• 入力画面またはプレ ビ ュー画面を表示中に、 Internet Explorer のス ク ロールを行 う と、 コ ン ト ロー
ルの表示が乱れる場合があ り ます。

• Internet Explorer の検索ページを表示し た状態で MeFt の画面を開 く と、 MeFt の画面にフ ォーカ ス
が設定されない場合があ り ます。 また、 ウ ィ ン ド ウの切替えやス ク リ ーンセーバが停止し た場合に
も、 MeFt の画面から フ ォーカスが失われる こ と があ り ます。

利用者プロ グ ラ ムの中断については、 「4.5.3 利用者プロ グ ラ ムの中断 （Quit）」
を参照し て く ださい。
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7.3 MeFt/Web プ ラグイ ン と コ ン ト ロール共通
• hostname プロパテ ィ （キーワード） に IP ア ド レ ス を指定し た場合、 接続でき ない場合があ り ます。

この場合、 proxy サーバの設定を無効にするか、 ネ ッ ト ワーク管理者に問い合わせて く ださい。

• hostname プロパテ ィ 、 またはユーザ資源格納先の URL に IPv6 ア ド レ ス形式を指定する場合、 IPv6
ア ド レ ス と IPv4 ア ド レ ス を組み合わせた混在形式はサポー ト し ていません。 また、 IPv6 ア ド レ ス
形式を指定する場合は、 システムが IPv6 ア ド レ スに対応し ている必要があ り ます。

• 画面の入力中に、 ス ク ロールバーのつまみがス ク ロールバーの両端にあ る状態で、 ス ク ロールバー
の矢印ボタ ンを ク リ ッ クする と、 勝手にク リ ッ ク し続ける場合があ り ます。
この問題が発生し た場合は、 一度、 Web ブラ ウザ以外のウ ィ ン ド ウに切 り 替えて、 再度その画面
を表示し て く ださい。 また、 画面定義体の標準アテンシ ョ ン情報に画面単位のス ク ロールキーが設
定し てあ る場合は、 設定を解除し て く ださい。

• リ モー ト 実行中にサーバ上の利用者プロ グ ラ ムから長時間応答がない場合、 Web ブラ ウザが 「応
答な し」 の状態と な り 、 ウ ィ ン ド ウの再描画やキー操作が行えない状態にな り ます。 しかし、 サー
バから応答が返されれば正常に動作し ます。

• プレ ビ ュー機能では、 99999 ページを超え るページをプレ ビ ューする こ と はでき ません。

• プレ ビ ューまたはク ラ イ アン ト 印刷中にネ ッ ト ワーク エラーなどの異常が発生する と、 サーバマシ
ンのスプール格納デ ィ レ ク ト リ に作業用の一時フ ァ イル （MWXXXXXXXX.tmp） が削除されないで
残って し ま う 場合があ り ます。 この作業フ ァ イルがデ ィ ス ク を圧迫する場合は、 手動で削除し て く
ださい。

• displaywindow プロパテ ィ （キーワード） に 0 を設定し てあ る場合、 または displaywindow プロパ
テ ィ （キーワード） を指定し ていない場合、 2 画面目以降の画面を表示する ためには画面出力後に
必ず入力処理を行って く ださい。 入力処理を行わない場合は画面が表示されません。

• 用紙の余白情報が指定された帳票定義体をプレ ビ ューする と、 項目やオーバレ イが用紙部分からは
み出し て表示される場合があ り ます。

• ク ラ イ アン ト 印刷またはプレ ビ ューを行 う 場合は、 利用するプ リ ン タ ド ラ イバが最新版であ る こ と
を確認し て く ださい。
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7.4 MeFt
• プ リ ン ト マネージャの印刷待ち行列のフ ァ イル数はデ ィ ス ク の容量に依存し ます。 これを超えた場

合はシステムエラーと な り ます。

• プ リ ン タ情報フ ァ イルの罫線 ・ 網がけ印刷指定が速度重視の場合、 MeFt は網がけを透過モード で
印刷し ます。 しかし、 プ リ ン タ ド ラ イバによ っては透過モード が有効にな ら ないものがあ り ます。
透過モード が無効になるプ リ ン タ ド ラ イバを使用し て網がけを重畳し て印刷する と、 行方向で下方
に定義されている網がけがあ と から印刷されるため上に重なって印刷され、 下になった網がけは印
刷されません。

－ 透過モード が有効になる確認済のプ リ ン タ ド ラ イバ一覧

• FixedSys などの非 TrueType フ ォ ン ト を使用する と、 平体、 長体、 および倍角の文字が標準サイ ズ
（全角） で表示される こ と があ り ます。

• 「Windows タ ス ク マネージャ」 でアプ リ ケーシ ョ ンの終了を実行し た場合、 MeFt がアプ リ ケーシ ョ
ンに終了の通知を行ったにもかかわらずアプ リ ケーシ ョ ンが終了し なかった場合は、 再確認のダ イ
ア ロ グボ ッ ク スが出ます。 そ こ で再度、 終了を選択する と プロセス自体が消滅されます。

• プ リ ン タ装置、 解像度によ って、 網がけおよび罫線の出力結果が異なる場合があ り ます。

• 漢字以外の全角文字をプ リ ン タのデバイ ス フ ォ ン ト で印字する と、 文字化けする こ と があ り ます。

• 画面帳票定義体名にロ ングフ ァ イルネームを使 う こ と はでき ません。 定義体のフ ァ イル名は 8.3 形
式にし て く ださい。

• デバイ ス フ ォ ン ト を使用し て印字を行 う と、 指定し た文字の大き さ で出力されないこ と があ り ま
す。

• カ ス タマバーコード を印刷する場合は、 240dpi 以上の解像度のプ リ ン タ を使用し て く ださい。

• ク ラ イ アン ト 印刷でのバーコード印刷は GDI 印刷によ り 実現し ている ため運用環境での読み取 り
テス ト が必要です。

• プ リ ン タ装置、 プ リ ン タ ド ラ イバ、 解像度によ っては、 指定し た文字のサイ ズが異なる場合があ り
ます。

• ク ラ イ アン ト 側で使用する ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルやプ リ ン タ情報フ ァ イルなどのユーザ資源の格
納先を URL で指定する と、 ユーザ資源は Web ブラ ウザのク ラ イ アン ト マシン上にキ ャ ッ シュ され
ます。 そのため、 サーバ上に格納されている ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルやプ リ ン タ情報フ ァ イルなど
のユーザ資源を変更し たにもかかわらず、 変更が反映されない場合があ り ます。 この場合、 Web 
ブラ ウザにキ ャ ッ シュ されている フ ァ イルを削除し て く ださい。 キ ャ ッ シュ フ ァ イルを削除するに
は、 Internet Explorer の 「イ ン ターネ ッ ト オプシ ョ ン」 を開き、 「全般」 タブの 「閲覧の履歴」 の
「削除」 を選択し ます。

• Web ブラ ウザでの画面入出力は、 MeFt のヘルプ機能は使用でき ません。 ク ラ イ アン ト 用のウ ィ ン
ド ウ情報フ ァ イルの HELPDIR キーワード を削除し て く ださい。

• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルの ICONRSRC キーワード は使用でき ません。

ク ラ イ アン ト 用のウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルの ICONRSRC キーワード を削除し て く ださい。

• プ リ ン タ情報フ ァ イルの PREVIEW キーワード は使用でき ません。
プ リ ン タ情報フ ァ イルの PREVIEW キーワード を削除し て く ださい。

• プレ ビ ュー機能を使用する場合、 プ リ ン タ情報フ ァ イルの DISTRIBUTE キーワード は使用でき ませ
ん。

• プ リ ン タ情報フ ァ イルの SETPRTDIALOG キーワード は使用でき ません。 プ リ ン タ情報フ ァ イルの
SETPRTDIALOG キーワード を削除し て く ださい。

• サーバマシンおよびク ラ イ アン ト マシンに、 環境変数 MEFTPRE および MEFTDLG は設定し ないで
く ださい。

• ク ラ イ アン ト 印刷およびプレ ビ ューでは、 OLE2 オブジェ ク ト は印刷でき ません。

• ク ラ イ アン ト 側のコ ン ト ロールパネルの地域が 「日本語」 以外に設定されている場合、 動作は保証
されません。

• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルの CLIENTEDGE キーワード は有効にな り ません。

FUJITSU FMPR 180DPI

FUJITSU FMPR 180DPI color

FUJITSU FMPR 360DPI

FUJITSU FMPR 360DPI color

FUJITSU FMLBP

FUJITSU XL-5600

FUJITSU XL-5810

EPSON LP-9200SX
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• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルに OWNER キーワード を指定し、 プレ ビ ュー画面を別画面で表示し た場
合、 プレ ビ ュー画面が MeFt の画面に隠れて表示されない場合があ り ます。 この場合は、 OWNER
キーワード を指定し ないで く ださい。

• ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルまたはプ リ ン タ情報フ ァ イルの INCLUDE キーワードおよび DISTRIBUTE 
キーワード に指定する フ ァ イル名は、 必ずフルパスで指定し て く ださい。 フ ァ イル名をフルパス以
外で指定し た場合、 MEFTDIR に指定されたフ ォルダおよびカレ ン ト フ ォルダでフ ァ イルの検索は
行われません。

• 矩形項目の拡張に伴 う パーテ ィ シ ョ ン拡張を前提 とする利用者プロ グ ラ ムでは、 WRITE におけ る
MEFP_RC_MALINE(62) エラーなどの発生を改ページや改フ レームの条件 と し て制御する必要があ り
ます。
ク ラ イ アン ト 印刷またはプレ ビ ューでは、 これらのエラーが発生し た場合には、 処理が中断される
ためパーテ ィ シ ョ ン拡張を前提とする利用者プロ グ ラ ムを使用する こ と はでき ません。
改ページ／改フ レーム判定に使用するエラーを以下に示し ます。

－ MEFP_RC_MALINE(62)

－ MEFP_RC_ENDBLOCK(65)

－ MEFP_RC_ENDFRAMELINK(6B)

－ MEFP_RC_ENDFRAME(6C)

また、 利用者プロ グ ラ ム イ ン タ フ ェースのプ リ ン タの制御の下端情報設定は無効 と なるため、 指定
し た下端位置を超えてパーテ ィ シ ョ ンが出力される可能性があ り ます。
そのため、 指定パーテ ィ シ ョ ンの下に別パーテ ィ シ ョ ンを出力する帳票において以下のよ う な現象
が発生し ます。

－ 指定パーテ ィ シ ョ ンの下に出力するパーテ ィ シ ョ ンが固定パーテ ィ シ ョ ンの場合

- フリーフレーム形式の帳票定義体の場合

双方のパーティションが重ね書きされます。

- フリーフレーム形式以外の帳票定義体の場合

プリンタヘッドの位置が固定パーティションの開始位置より下になるため、利用者の
意図しない改ページが発生します。

－ 指定パーテ ィ シ ョ ンの下に出力するパーテ ィ シ ョ ンが浮動パーテ ィ シ ョ ンの場合、

- フリーフレーム形式の帳票定義体の場合

下に出力するパーティションが意図していた開始位置より下に出力されるため、利用
者の意図しない箇所で MEFP_RC_ENDFRAMELINK(6B) や
MEFP_RC_ENDFRAME(6C) のエラーが発生する場合があります。

- フリーフレーム形式以外の帳票定義体の場合

下に出力するパーティションが意図していた開始位置より下に出力されるため、利用
者の意図しない箇所で MEFP_RC_MALINE(62) や MEFP_RC_ENDBLOCK(65) のエ

ラーが発生する場合があります。

• ク ラ イ アン ト 印刷では、 多目的プ リ ン タ機能は使用でき ません。

• ク ラ イ アン ト 印刷において OCR-B フ ォ ン ト で項目を印刷する場合は、 ク ラ イ アン ト に、 製品版の

OCR-B フ ォ ン ト を イ ン ス ト ールするか、 またはク ラ イ アン ト 用に用意し た Windows® MeFt に添付
されている
OCR-B フ ォ ン ト を イ ン ス ト ールし て く ださい。

• 日本語入力システムを使用し ない半角カ タ カナの入力はでき ません。 半角カ タ カナの入力を行 う 場
合は、 ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルに 「CTLFEP K」 を指定し て く ださい。

• Windows® 7 以降での帳票出力時に EMF 形式を使用する と、 Windows Vista® と比較し てスプールサ
イ ズが 2 倍程度大き く なる場合があ り ます。

その他の注意事項については、 「MeFt ユーザーズガイ ド」 を参照し て く ださい。
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7.5 Internet Explorer
• 画面入出力中は、 Internet Explorer の メ ニュー操作はでき ません。

• Internet Explorer の保護モード が有効な場合、 プレ ビ ュー画面で ［印刷］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て も
印刷画面が表示されません。

また、 previewwindow プロパテ ィ に 「1」 が指定し てあ る場合、 プレ ビ ュー画面が表示されません。

問題が発生する場合は、 MeFt/Web の起動用 HTML の URL を、 Internet Explorer の信頼済みサイ ト
の一覧に追加し た上で、 このゾーンに対する保護モード機能を無効にし ます。

この設定を行 う には、 以下の手順を実行し ます。

1) Internet Explorer で、［ツール］メニューの［インターネットオプション］をクリックします。 

2) ［セキュリティ］タブで［信頼済みサイト］をクリックし、［サイト］ をクリックします。 

3) ［この Web サイトをゾーンに追加する］ボックスに、保存する URL を入力します。 

4) ［追加］をクリックし、［閉じる］ をクリックします。 

5) ［セキュリティ］タブで、［保護モードを有効にする（Internet Explorer の再開が必要）］

チェック ボックスをオフにし、［OK］をクリックします。 

6) Internet Explorer を再起動します。 
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7.6 システム構築上の注意

(1) 負荷分散装置利用上の注意点

MeFt/Web でプロ グ ラ ムを リ モー ト 実行し て対話処理を行っている間、 サーバ上で COBOL プロ グ ラ ムが
常駐し ます。

こ のため、 プロ グ ラ ムの起動か ら終了までの間、 同じ端末から の リ ク エス ト は同じサーバへ転送される必
要があ り ます。

業務の途中で、 リ ク エス ト の転送先サーバが変更された場合は、 MeFt/Web の動作は保証されません。

通常、負荷分散装置は、一定時間、最初にア ク セス し たサーバ と同じサーバへのア ク セス を保証する 「セ ッ
シ ョ ン維持 （一意性保証） 機能」 を提供し ています。

負荷分散装置が提供するセ ッ シ ョ ン維持機能を使用し て、 MeFt/Web で リ モー ト 実行し たプロ グ ラ ムが起
動し ている間は、 セ ッ シ ョ ンが維持される よ う に設定し て く ださい。

(2) 性能

MeFt/Web の性能は、 ネ ッ ト ワーク の回線速度、 端末台数、 および COBOL プロ グ ラ ムの作 り 方などに依
存し ます。 こ のため、 運用前に必ず実機検証を実施し て く ださい。

MeFt/Web の性能／負荷テス ト ツール と し ては、富士通ア ド バン ス ト ソ リ ューシ ョ ンズが提供する 「E-SUP
AP Test」 を利用でき ます。

セ ッ シ ョ ン維持機能については、 使用される負荷分散装置の説明書を参照し て く ださい。

「Interdevelop AP Test 負荷テス ト 」 については、 富士通 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルシステムズの
ホームページを参照し て く ださい。
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7.7 CGI アクセス

7.7.1 CGI アクセス とは
CGI ア ク セス と は、 MeFt/Web で使用するユーザ資源にア ク セスする方法の 1 つです。 他のア ク セス方法
には URL ア ク セスがあ り ます。

CGI ア ク セスでは、 ユーザ資源の格納先にサーバのローカルパス を指定し た場合、 CGI を経由し て MeFt/
Web ク ラ イ アン ト が参照するサーバ上のユーザ資源を参照し ます。

CGI ア ク セス を使用する と、 ユーザ資源の格納先をサーバのローカルパスで指定でき る ため、 従来のス タ
ン ド ア ロ ンで運用し ていた環境を変更する こ と な く Web 連携に移行する こ と ができ ます。

7.7.2 CGI アクセスを使用するための準備
CGI ア ク セス を使用するには、 以下の設定が必要です。

• CGI の登録

• 利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルの編集

• MeFt/Web ク ラ イ アン ト の指定

■CGI の登録
MeFt/Web ク ラ イ アン ト からサーバ上のフ ァ イルを取得する ための CGI を有効に設定し ます。

■利用者プログラム指定フ ァ イルの編集
利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルに、 CGI ア ク セスで参照するユーザ資源を指定し、 ク ラ イ アン ト から参照
を許可する フ ァ イルを制限し ます。

利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルにユーザ資源を指定するには、 MeFt/Web 動作環境設定コマン ド を起動し
て、 「利用者プロ グ ラ ムの指定」 を選択し て行います。

利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルに記述されていないユーザ資源が指定された場合、 ク ラ イ アン ト から フ ァ
イルを参照でき ないため、 エラーコード ： 9010、 9022、 9042、 9091 のエラーが発生し ます。

利用者プ ロ グ ラ ムが参照する ユーザ資源フ ァ イルは、 利用者プ ロ グ ラ ム指定フ ァ イルの [resources] セ ク
シ ョ ンにフ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ 名で指定し ます。

MeFt/Web では、 以下の理由によ り CGI ア ク セスではな く URL ア ク セス を利用する こ と を推
奨し ます。

• フ ァ イルのア ク セス コ ン ト ロールを細か く 制御でき ない

CGI ア ク セス を使用する と、 ク ラ イ アン ト からのフ ァ イルの参照は、 すべて CGI に設
定し たアカ ウ ン ト の権限で行われます。
URL ア ク セスでは Web サーバの設定に従ってフ ァ イル単位でア ク セス コ ン ト ロールを
行 う こ と ができ ます。

• ユーザ資源が毎回ダウ ン ロード される

CGI ア ク セス を使用する と、 ク ラ イ アン ト にダウ ン ロード されたユーザ資源は Web ブ
ラ ウザにキ ャ ッ シュ されません。 こ のため、 ユーザ資源を参照する度に毎回ダウ ン
ロード されます。

設定方法の詳細については、 「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照し て く ださい。

MeFt/Web 動作環境設定コマン ド については、 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する」 を参
照し て く ださい。
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• 記述例

■MeFt/Web ク ラ イアン ト の指定
CGI ア ク セス を使用するには、 MeFt/Web ク ラ イ アン ト に対し て以下の指定を行います。

• MeFt/Web プラ グ イ ン

MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト に以下のキーワード を指定し ます。

キーワード ： usedcgi

データ型 ： BOOL

設定値 ：

• MeFt/Web コ ン ト ロール

MeFt/Web コ ン ト ロールのプロパテ ィ に以下の値を設定し ます。

プロパテ ィ ： usedcgi

データ型 ： BOOL

設定値 ：

CGI ア ク セス を有効に設定し た場合、 ユーザ資源のパスには、 利用者プロ グ ラ ムが動作するサーバマシン
上のローカルパス （物理パス） を指定し ます。 パスはフルパスで指定し ます。

***  MeFt/Web 利用者プログラム指定フ ァ イル  ***
←コ メ ン ト

[resources]

* 以下に CGI アクセス利用時の、 ユーザ資源のフ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ名を
* 記述し て く ださい。

←コ メ ン ト

C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample¥DENPYOUD.smd
←フ ァ イル名を指定

C:¥Program Files¥NetCOBOL Vx.x¥samples¥MeFtWeb64¥sample¥
←デ ィ レ ク ト リ名を指定

• フ ァ イル名またはデ ィ レ ク ト リ 名はフルパス名で指定し ます。 相対パスは指定でき ませ
ん。

• 行頭および行末の空白およびタブは無視されます。

• デ ィ レ ク ト リ 名を記述し た場合は、 その直下にあ る フ ァ イルのみ有効です。 サブデ ィ レ
ク ト リ にあ るプロ グ ラ ムの起動やフ ァ イルの参照は許可されません。

• 先頭に半角アス タ リ ス ク （*） を記述し た行はコ メ ン ト と し て認識されます。

有効値 意味 備考

1 CGI アクセスを行います。 －

0 CGI アクセスを行いません。 省略値

有効値 意味 備考

TRUE CGI アクセスを行います。 －

FALSE CGI アクセスを行いません。 省略値

MeFt/Web ク ラ イ アン ト に対し て、 CGI ア ク セス を指定せずにユーザ資源の格納先に
ローカルパス を指定し た場合は、 ローカルパスはク ラ イ アン ト マシン上のパス と し て
認識されます。

CGI ア ク セスで、 ユーザ資源のパス名、 およびフ ァ イル名を指定する場合、 半角英数字のみ
で指定する必要があ り ます。
ただし、 以下の半角英数字を含むパス名、 およびフ ァ イル名は指定し ないで く ださい。
#  &  %  ;
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• 設定例

サーバ上のデ ィ レ ク ト リ c:¥dir1 に格納されたウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イル、 またはプ リ ン タ情報フ ァ
イルを指定する例を以下に示し ます。

■IIS の要求のフ ィ ルタ リ ング機能について
IIS を使用し ている場合は、 要求のフ ィ ルタ リ ング機能が構成されている と、 「JMP0310I-I/U ERRCD=9010」
または 「JMP0310I-I/U ERRCD=9022」 のエラーになる場合があ り ます。

エラーになる場合は、 以下の対処を行って く ださい。

【対処】

1. ［スタート］ボタンをクリックし、［メモ帳］を右クリックして［管理者として実行］をクリックし
ます。

2. 以下のファイルを開きます。

NetCOBOL イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ ¥MeFtWeb64¥mw-file¥bin¥web.config

3. 以下のボールド書体で記載されている箇所を追加して保存してください。

set MEFTWEBDIR=c:¥dir1

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

 <configuration>

  <system.webServer>

   <handlers accessPolicy="Execute" />

   <security>

    <requestFiltering>

     <hiddenSegments>

      <remove segment="bin" />

     </hiddenSegments>

    </requestFiltering>

   </security>

  </system.webServer>

 </configuration>
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7.8 セキュ リ テ ィ
ネ ッ ト ワーク環境では、 不正なア ク セスによ り 、 システムおよび資源の改ざんや破壊が行われた り 、 情報
が漏えいする危険性があ り ます。 こ のため、 システムの構築にあたっては、 Web サーバのユーザ認証機能
と 暗号化通信機能を使用し、 さ らに、 アプ リ ケーシ ョ ンでユーザ制限を行 う など、 自己防衛手段を講じ る
必要があ り ます。

7.8.1 運用環境
フ ァ イ ア ウ ォールによ り イ ン ターネ ッ ト （外部ネ ッ ト ワーク） から保護された イ ン ト ラ ネ ッ ト 内の環境で
運用を行って く ださい。

7.8.2 Web サーバの環境設定
Web サーバの環境設定において、 以下の点に注意し て く ださい。

■アクセス制御
Web サーバのア ク セス制御機構 （IP ア ド レ ス認証、 ユーザ認証） を利用し てア ク セス制限を行い、 不正な
ア ク セスや改ざんから保護し て く ださい。

また、 オペレーテ ィ ングシステムの機能やプロ グ ラ ムを利用し て、 プロ グ ラ ム、データ （データベース フ ァ
イル、 入出力フ ァ イルなど）、 およびユーザ資源などの重要な資源へのア ク セス制限を行い、 不正なア ク セ
スや改ざんから保護し て く ださい。

■通信データの暗号化
通信データ を暗号化し て、 ネ ッ ト ワーク上での接続を保護し て く ださい。

通信データ を暗号化する ためには、 SSL を利用し て、 Web サーバ と Web ブラ ウザの間の HTTP メ ッ セージ
を暗号化する方法があ り ます。

■アクセスログの記録
Web サーバやオペレーテ ィ ングシステムの監査ロ グ機能を利用し、 セキ ュ リ テ ィ に関する イベン ト を記録
し て不正ア ク セスの監視を行って く ださ い。 また、 セキ ュ リ テ ィ 侵害が発生し た場合の分析や追跡を行 う
こ と ができ る よ う 考慮し て く ださい。

7.8.3 MeFt/Web の環境設定
MeFt/Web の環境設定において、 以下の点に注意し て く ださい。

■ リ モー ト 実行機能の実行制限の設定
リ モー ト 実行機能では、 利用者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルで指定し たプロ グ ラ ムのみが実行でき ます。 利用
者プロ グ ラ ム指定フ ァ イルには、 必要最小限のプロ グ ラ ムのみを指定し、 実行でき るプロ グ ラ ムを制限し
て く ださい。

■利用者プログラムの実行権の設定
リ モー ト 実行機能で起動する利用者プロ グ ラ ムは、 MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ム
（MeFt/Web 64bit Service） の指定されたユーザの権限で実行されます。
MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ムのユーザの権限を適切に設定し、 不正なア ク セスや改ざんか ら保護し て く
ださい。

利用者プロ グ ラ ムの指定方法については、 「2.3 利用者プロ グ ラ ムの指定」 を参照し て く ださ
い。

利用者プロ グ ラ ムの権限を設定する方法については、 「2.5 権限設定」 を参照し て く ださい。
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7.8.4 MeFt/Web の機能
MeFt/Web の機能において、 以下の点に注意し て く ださい。

■MeFt/Web ク ラ イアン ト の選択
MeFt/Web ク ラ イ アン ト には、 MeFt/Web プラ グ イ ンを利用する こ と をお勧めし ます。 MeFt/Web プラ グ イ
ンは、JavaScript や VBScript からは操作でき ないため、MeFt/Web コ ン ト ロールよ り も安全に運用でき ます。

■ユーザ資源の指定方法
URL 指定を使用し てユーザ資源を指定し、 Web サーバの機能を利用し て、 ク ラ イ アン ト から参照する フ ァ
イルのア ク セス制限を行って く ださい。

CGI ア ク セス を使用し ない場合は、 CGI ア ク セスが動作し ないよ う に設定し て く ださい。

なお、 イ ン ス ト ール直後の状態では、 CGI ア ク セスが動作し ないよ う に設定されています。

■MeFt/Web サーバサービスマネージャ
MeFt/Web サーバサービ スマネージャは、 MeFt/Web サーバのサービ ス を管理する管理者向けの機能です。
管理者向けの機能が不正に利用される危険性があ る場合は、 MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャ機能を
使用し ないで く ださい。

なお、 イ ン ス ト ール直後の状態では、 MeFt/Web サーバサービ スマネージ ャは動作し ないよ う に設定され
ています。

7.8.5 その他
その他に、 以下の点に注意し て く ださい。

■サンプルの削除
運用環境では、 サンプルプロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし ないで く ださい。

■アプ リ ケーシ ョ ン作成上の留意点
セキ ュ リ テ ィ を考慮し たアプ リ ケーシ ョ ンを作成する ための留意点については、 NetCOBOL ユーザーズガ
イ ド の 「付録 　 セキ ュ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照し て く ださい。

設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照し て く ださい。
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7.9 IIS
• IIS の環境設定については、 IIS のオン ラ イ ンマニュ アルをお読み く ださい。

• Microsoft から提供されているセキュ リ テ ィ パッチを適用して く ださい。

• MeFt/Web をご利用になる場合は、 「2.1.1 IIS を使用する場合に必要な設定」 を参照し、 IIS の設定
を変更し て く ださい。

• リ モー ト 実行し た利用者プロ グ ラ ムが一定以上の負荷 と なった場合、 IIS の処理が遅延する場合が
あ り ます。 利用者プロ グ ラ ムが過度の負荷状態にな ら ないよ う にし て く ださい。

7.10 その他
• MeFt/Web を使用し て利用者プロ グ ラ ムを実行する場合は、 「第 5 章 リ モー ト 実行機能を利用す

る」 を参照し て く ださい。

• PATH 変数にネ ッ ト ワーク ド ラ イブのパスが含まれている と、 利用者プロ グ ラ ムが異常終了する場
合があ り ます。 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブのパスは PATH 環境変数の末尾に設定し て く ださい。

• MeFt/Web サーバサービ スマネージャ を SSL で使用する こ と はでき ません。
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第 8 章 ト ラ ブルシューテ ィ ング

こ の章では、 MeFt/Web の ト ラブルシューテ ィ ングについて説明し ます。

目次

8.1 ト ラブルシューテ ィ ング........................................................................................................................................................ 108

8.2 MeFt/Web 導入時チ ェ ッ ク リ ス ト ...................................................................................................................................... 116
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8.1 ト ラ ブルシューテ ィ ング
MeFt/Web の使用中、 ト ラ ブルが発生し た場合に、 当てはま る事象がないか確認し て く だ さ い。 考え られ
る原因と対処方法について説明し ています。

◆ 利用者プログラムの実行時に、「P2003 プログラムを処理できませんでした。プログラ

ムの起動に失敗しました。」または「P2016 プログラムの起動に失敗しました。」のエ

ラーメッセージが表示され、リモート実行に失敗する。

【原因】

以下の原因が考え られます。

a. 利用者プログラム指定ファイルに起動する利用者プログラムが指定されていますか？

b. MeFt/Web ドキュメントまたは起動用 HTML ファイルの内容を確認します。

1) pathname プロパティ（キーワード）が正しく設定されていますか？

2) プロセス型プログラムを起動する場合、funcname プロパティ（キーワード）が指定されてい

ませんか？

3) スレッド型プログラムを起動する場合、funcname プロパティ（キーワード）が正しく設定さ

れていますか？

c. 起動するプログラムや格納ディレクトリに読み取り権限が設定されていますか？

【対処】

a. 利用者プログラム指定ファイルに起動するプログラムを指定してください。

b. MeFt/Web ドキュメントまたは起動用 HTML ファイルの以下の内容を確認してください。

1) pathname プロパティ（キーワード）を確認してください。

2) プロセス型プログラムを起動する場合には、funcname プロパティ（キーワード）を指定する

ことはできません。
funcname プロパティ（キーワード）が指定されている場合には、指定を削除してください。

スレッド型プログラムを起動する場合には、funcname プロパティ（キーワード）を確認して

ください。

c. 起動するプログラムや格納ディレクトリに読み取り権限が設定されているかエクスプローラで確認
し、設定されていない場合は読み取り権限を設定してください。

◆ 利用者プログラムの実行時に「P2017 MeFt/Web 64bit Service がシステムアカウントで

実行されているためプログラムを起動できません。ログオンアカウントをシステムアカ
ウント以外に変更してください。」のエラーメッセージが表示され、リモート実行に失
敗する。

【原因】

MeFt/Web 64bit Service のロ グオンアカ ウ ン ト にシステムアカ ウ ン ト 以外が指定されていますか？

【対処】

「2.5.1 利用者プロ グ ラ ムの権限を設定する」 を参照し て、 MeFt/Web 64bit Service のロ グオンアカ ウ ン ト を
システムアカ ウ ン ト 以外に変更し て く ださい。

◆ 利用者プログラム実行時に、エラーメッセージが表示されずに、リモート実行に失敗す
る。

【原因】

64 ビ ッ ト の利用者プロ グ ラ ムの実行可能フ ァ イルまたは DLL が指定されていますか？

【対処】

64 ビ ッ ト の利用者プロ グ ラ ムの実行可能フ ァ イルまたは DLL を指定し て く ださい。 なお、 プロセス型プロ
グ ラ ムの起動用バッ チフ ァ イルが指定されている場合は、 バッ チフ ァ イルで実行される利用者プロ グ ラ ム
の実行可能フ ァ イルが 64 ビ ッ ト であ る こ と を確認し て く ださい。

詳細については、 「2.3 利用者プロ グ ラ ムの指定」 を参照し て く ださい。
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◆ MeFt/Web でクライアント印刷またはプレビュー処理中に Web ブラウザを強制終了す

ると、サーバ上に利用者プログラムのプロセスが停止状態のまま残存し、データベース
がロック状態となる。

【原因】

Web ブラ ウザを強制終了する と、 ク ラ イ アン ト からサーバへ応答が返ら ないため利用者プロ グ ラ ムが待ち
状態と な り 、 その時点でロ ッ ク解除されていないデータベースがロ ッ ク状態と なる こ と が考え られます。

【対処】

「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する」 を参照し 「通信監視時間」 を 0 以外に指定し て く ださい。

指定し た 「通信監視時間」 を超えて利用者プロ グ ラ ムに応答が返ら ない場合は、 FILE STATUS 句に 「90N7」
が通知される ため、 ク ラ イ アン ト から応答がない状態を利用者プロ グ ラ ムで検知でき ます。

また、 ク ラ イ アン ト 印刷またはプレ ビ ューを行 う 前に、 利用者プロ グ ラ ムでデータベース を ロ ッ ク し てい
る場合は、 印刷処理の CLOSE 文の前にデータベースのロ ッ ク を解除し て く ださい。

◆ Web ブラウザが応答しなくなる。

【原因】

COBOL の実行用の初期化フ ァ イ ル （COBOL85.cbr） ま たは環境変数に 「@MessOutFile= フ ァ イ ル名」 、
「@EnvSetWindow=UNUSE」、 「@WinCloseMsg=OFF」 が指定されていますか？

サーバでエラー メ ッ セージが出力され、 応答待ちになっていませんか？

【対処】

以下の手順で MeFt/Web サービ スプロ グ ラ ムをデバッ グモード で起動し、 エラーが発生し ていないか確認
し ます。

1. コントロールパネル中の［サービス］アイコンを使って、MeFt/Web サービスプログラム

（MeFt/Web 64bit Service）を停止します。

2. タスクマネージャの［プロセス］タブを使用して、MeFtWeb64.exe が実行中でないことを確認しま

す。

3. 以下のコマンドラインを使って MeFt/Web サービスプログラムをロードします。

c:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL¥MeFtWeb64.exe -debug

※） 下線部は、 MeFt/Web のイ ン ス ト ール先を指定し ます。

4. Web ブラウザで起動用 HTML を開きます。

リ モー ト 実行が行われます。

サーバでエラー メ ッ セージが表示された場合は、 エラー メ ッ セージの指示に従って問題を解決し て く ださ
い。

◆ リモート実行すると「オブジェクトでサポートされていないプロパティまたはメソッド
です」のエラーが発生する。

【原因】

MeFt/Web コ ン ト ロールがダウ ン ロード されていない可能性が考え られます。

【対処】

以下の点を確認し て く ださい。

1. 起動用 HTML の OBJECT タグの CODEBASE に指定してある MeFt/Web コントロールの格納先が正

しいか確認してください。 

MeFt/Web コ ン ト ロールの格納先に指定し てあ る URL （下記） を、 Internet Explorer のア ド レ スに
指定し、 ［フ ァ イルのダウ ン ロード］ 画面が表示されるか確認し て く ださい。

http://hostname/MeFtWeb64/meftweb.cab

注）hostname には、MeFt/Web がインストールされているサーバのホスト名または IP アドレ

スを指定します。

画面が表示されない場合は、 以下の原因が考え られます。

－ hostname に指定し たホス ト 名がク ラ イ アン ト で名前解決でき ない。

－ Internet Explorer の 「プロ キシの設定」 が、 hostname に指定し たサーバにア ク セスでき ない
設定になっている。

－ Web サーバに "MeFtWeb64" の仮想デ ィ レ ク ト リ が作成されていない。
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2. Web ブラウザの設定を確認してください。 

セキ ュ リ テ ィ レベルの設定によ ってはコ ン ト ロールをダウ ン ロードする こ と はでき ません。 「イ ン
ターネ ッ ト オプシ ョ ン」 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの 「セキ ュ リ テ ィ 」 タブで 「レベルのカ ス タマイ ズ」

ボタ ンを選択し て、 一時的に 「署名された ActiveX コ ン ト ロールのダウ ン ロード」 を 「ダ イ ア ロ
グを表示する」 にし て く ださい。 

なお、 ダウ ン ロード中は他のウ ィ ン ド ウやアプ リ ケーシ ョ ンを終了させて く ださい。 また、 ダウ ン
ロード終了後は、 セキ ュ リ テ ィ レベルを元に戻し て く ださい。

3. Administrators 権限のユーザでダウンロードしているか確認してください。

4. MeFt/Web コントロールの削除に失敗していませんか？ 

MeFt/Web コ ン ト ロールが完全に削除されていない状態では、 MeFt/Web コ ン ト ロールはダウ ン
ロード されません。

MeFt/Web コ ン ト ロールが完全に削除されなかった原因と し て、 Internet Explorer を閉じずに
MeFt/Web コ ン ト ロールを削除し た こ と が考え られます。

この場合、 再度 MeFt/Web コ ン ト ロールを削除し てから、 MeFt/Web コ ン ト ロールをダウ ン ロード
し て く ださい。 

MeFt/Web コ ン ト ロールを削除するには、 「4.2 MeFt/Web コ ン ト ロールを ク ラ イ アン ト マシンから
削除する方法」 を参照し て く ださい。

5. クライアントのシステムドライブのディスクに空き容量があるか確認してください。

◆ Web サーバ上に格納されたウィンドウ情報ファイル、プリンタ情報ファイル、または画

面帳票定義体を入れ替えても反映されない。

【原因】

Web ブラ ウザのキ ャ ッ シュに格納されている フ ァ イルが参照されていませんか？

【対処】

Web ブラ ウザのキ ャ ッ シュ を削除し てから、 再度、 リ モー ト 実行を行って く ださい。 キ ャ ッ シュ フ ァ イル
を削除するには、 Internet Explorer の 「イ ン ターネ ッ ト オプシ ョ ン」 を開き、 「全般」 タブの 「閲覧の履歴」
の 「削除」 を選択し ます。

◆ サーバ印刷ができない。

【原因】

MeFt/Web 動作環境の 「サーバ印刷用の出力プ リ ン タデバイ ス名」 またはサーバ印刷で使用するプ リ ン タ
情報フ ァ イルに 「出力プ リ ン タデバイ ス」 が指定されていますか？

【対処】

MeFt/Web 動作環境の 「サーバ印刷用の出力プ リ ン タデバイ ス名」 またはプ リ ン タ情報フ ァ イルに 「出力
プ リ ン タデバイ ス名」 を指定し てから、 サーバ印刷を行って く ださい。

◆ MeFt/Web プラグインでリモート実行できない。

【原因】

Web サーバに MeFt/Web プラ グ イ ンが使用する MIME タ イプが登録されていますか？

【対処】

Web サーバに MeFt/Web プラ グ イ ンが使用する MIME タ イプが登録されているか確認し て く ださい。

MIME タ イプの登録方法については、 「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照し て く ださい。
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◆ コントロールをバージョンアップしたら利用者プログラムの起動が遅くなった。

【原因】

MeFt/Web コ ン ト ロールが起動の度にダウ ン ロード されている可能性があ り ます。

【対処】

ク ラ イ ア ン ト に ダ ウ ン ロ ー ド さ れて い る MeFt/Web コ ン ト ロ ールのバージ ョ ン が起動用 HTML の
CODEBASE に記述されているバージ ョ ン情報よ り 古い場合に この現象が発生し ます。 CODEBASE のバー
ジ ョ ン情報を修正し て く ださい。

◆ Web サーバのポート番号を 80 以外に変更するとリモート実行に失敗する。

【原因】

ユーザ資源の指定方法に誤 り はあ り ませんか？

【対処】

ウ ィ ン ド ウ情報フ ァ イルまたはプ リ ン タ情報フ ァ イルの格納デ ィ レ ク ト リ を指定する環境変数MEFTDIRな
どに URL を指定する場合は、 以下のよ う にポー ト 番号を指定し て く ださい。

　 　 　 例） MEFTDIR=http://hostname:81/MeFtWeb64/

◆ リモート実行すると、「P1000 ネットワークエラーが発生しました。詳細コード：

XXXXX」が発生する。

【原因】

以下の原因が考え られます。

a. 起動用 HTML ファイルの hostname プロパティまたは port プロパティが正しく設定されています

か？
または、MeFt/Web ドキュメントの hostname キーワードまたは port キーワードが正しく設定されて

いますか？

b. Web サーバが起動されていますか？

c.  LAN ケーブルが抜けているなど、ネットワーク環境に異常はありませんか？

【対処】

原因によ って、 それぞれの対処に従った見直し を実施し て く ださい

a. hostname プロパティ（キーワード）または port プロパティ（キーワード）を確認してください。

サーバとクライアントが異なるドメインに所属する場合は、hostname をフルドメイン形式で指定し

てください。また、hostname プロパティおよびユーザ資源の格納先に指定された URL のサーバ名

が、クライアントで名前解決されているか、ping コマンドで確認してください。

b. Web サーバを起動してください。

c. 詳細コードが 0 または 6 以外の場合、詳細コードには HTTP のステータスコード、または

Windows システムが提供している Windows Internet (WinInet) インタフェースのエラーコードが表

示されます。クライアントとサーバ間のネットワーク機器や回線品質の問題が考えられるため、
ネットワーク管理者に相談してください。

CODEBASE については、 「4.1 MeFt/Web コ ン ト ロールをサーバ上から ダウ ン ロードする」 を
参照し て く ださい。
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◆ リモート実行するとユーザ認証画面が表示される。または「P1000 ネットワークエラー

が発生しました。詳細コード：403」が発生する。

【原因】

イ ン ス ト ールし た MeFt/Web のフ ァ イルに、 読み取 り 権限が設定されていますか？

【対処】

以下のフ ァ イルに読み取 り 権限が設定されているか確認し ます。

読み取 り 権限が設定されていない場合は、 権限を変更し て く ださい。

◆ プレビュー、クライアント印刷、またはスプール出力を行うと「JMP0310I-U 'XXXX' 
ファイルで 'OPEN' エラーが発生しました．'ERRCD=9021'」が発生する。またはプレ

ビュー画面からのスプール処理が行えない。

【原因】

MeFt/Web のスプール格納デ ィ レ ク ト リ に正しい権限が設定されていますか？

【対処】

イ ン ス ト ール直後の状態では、 Administrators グループ以外のユーザが
MeFt/Web のプレ ビ ュー、 ク ラ イ アン ト 印刷、 およびスプール出力機能を利用する こ と はでき ません。 こ
れらの機能を使用する場合には、 スプール格納デ ィ レ ク ト リ に権限を設定する必要があ り ます。

◆ MeFt/Web ドキュメント編集の登録または削除が失敗する。

【原因】

MeFt/Web の ド キ ュ メ ン ト 格納デ ィ レ ク ト リ にフルコ ン ト ロール権限が設定されていますか？

【対処】

MeFt/Web の ド キ ュ メ ン ト 格納デ ィ レ ク ト リ にフルコ ン ト ロール権限が設定されているか確認し ます。

フルコ ン ト ロール権限が設定されていない場合は、 権限を変更し て く ださい。

ただし、 セキ ュ リ テ ィ を考慮し て開発時以外にはフルコ ン ト ロール権限を与えないで く ださい。

確認する フ ァ イル C:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL¥MeFtWeb64¥inetsrv¥Fgateway

※NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダが
"C:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL" の場合

権限を与えるユーザ
グループ

• 利用者プログラムを使用するユーザグループ。

• イ ン ターネ ッ ト ゲス ト アカウン ト （IUSR_hostname）。 Web サーバの設定で匿
名ユーザを許可する場合にだけ設定し ます。

権限の設定方法は、 「2.5.2 デ ィ レ ク ト リ の権限を設定する」 を参照し て く ださい。

確認するデ ィ レ
ク ト リ

C:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL¥MeFtWeb64¥mw-mgr¥document

※NetCOBOL ラ ン タ イムシステムのイ ンス ト ールフ ォルダが
"C:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL" の場合

権限を与える
ユーザグループ

• 利用者プログラムを使用するユーザグループ。

• イ ン ターネ ッ ト ゲス ト アカウン ト （IUSR_hostname）。 Web サーバの設定で匿名ユー
ザを許可する場合にだけ設定し ます。
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◆ イベントビューアに「イベント ID:123 I/O エラーが発生したため、トレースログを採取

できませんでした」のイベントが表示される。

【原因】

以下の原因が考え られます。

a. MeFt/Web のトレースログ格納ディレクトリにフルコントロール権限が設定されていますか？

b. トレースログファイルが壊れている可能性があります。

【対処】

a. MeFt/Web のトレースログ格納ディレクトリにフルコントロール権限が設定されているか確認しま

す。

フルコントロール権限が設定されていない場合は、権限を変更してください。

b. 以下の手順でトレースログファイルを再作成してください。

1) コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［サービス］アイコンを使って
「MeFt/Web 64bit Log Service」を停止します。

2) MeFt/Web がインストールされたマシンで MeFt/Web 動作環境設定コマンドを起動します。

3) ［ログの設定］の［格納先］に指定されているディレクトリ中にある「f4esobsc.log」を削除

します。

4) コントロールパネルの［管理ツール］の中にある［サービス］アイコンを使って

「MeFt/Web 64bit Log Service」を起動します。

◆ SSL 使用時にサーバ印刷すると Web ブラウザが応答しなくなる。または「P2010 サー

バ印刷に失敗しました。」が発生する。

【原因】

サーバ印刷で参照するユーザ資源の格納先が URL で指定されていませんか？

【対処】

サーバ印刷で参照するユーザ資源の格納先は、 サーバのローカルパス を指定し て く ださい。

◆ プロセス型プログラムを多重起動すると「JMP0092I-U」のエラーまたは「アプリケー

ションを正しく初期化できませんでした」のエラーが発生する。

【原因】

システムの リ ソース （デス ク ト ッ プ ヒ ープ） が枯渇し ている可能性があ り ます。

Windows システムでは、 デス ク ト ッ プ ヒ ープ と い う メ モ リ 資源があ り 、 このデス ク ト ッ プ ヒ ープは、 シス
テム全体 と し てサイ ズが有限なため、 枯渇し て し ま う と アプ リ ケーシ ョ ン起動時に、 「JMP0092I-U」 のエ
ラーが発生し て起動でき ない、 などの様々な現象が発生し ます。

【対処】

Windows システムの制限であ る ため、MeFt/Web を含む NetCOBOL 製品側で対策を講じ る こ と はでき ませ
ん。

確認するデ ィ レ ク ト リ C:¥Program Files¥Common Files¥NetCOBOL

※ ト レースログ格納デ ィ レ ク ト リのパスは、 「MeFt/Web 動作
環境」 ダイアログボ ッ クスで確認できます。

権限を与えるユーザグループ SYSTEM

MeFt/Web 動作環境設定コマン ド については、 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する」
を参照し て く ださ い。

詳細については、 FSC-NEWS の FNS-8080 または Microsoft のサポー ト 技術情報の 「文書番
号 ： JP184802」 を参照し て く ださい。
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起動する利用者プロ グ ラ ム数を制限する、 またはデス ク ト ッ プ ヒ ープの利用方法をチューニングする、 な
どの方法でデス ク ト ッ プ ヒ ープの枯渇が発生し ないよ う に回避し て く ださい。

◆ COBOL の実行用の初期化ファイル（COBOL85.CBR）を使用したスレッド型プログラ

ムのリモート実行時において、実行用の初期化ファイルの変更が反映されない。

【原因】

COBOL の実行用の初期化フ ァ イル変更後、 MeFt/Web サーバを再起動し ま し たか？

COBOL の実行用の初期化フ ァ イルを変更し た場合には、 MeFt/Web サーバを再起動する必要があ り ます。
変更し た内容は、 MeFt/Web サーバの再起動後から有効と な り ます。

【対処】

MeFt/Web サーバを再起動し、 再度、 リ モー ト 実行し て く ださい。

◆ シフト状態に「カナ」が指定された英数字項目に入力しても、シフト状態がカナに切り
替わらない。

【原因】

以下の原因が考え られます。

a. 日本語入力システムに IME2002 以降 を使用していませんか？

b. ウィンドウ情報ファイルの CTLFEP キーワードに「N」が指定されていませんか？

【対処】

原因によ って、 それぞれの対処に従った見直し を実施し て く ださい

a. 日本語入力システムに IME2002 以降を使用している場合は、ウィンドウ情報ファイルに以下の

キーワードを指定してください。

SHIFTTIMER 　 300

現象が回避されない場合は、 設定値を 300 よ り も大き く し て調整し て く ださい。

b. ウィンドウ情報ファイルの CTLFEP キーワードに「N」以外を指定してください。

◆ Interstage List Works または Interstage List Creator Enterprise Edition と連携して、帳票

を電子化できない。

【原因】

起動用 HTML の printmode プロパテ ィ に 3 （サーバ印刷） 以外が指定されていませんか？

【対処】

プレ ビ ューし ない場合は、 起動用 HTML の printmode プロパテ ィ に 3 （サーバ印刷） が指定されているか確
認し て く ださい。

MeFt/Web では、 帳票の電子化はサーバ印刷を行 う 場合だけ可能です。

◆ 画面入出力処理、クライアント印刷、またはプレビューを行うと、エラーコード：
9010、9022、9042、9091 が発生する。

【原因】

以下の原因が考え られます。

a. ウィンドウ情報ファイル、プリンタ情報ファイル、画面帳票定義体、オーバレイ定義体、またはメ
ディアファイルが、指定した格納ディレクトリに存在しますか？

b. ユーザ資源をサーバのローカルパスで指定（CGI アクセス）する場合、利用者プログラム指定ファ

イルに、CGI アクセスで参照するユーザ資源が指定してありますか？

c. IIS を使用している場合、利用者プログラムで使用する定義体や情報ファイルなどの拡張子に対し

て MIME タイプが登録されていますか？

詳細については、 FSC-NEWS の FNS-8080 または Microsoft のサポー ト 技術情報の 「文書番
号 ： JP184802」 を参照し て く ださい。

設定値の詳細は、 「MeFt ユーザーズガ イ ド」 を参照し て く ださ い。
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【対処】

a. 指定した格納ディレクトリにユーザ資源が存在するか確認してください。

b. 利用者プログラム指定ファイルに、CGI アクセスで参照するユーザ資源を指定してください。

c. IIS では、MIME タイプが設定されていないファイルのダウンロードはできなくなったため、利用

者プログラムで使用する定義体や情報ファイルなどの拡張子に対して MIME タイプを登録する必

要があります。

詳細については、 「5.4 ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く ださい。

詳細については、 「7.7 CGI ア ク セス」 を参照し て く ださい。

MIME タ イプの設定方法については、 「2.1 Web 環境の構築 と環境設定」 を参照し て く
ださ い。
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8.2 MeFt/Web 導入時チ ェ ッ ク リ ス ト
MeFt/Web の導入時に以下の各項目についてチェ ッ ク を行って く ださい。

No 分類 チ ェ ッ ク項目 対応

1 イ ンス ト ール MeFt/Web を使用するサーバ／ク ラ イ
アン ト の OS は、 動作保証対象です
か。

ＮetCOBOL のソ フ ト ウ ェ ア説明書のソ フ
ト ウ ェ ア組合わせ条件を参照し て く だ さ
い。

2 リ モー ト 実行機能で起動される利用
者プログラムの権限をシステムアカ
ウン ト 以外に設定し ま し たか。

「2.5.1 利用者プログラムの権限を設定す
る」 を参照し て、 MeFt/Web サービスの
ログオンアカウン ト をシステムアカウン
ト 以外に変更し て く だ さい。 システムア
カウン ト の場合はイベン ト ビ ューアに
「イベン ト ID:122 ユーザレジス ト リの
ロー ド に失敗し ま し た」 のイベン ト が出
力されます。 また、 プロセスを強制終了
できないなどの不都合が発生し ます。

3 MeFt/Web 動作環境の通信監視時間に
適切な時間が指定されていますか。

ネ ッ ト ワーク異常などによ りサーバと ク
ラ イアン ト 間の通信が切断される と、
サーバ上の利用者プログラムのプロセス
が終了せずに残りサーバのリ ソースを圧
迫する場合があり ます。 このよ う な場合
に利用者プログラムを終了するには
MeFt/Web 動作環境の通信監視時間に 0
以外を指定し て く だ さい。 指定方法につ
いては 「2.2 MeFt/Web の動作環境を設定
する」 を参照し て く だ さい。

4 Web
サーバ

MeFt/Web が使用できるよ う に Web
サーバの環境を設定し ま し たか。

「2.1 Web 環境の構築と環境設定」 を参照
し て Web サーバの環境を設定し て く だ さ
い。

なお、 IIS を使用する場合は、 「2.1.1 IIS を
使用する場合に必要な設定」 を参照し て
く だ さい。

5 利用者
プログラム

利用者プログラム指定フ ァ イルに起
動するプログラムが指定されていま
すか。

「2.3 利用者プログラムの指定」 を参照し
て く だ さい。

6 MeFt/Web 固有の注意点について適切
に対処されていますか。

「5.3.1 利用者プログラム作成上の注意点」
および 「7.4 MeFt」 を参照し て対処し て
く だ さい。

7 画面帳票定義体などのユーザ資源は
URL で指定されていますか。

ユーザ資源の指定方法については 「5.4 
ユーザ資源の指定方法」 を参照し て く だ
さい。

8 MeFt の通知コー ド N7 または N8 が発
生し た場合の後処理は適切に行われ
ていますか。

「5.6 MeFt の追加通知コー ド」 を参照し て
エラー発生時に終了処理を行って く だ さ
い。

9 MeFt/Web
ク ラ イアン ト の
プロパテ ィ

hostname プロパテ ィ にホス ト 名がフ
ルド メ イ ン形式または IP ア ド レスで
指定されていますか。

サーバと ク ラ イアン ト が異なるセグ メ ン
ト に接続されている場合、 ホス ト 名のみ
を指定する と名前解決できずに接続でき
ない場合があるため、 hostname プロパ
テ ィ はフルド メ イ ン形式または IP ア ド レ
スを指定する こ と を推奨し ます。

10 帳票を電子化する場合、 printmode プ
ロパテ ィ に 3 が指定されていますか。

プレビ ューせずに帳票を電子化する場合
は printmode プロパテ ィ に 3 を指定し て
く だ さい。 帳票の電子化については
「5.10 帳票の電子化」 を参照し て く だ さ
い。
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11 その他 不正アクセスや情報漏洩がないよ う、
セキュ リ テ ィ 対策は行われています
か。

「7.8 セキュ リ テ ィ 」 を参考にし て、 セ
キュ リ テ ィ 対策を実施し て く だ さい。

12 負荷分散装置を使用する場合、 利用
者プログラム起動中はセ ッ シ ョ ンが
維持されるよ う に設定されています
か。

「7.6 システム構築上の注意」 を参照し
て、 負荷分散装置の一意性保証時間を適
切な時間に設定し て く だ さい。

No 分類 チ ェ ッ ク項目 対応
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付録

こ の章では、 ト レース ロ グについて説明し ます。

目次

 MeFt/Web ク ラ イアン ト の ト レースログ............................................................................................................................. 119

 MeFt/Web サーバの ト レースログ ........................................................................................................................................... 120
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MeFt/Web ク ラ イアン ト の ト レースログ
ト レース ロ グは、 MeFt/Web が持つ障害調査用の内部処理結果の記録です。 ト ラ ブル発生時に採取し当社
技術員にお渡し く ださい。

1. 設定方法

MeFt/Web ク ラ イ アン ト の ト レース ロ グを記録するには、 ト レース ロ グ環境設定コマン ド を起動し
て 「ロ グ環境設定」 を設定し ます。

イ ン ス ト ール直後の採取レベルは、 コ ン ト ロールロ グは 「LEVEL2」、 MeFt ロ グは 「採取する」 に
設定されています。

2. 採取方法

ト ラブルが発生し た場合は、 以下に格納された ト レース ロ グフ ァ イルを採取し て く ださい。

ロ グ環境の設定方法については、 「2.6.3 ク ラ イ アン ト 側の ト レース ロ グ環境を設定す
る」 を参照し て く ださ い。

ログの種類 格納先と フ ァ イル

コ ン ト ロールログ 一時デ ィ レ ク ト リの f3eswweblog.xxx
（xxx は 001 ～ 010）

MeFt ログ 画面処理 一時デ ィ レ ク ト リ配下の MEFTDLOG デ ィ レ ク ト リ

印刷処理 一時デ ィ レ ク ト リ配下の MEFTPLOG デ ィ レ ク ト リ

一時デ ィ レ ク ト リ と は、 ロ グ イ ンユーザの "TMP" 環境変数または "TEMP" 環境変数に
設定されているデ ィ レ ク ト リ です。 設定されているデ ィ レ ク ト リ 名は、 以下の手順で
確認でき ます。

1. コマンドプロンプトを起動します。

2. 以下のようにコマンドを入力します。
＞ echo %TMP%
または
＞ echo %TEMP%
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MeFt/Web サーバの ト レースログ
ト レース ロ グは、 MeFt/Web が持つ障害調査用の内部処理結果の記録です。 ト ラ ブル発生時に採取し当社
技術員にお渡し く ださい。

1. 設定方法

MeFt/Web サーバの ト レース ロ グを記録するには、 MeFt/Web 動作環境の 「ロ グの設定」 を有効に
し ます。

イ ン ス ト ール直後の採取レベルは 「レベル 2」 （エラー情報と処理結果を採取） に設定されていま
す。 障害が再現可能な場合はロ グの採取レベルを 「レベル 3」 に設定し て、 現象を再現し て く ださ
い。

2. 採取方法

ト レース ロ グは MeFt/Web 動作環境の 「ロ グの設定」 で 「格納先」 に指定されているデ ィ レ ク ト リ
の f4esobsc.log フ ァ イルを採取し て く ださい。

ロ グの設定方法については、 「2.4 サーバ側の ト レース ロ グ環境を設定する」 を参照し
て く ださ い。

ト レース ロ グの採取の有無を変更し た場合または採取レベルを変更し た場合は、 以下
のサービ ス を コ ン ト ロールパネルの ［サービ ス］ ア イ コ ンを使って、 再起動し て く だ
さ い。

• MeFt/Web 64bit Log Service
120



 索引
索引

A
argument .......................................57

C
CGI ア ク セス ..................................101

D
displaywindow ...................................58
dspcompress ....................................60

E
environment ....................................57

F
funcname .......................................57

G
gatewaypathname ................................56

H
hideprtbtn ......................................61
hostname .......................................56
HTML 作成 .....................................81
hyperlink .................................. 60, 64
hyperlinktarget ..................................60

I
IIS ...........................................106
Internet Explorer ................................99

M
MeFt ..........................................97
MeFt/Web .............................. 7, 8, 9
MeFt/Web ク ラ イ アン ト  ................... 21, 119
MeFt/Web コ ン ト ロール ...........36, 50, 95, 96
MeFt/Web サーバ ......................... 21, 120
MeFt/Web サーバサービ スマネージャ .............87
MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト  .........................47
MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 作成 .....................80
MeFt/Web ド キ ュ メ ン ト 編集 .....................92
MeFt/Web プラ グ イ ン
 ......................... 36, 45, 46, 94, 96

MeFt/Web プラ グ イ ンのセ ッ ト ア ッ プ .............46
message ........................................57

P
pathname .......................................57
port ...........................................56
previewdc ......................................61
previewdrawpos ..................................61
previewrate .....................................61
previewwindow ..................................60
printmode ......................................60
121
Q
Quit .......................................... 62

S
SSL .......................................58, 85
SSL 設定の確認方法 ............................ 85
submit ........................................ 62

T
Terminate ..................................... 63

U
Unicode アプ リ ケーシ ョ ン ....................... 75

W
Web サーバ .................................... 85
Web サーバの指定方法 .......................... 56
Web サーバの設定 .............................. 85
Web ブラ ウザ ..............................75, 85
Web ブラ ウザの設定 ............................ 85
Web 連携環境 .................................. 39

あ
アン イ ン ス ト ール .............................. 46

い
移行方法 ...................................... 78
イベン ト  ...................................... 63
イベン ト 一覧 .................................. 63
印刷イ メ ージ .................................. 55
印刷イ メ ージの画面表示形式 .................... 60
印刷イ メ ージの表示位置 ........................ 61
印刷ボタ ン表示 ................................ 61
イ ン ス ト ール .................................. 46

か
画面機能 ...................................... 13
画面データ圧縮 ................................ 60
画面表示形式の指定方法 ........................ 58
環境変数 ...................................... 69

き
起動 .......................................... 62
起動方法 ...................................... 88
起動用 HTML フ ァ イル ......................... 86

く
ク ラ イ アン ト  .................................. 36
ク ラ イ アン ト 印刷 .............................. 15

け
権限設定 ..................................34, 35

さ
サーバ印刷 .................................... 15



 索引
採取方法 .................................. 33, 37
作業の流れ .....................................66
削除 ...........................................52
サンプルプロ グ ラ ム .............................38

し
システム構築上の注意 ..........................100
実行 ...........................................79
処理の流れ .....................................67

す
ズーム率の指定方法 .............................61
ス タ ン ド ア ロ ン環境 .............................38
スプール一覧 ...................................91
スプール機能 ...................................17
スプール再生機能 ...............................18
ス レ ッ ド型プロ グ ラ ム ................. 11, 41, 78

せ
セキ ュ リ テ ィ ..................................104
セ ッ ト ア ッ プ ...................................36

そ
ソ フ ト ウ ェ ア環境 ...............................21

た
ダウ ン ロード .............................. 36, 51

ち
チェ ッ ク リ ス ト ................................116
注意点 .................................... 68, 75
帳票処理実行モード の指定方法 ...................60
帳票の電子化 ...................................85

つ
ツールバー .....................................54
追加通知コード .................................76
通信データ保護 .................................85

て
定義体サイ ズ ...................................55
デバイ スの 指定方法 ............................61
デバッ グ方法 ...................................71

と
動作環境 .......................................29
ト ラブルシューテ ィ ング ........................108
ト レース ロ グ ............................ 119, 120
ト レース ロ グ環境 .......................... 33, 36

は
ハイパー リ ン ク先指定 ...........................13
ハイパー リ ン ク先の指定方法 .....................60
ハイパー リ ン ク の通知 ...........................64
122
ひ
表示形式 ...................................... 54

ふ
負荷分散装置利用上の注意点 ................... 100
プレ ビ ュー機能 ................................ 14
プロ グ ラ ム起動 ................................ 89
プロ グ ラ ム修正 ................................ 78
プロセス一覧 .................................. 90
プロセス型プロ グ ラ ム ................. 10, 39, 78
プロパテ ィ .................................... 56
プロパテ ィ 一覧 ................................ 56
プロパテ ィ セ ク シ ョ ン .......................... 47

へ
別プロセスの起動方法 .......................... 70

ほ
翻訳 ......................................75, 78

め
メ ソ ッ ド ...................................... 62
メ ソ ッ ド一覧 .................................. 62
メ ッ セージ .................................... 57

ゆ
ユーザ資源の格納先 ............................ 86
ユーザ資源の指定方法 .......................... 72

り
リ モー ト 実行機能 .............................. 10
利用者プロ グ ラ ム開発 .......................... 68
利用者プロ グ ラ ムの指定方法 .................... 57
利用者プロ グ ラ ムの終了 ........................ 63
利用者プロ グ ラ ムの中断 ........................ 62
リ ン ク方法 ................................75, 78


	表紙
	まえがき
	目次
	第1章 MeFt/Web とは
	1.1 MeFt/Web とは
	1.2 MeFt/Web の概要
	1.2.1 リモート実行機能
	1.2.2 画面機能
	1.2.3 ハイパーリンク先指定
	1.2.4 プレビュー機能
	1.2.5 クライアント印刷
	1.2.6 サーバ印刷
	1.2.7 スプール機能
	1.2.8 スプール再生機能
	1.2.9 サービスマネージャ機能

	1.3 MeFt/Webクライアント
	1.3.1 MeFt/Webプラグイン
	1.3.2 MeFt/Webコントロール
	1.3.3 MeFt/Webプラグインとコントロールの違い

	1.4 ソフトウェア環境
	1.4.1 MeFt/Web クライアント
	1.4.2 MeFt/Web サーバ


	第2章 セットアップ
	2.1 Web環境の構築と環境設定
	2.1.1 IISを使用する場合に必要な設定
	2.1.2 IIS環境設定コマンド

	2.2 MeFt/Web の動作環境を設定する
	2.3 利用者プログラムの指定
	2.3.1 利用者プログラム指定ファイルの編集

	2.4 サーバ側のトレースログ環境を設定する
	2.5 権限設定
	2.5.1 利用者プログラムの権限を設定する
	2.5.2 ディレクトリの権限を設定する

	2.6 クライアントのセットアップ
	2.6.1 MeFt/Webプラグインのセットアップ
	2.6.2 MeFt/Web コントロールのダウンロード
	2.6.3 クライアント側のトレースログ環境を設定する

	2.7 サンプルプログラム
	2.7.1 スタンドアロン環境
	2.7.2 Web 連携環境


	第3章 MeFt/Web プラグイン
	3.1 MeFt/Web プラグインとは
	3.2 MeFt/Webプラグインのセットアップ
	3.2.1 MeFt/Web プラグインをインストールする
	3.2.2 MeFt/Web プラグインをアンインストールする

	3.3 MeFt/Web ドキュメント

	第4章 MeFt/Web コントロール
	4.1 MeFt/Web コントロールをサーバ上からダウンロード する
	4.2 MeFt/Web コントロールをクライアントマシンから削 除する方法
	4.3 MeFt/Web コントロールの表示形式
	4.3.1 ツールバー
	4.3.2 印刷イメージと定義体サイズ

	4.4 プロパティ
	4.4.1 プロパティ一覧
	4.4.2 Web サーバの指定方法（hostname/port/gatewaypathname）
	4.4.3 利用者プログラムの指定方法 （pathname/argument/environment/funcname）
	4.4.4 メッセージ（message）
	4.4.5 SSL（ssl）
	4.4.6 画面表示形式の指定方法（displaywindow）
	4.4.7 ハイパーリンク先の指定方法（hyperlink/hyperlinktarget）
	4.4.8 画面データ圧縮（dspcompress）
	4.4.9 帳票処理実行モードの指定方法（printmode）
	4.4.10 印刷イメージの画面表示形式（previewwindow）
	4.4.11 印刷イメージの表示位置（previewdrawpos）
	4.4.12 印刷イメージ生成時に使用するデバイスの指定方法（previewdc）
	4.4.13 ズーム率の指定方法（previewrate）
	4.4.14 印刷ボタン表示（hideprtbtn）

	4.5 メソッド
	4.5.1 メソッド一覧
	4.5.2 起動（submit）
	4.5.3 利用者プログラムの中断（Quit）

	4.6 イベント
	4.6.1 イベント一覧
	4.6.2 利用者プログラムの終了（Terminate）
	4.6.3 ハイパーリンクの通知（hyperlink）


	第5章 リモート実行機能を利用する
	5.1 作業の流れ
	5.2 処理の流れ
	5.3 利用者プログラムを開発する
	5.3.1 利用者プログラム作成上の注意点
	5.3.2 環境変数
	5.3.3 別プロセスの起動方法
	5.3.4 利用者プログラムのデバッグ方法
	5.3.5 ウィンドウ情報ファイルとプリンタ情報ファイルのキーワード

	5.4 ユーザ資源の指定方法
	5.5 Unicode アプリケーションの使用方法
	5.5.1 Web ブラウザ
	5.5.2 翻訳、リンク方法について
	5.5.3 実行時の注意点

	5.6 MeFt の追加通知コード
	5.7 プロセス型プログラムからスレッド型プログラムへ の移行方法
	5.7.1 プログラム修正
	5.7.2 翻訳、リンク方法について
	5.7.3 実行

	5.8 MeFt/Web ドキュメントを作成する
	5.9 HTML を作成する
	5.10 帳票の電子化
	5.11 SSL で通信データを保護する
	5.11.1 SSL とは
	5.11.2 Web サーバとWeb ブラウザでSSL を有効にするための作業
	5.11.3 MeFt/Web でSSL を有効にするための作業


	第6章 MeFt/Web サーバサービスマネージャ
	6.1 起動方法
	6.2 プログラム起動
	6.3 プロセス一覧
	6.4 スプール一覧
	6.5 MeFt/Web ドキュメント編集

	第7章 注意事項
	7.1 MeFt/Web プラグイン
	7.2 MeFt/Web コントロール
	7.3 MeFt/Web プラグインとコントロール共通
	7.4 MeFt
	7.5 Internet Explorer
	7.6 システム構築上の注意
	7.7 CGIアクセス
	7.7.1 CGIアクセスとは
	7.7.2 CGIアクセスを使用するための準備

	7.8 セキュリティ
	7.8.1 運用環境
	7.8.2 Webサーバの環境設定
	7.8.3 MeFt/Webの環境設定
	7.8.4 MeFt/Webの機能
	7.8.5 その他

	7.9 IIS
	7.10 その他

	第8章 トラブルシューティング
	8.1 トラブルシューティング
	8.2 MeFt/Web導入時チェックリスト

	付録
	MeFt/Web クライアントのトレースログ
	MeFt/Web サーバのトレースログ

	索引

